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序

宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（西都～清武間）建設予定地にか

かる埋蔵文化財の発掘調査を平成7年度から10年度にかけて実施してまいり

ました。本書は、東九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書であ

ります。

本書に掲載した清武町所在の権現原第1遺跡・下星野遺跡は、平成7年度

に発掘調査を行ったものです。調査によって旧石器時代から近世にかけての

遺構・遺物が検出されました。特に弥生時代から古墳時代の生活の跡が確認

され、当時の人々の暮らしを知るうえで貴重な資料を得たことは意義深いも

のと言えましょう。

ここに報告する内容が、学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習

の場などで活用され、また、埋蔵文化財保護に対する理解の一助になること

を期待しています。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関・地元

の方々、並びに御指導・御助言を賜った先生方に対して、厚く御礼申し上げ

ます。

平成13年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　矢　野　　　剛
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1　本書は、東九州自動車道（西都～清武間）建設に伴い、宮崎県教育委員会が実施した宮崎郡清

武町所在の権現原第1遺跡・下星野遺跡の調査報告書である。

2　発掘調査は、日本道路公団の依頼により宮崎県教育委員会が実施した。

3　現地の実測・写真等の記録は、飯田博之（現宮崎県文化課）・柳田宏一・日高広大・鳥原孝仙・

林田和人（現熊本市教委）が行った。

4　空中写真については（株）スカイサーベイに、自然科学分析については（株）古環境研究所に、地形

測量については（株）フェニックス測量設計コンサルタント・（有）小城測量設計事務所に委託した。

5　整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行い、図面作成・遺物実測・トレースは整理作業員の

協力を得て柳田と鳥原が行った。

6　土層断面及び土器の色調は『新版標準土色帖』に拠った。

7　本書で使用した方位は座標北と磁北である。座標は国土座標第Ⅱ系に拠る。レベルは海抜絶対

高である。

8　本書で使用した遺構略号は次の通りである。

SA・・・竪穴住居跡　　SE・・・・溝状遺構　　SC…土坑　　SI・・・集石遺構

9　本書の執筆及び編集は、第I章と第Ⅲ章を鳥原孝仙が、第Ⅱ章を柳田宏一が、その他を柳田と

鳥原が行った。

10　出土遺物・その他諸記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

東九州自動車道延岡～清武間は平成元年2月に基本計画がなされ、平成3年12月には西都～清武

間については整備計画路線となっている。西都～清武間は、平成5年11月に建設大臣から日本道路

公団へ施工命令が出され、公団では平成6年度から事業に着手している。その間、県教育委員会文

化課では、平成3年度に西都～清武間の遺跡詳細分布調査を行い、それに基づき埋蔵文化財の保護

について関係機関と協議を重ねた結果、工事施工による影響部分については工事着手前に発掘調査

を実施することになった。調査は、平成7年度に文化課で実施し、権現原第1遺跡を平成7年9月

6日から平成8年3月28日まで、下星野遺跡を平成7年5月10日から平成8年3月26日まで行った。

平成8年度からは、宮崎県総合博物館から分離・独立した宮崎県埋蔵文化財センターで整理作業を

実施した。

第2節　調査の組織

権現原第1遺跡・下星野遺跡の調査組織は次のとおりである。

調査主体　宮崎県教育委員会

教育長

文化課長

主幹兼埋蔵文化財第2係長

埋蔵文化財係長

主　　査（調整担当）

（調整担当）

（調整担当）

主任主事（調整担当）

主　　査

主　　事

主任主事

主任主事

主　　事

調査員

（調整担当）

（権現原第1遺跡調査担当）

（権現原第1遺跡調査担当）

（権現原第1遺跡調査担当）

（下星野遺跡調査担当）

（下星野遺跡調査担当）

（嘱託・下星野遺跡担当）

田原直廣（平成7年・8年度）

岩切重厚（平成9年度）

笹山竹義（平成10・11・12年度）

江崎富治（平成7・8年度）

仲田俊彦（平成9・10・11年度）

黒岩正博（平成12年度）

岩永哲夫（平成7年度）

面高哲郎（平成8年度）

北郷泰道（平成9・10・11年度）

石川悦雄（平成12年度）

石川悦雄（平成7年度）

永友良典（平成8年度）

柳田宏一（平成9年度）

重山郁子（平成10・11年度）

飯田博之（平成12年度）

柳田宏一（平成7・8・10年度）

飯田博之（平成7年度）

飯田博之（平成9・10・11・12年度）

鳥原孝仙（平成7年度）

日高広大（平成7年度）

林田和人（平成7年度）

－1－



宮崎県埋蔵文化財センター

所　　長

副参事

副所長

調査第一課長

調査第一係長（兼）

主　　事（調整担当）

主　　査（調整担当）

（兼・調整担当）

主　　査（調査担当）

藤本健一（平成8・9年度）

田中　守（平成10・11年度）

矢野　剛（平成12年度）

木幡文雄（平成8年度）

岩永哲夫（平成8・9・12年度）

江口京子（平成11年度）

菊地茂仁（平成12年度）

面高哲郎（平成12年度）

岩永哲夫（平成8年度）

面高哲郎（平成9・10・11・12年度）

飯田博之（平成8年度）

菅付和樹（平成9・10・11年度）

面高哲郎（平成12年度）

柳田宏一（平成11・12年度）

鳥原孝仙（平成8・9・10・11・12年度）

第3節　遺跡の位置と歴史的環境

清武町は、県央、宮崎平野の南西部に位置し、日南山塊から延びる丘陵の先端部及びその間を流

れる清武川とその支流水無用を中心とした低地からなり、川沿いの丘陵地には河岸段丘が発達し、

町内の遺跡の大半は、この段丘上平坦面に形成されている。

本遺跡は、清武川右岸の標高約70mを測る小高いシラス台地の縁辺部に立地する。調査時は、畑

作が営まれており、台地縁辺の崖面には湧水地が見られ、遺跡立地の好条件が備わっている。

近年、町内や隣接地では発掘調査が急増し、調査結果が報告されるようになり、貴重な文化遺産

が紹介されている。本遺跡の東側に位置する竹ノ内遺跡では、縄文後期の集落跡が報告されている。

また、辻遺跡は、貝殻腹縁による刺突文を連続した山形あるいは鋸歯状に施文する辻タイプと分類

される縄文早期の土器が出土したことでも知られている。本遺跡の北側の台地には県営農地保全整

備事業関連の複合遺跡群が立地している。その中で、椎屋形第1遺跡・第2遺跡では縄文草創期の

土器が多量に出土するとともに、第1遺跡では弥生時代後期初頭の「花弁状住居跡」が検出され、

上の原第1・第2遺跡では縄文中期から後期の竪穴住居跡・土坑群が検出されている。また、白ケ

野第1・第2・第3遺跡では縄文早期を中心とする遺構・遺物が出土しており、特に第3遺跡B地

区の古代の竪穴住居群は特筆に値する。東九州自動車道の自ケ野遺跡は、縄文時代を中心とする遺

構・遺物の検出量が非常に多い。本遺跡の西南西約9kmに位置する丸野第2遺跡（田野町七野字丸

野）は、縄文後期の竪穴住居跡が多数検出され、指宿式・市来式・鐘ケ崎式等の土器も出土している。

［参考文献］

清武町教育委員会1990　「清武町遺跡詳細分布調査報告書」清武町埋蔵文化財調査報告書第4集
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第1図　権現原第1遺跡調査区及び周辺地形図
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第Ⅱ章　権現原第1遺跡

第1節　調査の経過と概要

権現原第1遺跡の調査対象面積は6，300正である。平成7年9月6日から着手し、調査区の北側か

ら調査を開始した。順次南の方へ調査場所を移し、平成8年3月に現場での発掘調査を終了した。

調査は、平成5年度の分布調査で地形的に遺跡がある可能性が高く、遺物が表面採集された部分

を調査範囲として設定されていたので、先ず遺跡の範囲の確認調査を行い、2mX2mのトレンチ

を各所に入れて小林軽石層まで掘り下げていった。調査区は高速道路の建設予定地という性格上、

東西方向の道路幅に対して道路延長方向の南北に長かったので、6つの小調査区（A区～F区）に

分けた（第2図）。

次に重機で表土（第I層）の除去を行った。第Ⅱ層以下は人力で掘り下げた。遺構検出面はアカ

ホヤ火山灰層（第Ⅵ層）上面である。アカホヤ火山灰層の上の黒色土層（第Ⅳ層）で縄文時代前期

から古代にかけての遺物が出土した。精査の結果、竪穴住居跡が最北部のA区で2軒、南部のD区

で1軒の合計3軒を確認した。

遺構完掘後、実測と写真撮影を行いアカホヤ火山灰層直上の面（第1文化層）の調査を終了した。

その後、人力で第Ⅵ層の除去を行い、縄文時代早期（第2文化層）の調査に着手した。その結果、

第Ⅷ層からA区で6基、D区で1基、F区で1基の合計8基の集石遺構を検出し、他に土器片・石

器類が出土した。

これらの遺構はほとんど丘陵の端部で検出され、調査区中央部では遺物は第I層の耕作土中に多

く見られたが、遺構はほとんどなく、ピットがランダムに検出されたにすぎなかった。これは、ほ

場整備事業で遺物・遺構が包含されていた可能性のある層が削平されてしまったためと思われる。

（表土の下はわずかにアカホヤ火山灰層が残っている状態で第Ⅱ層～第Ⅴ層は残っていないところ

が大部分だった。）土自体がほ場整備で大幅に動いておりI層中の出土遺物はこの遺跡のものかど

うかは疑わしい。A区やE区・D区は丘陵の端部であり、中央部の削平された土で埋められた結果、

包含層が残ったものと思われる。

遺構実測と遺物の取り上げを行った後、数カ所でトレンチを小林軽石層まで掘り下げ、第Ⅷ層よ

りさらに下層からの遺構・遺物の検出がないことを確認して調査を終了した。

第2節　遺跡の層序

権現原第1遺跡の基本層序を概説する。第I層（表土）は、大根畑の耕作土であり、灰色がかっ

た黒色土である。第Ⅱ層は黄褐色土で粒の細かい、さらさらした砂質の土の層である。第Ⅲ層は第

Ⅱ層よりやや暗い色調で土質は第Ⅱ層とほぼ同じである。第Ⅳ層は黒褐色の層であり、弥生時代の

遺物の包含層となっている。第Ⅴ層がアカホヤ火山灰が風化してできた、二次アカホヤの堆積し

た層である。第Ⅵ層がアカホヤ火山灰層で、その下に牛の月需ローム層（第Ⅶ層）がある。さらに

その下に黒色土の層（第Ⅷ層）があり縄文時代早期の遺物が検出された。第Ⅷ層の下には褐色の
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粘土質の層（第Ⅸ層）が厚く堆積している。第Ⅸ層を小林軽石層が検出されるまで掘り下げた。

遺物は第Ⅳ層と第Ⅶ層を中心に検出された。

層序はI層が灰褐色の表土（耕作土）、Ⅱ層が黄褐色の砂質土、Ⅲ層が暗褐色の砂質土、Ⅳ層が

黒褐色の砂質土、Ⅴ層が2次アカホヤ、Ⅵ層がアカホヤ火山灰層、Ⅶ層が牛の月需ローム層、Ⅷ層が

粘土質の黒色土、Ⅸ層が粘土質の褐色土となっている。

第3節　遺構・遺物

遺構については、前述のようにアカホヤ火山灰上面で弥生時代の竪穴住居跡2軒と古墳時代の竪

穴住居跡1軒、アカホヤ火山灰層下から集石遺構8基を検出した。

その内、弥生時代の住居跡2軒と集石遺構6基はA区北側に集中して検出された（第2図）。

A区以外からは、古代の住居跡1軒がD区から、集石遺構2基がD区・F区から検出された。

第2図　遺構分布図（A区）
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1縄文時代の遺構

集石遺構が8基がアカホヤ火山灰層の下の層（Ⅷ層）から検出された。

（1）1号集石遺構（第3図）

調査区の最北端部から検出された遺構で、一部は現道の下にあるが、掘り込み等はほぼ確認でき

た。掘り込みは長径約1．6m、短径約1．3m（推定）の楕円形である。礫は砂岩が主体であり、礫の分

布は中心部が疎で周辺部が密なドーナッツ状になっている。礫の多くが赤変しているが、割れたも

のは少ない。

（2）2号集石遺構（第3図）

約1mの正円に近い集石遺構であり、10cm程度の浅い掘り込みを持つ。偏平な大型の礫を掘り込

みの中央付近に配している。礫はほとんどが赤変しており、砕けたものも多い。

（3）3号集石遺構（第4図）

1号住居の張床の下にあり、4号集石遺構と隣り合って検出された。掘り込みは長径が約90cm、

短径が約80cmのやや楕円になっており、深さは約10cmの浅いものである。礫は掘り込みの中央部

に集中している。赤変して砕けた礫が多い。

（4）4号集石遺構（第4図）

3号集石遺構と同様に1号住居の張り床の下から検出された。掘り込みは持たず、礫が散らばっ

た状態である。赤変し砕けた礫が多いことから3号集石遺構の廃棄された石の集積の可能性がある。

（5）5号集石遺構（第4図）

1号住居の約1m東側から検出された。掘り込みはなく、ごく浅い窪みに礫が散在しているが、

重なりはあまり認められない。赤変した礫が多いことから、隣接して検出された6号集石遺構の廃

棄礫の集積の可能性が大きい。

（6）6号集石遺構（第4図）

僅かに窪んではいるが、掘り込みとは認められなかった。大きな礫が数個ある他は比較的小さな

礫が約1mの円状に散在する。埋土には炭化物が認められた。

（7）7号集石遺構（第4図）

D区の3号住居の北壁に近いところから検出された。長径70cm、短径約60cm、中央で20cmほど

の深さの掘り込みをもつ。礫は丸石状の砂岩・安山岩が多い。礫の数は掘り込みの東側に偏りがみ

られる。また、掘り込みから10cmほど浮いて、水平に配されている礫が多い。

（8）8号集石遺構（第4図）

F区の南東側で検出された。集石の分布は直径約40cmで、窪んではいるが明瞭に掘り込みとは確

認できなかった。礫は中央に集中しており、赤変したものが多い。
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第3図1・2号集石遺構実測図
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2　弥生時代～古墳時代の遺構

弥生時代の住居跡がA区から2軒、古墳時代の住居跡がD区から1軒検出された。

（1）1号住居（第5図）

方形の竪穴住居跡で、アカホヤ面（第Ⅵ層）上に二次アカホヤの落ち込みとして検出された。残

存状況としては西側の壁面が後世の掘り込みによって破壊されている外は良好であった。検出面か

らの深さは壁際で約20cm、ほぼ水平であり張床があった。住居跡の中央よりやや南側には焼土が確

認された。柱穴は4本が張床を剥いだ時点で検出された。

遺物としては床面近くから突帯のついた嚢や壷が出土した。また、台石が中央北壁に近いところ

から出土した。

この住居跡は出土した土器から弥生中期以降のものかと思われる。

（2）2号住居（第5図）

方形と思われるが、住居跡の北半分が現道下であり、南半分のみの調査である。落ち込み面直上

まで撹乱を受けているが、残存状況はほぼ良好である。

長さは東西方向が約5．8m、南北方向が現道下まで約2．8mある。調査可能部分がほぼ半分程度なの

で、南北方向もだいたい東西方向と同程度の長さと思われることから正方形に近い住居と推定され

る。西側の壁際に集石遺構（1号集石遺構）があり、その部分の壁が1号集石遺構と重なり合って

いる。調査区の一番北側であり、北側の斜面の落ち際に位置し、1号住居と南北に並んでいる。

時期は遺構内から出土した土器から1号住居よりやや新しく弥生後期と思われる。検出面から床

までの深さは約40cmあり、1号住居と同じくアカホヤ面（第Ⅵ層）上に二次アカホヤの落ち込みと

して検出された。張床及び柱穴は確認できなかった。中央部に焦土が確認された。

遺物の量は1号住居より少ないが、中央より西側にやや数が偏って出土した。

（3）3号住居（第6図）

方形の住居跡とみられるが、ほ場整備でかなり削られている上にトラクターによる撹乱を受けて

おり、壁の落ち込み面は不明である。表土を剥いだ時点で遺物が集中して出土して検出された。推

定で南北約2．4m、東西約3mの東西にやや長い長方形をしている。また、検出面（第Ⅸ層）から床

面までの比高差が中央部の一番深い所で20cm前後あるが、壁面から中央にゆるやかに傾斜しており

壁の落ち際がはっきり分からなかった。中央部には焼土が残っていた。

床面付近に土師器の嚢・高杯類がまとまって出土していることから、この住居跡は古墳時代のも

のと思われる。
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第6図　3号住居跡実測図

3　遺物

遺物に関しては、石器と土器が大半である。撹乱土中からは鉄製品や近世・近代の陶片やキセル

の吸い口等も出土している。

（1）縄文時代の石器

石器に、ついてはその形状からスクレイパー、石鉄類と石斧、蔽石・磨石、石錘、その他の石

製品の6類に分類した。個々の製品については観察表を参照されたい。

①スクレイパー（第7図）

スクレイパーは1点（1）のみ第Ⅷ層の黒得色土層より出土した。後期旧石器時代から縄文

早期にかけての遺物と思われる。

②石鉄・石匙（第7図）

本遺跡で石鉄及び石匙は6点出土している（2～7）。うち石匙は1点（2）のみで，石鉄は

石材により2類に小分類した。いずれも第Ⅷ層の黒褐色土の中から出土した。

1類　石匙（2）　黒曜石製

2類　石鉄～チャート製のもの（3～5）

3類　石鉄～黒曜石製のもの（6，7）、石材は2点とも大分県姫島産のものと思われる。

③剥片（第7図・8図）

剥片は4点（8，9，10，11）出土している。流紋岩製が2点と黒曜石製、頁岩製が1点ずつで

ある。第Ⅷ層の黒褐色土中から出土した。
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第8図　縄文時代の遺物（石器2）
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第11図　縄文時代の遺物（石器5）
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第12図　縄文時代の遺物（石器6）
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④石斧（第8・9図）

出土点数は5点だが、製作方法によって2類に分けた。

1類　打製のもの（12）

2類　磨製ののもの（13，14，15，16）

このうち石材で分けると砂岩製のもの（15）、頁岩製のもの（12，13，14）、安山岩製のもの（16）

に分類できる。

⑤蔽石・磨石（第10～12図）

この類に含まれるものは12点（21～25，27～31，34）ある。石材によって2類に小分類した。

1類　砂岩製のもの（21～23，25，27～30，34）

2類　流紋岩製のもの（24）、頁岩製のもの（26，31～33）

⑥石錘（第9図）

石錘は製作の手法の違いにより2類に小分類した。

1類　石の端部を打ち欠いて製作したもの（17，18）

2類　石を研磨して切れ目を入れたもの（19，20）

⑦その他の石製品（第13図）

①～⑥以外の石製品を⑦としたが、用途不明である（35，36）。

0　　　　　　　　　　　5cm

」＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿」　」

第13図　縄文時代の遺物（石器7）
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第1表　出土石器計測表

遺 物

番 号
出土 位 置 器 種

最 大長

（c m ）

最 大 幅

（c m ）

最 大 厚

（cm ）

重　 量

（g ）
石 材 備 考

1 G 1－1 ス ク レ イパ ー 10．9 5 7 ．8 4 ．0 5 19 2．7 砂 岩

2 D －4 4 石 匙 3．4 2．4 3 4 ．7 6 3．3 黒 曜石

3 D －3 石 鉄 1．8 1．4 3 ．5 4 0．6 チ ャー ト

‘4 D －4 石 鉄 1．3 1．3 3．5 0．4 チ ャー ト

5 4 6 3 石 鉄 3．3 1．6 5 2．箪 0．9 8 チ ャー ト

6 S 2 4 0 石 鉄 0．7 1．9 2．9 9 0．5 黒 曜石 先 端 部 欠損

7 石 準 1．8 1．5 3．4 0．7 黒 曜石

8 剥 片 1 1．7 3 0．5 0．5 流紋 岩

9 S 2 4 0 剥 片 2．1 2．9 0．8 5 4 黒 曜石

10 剥 片 2．6 5 う．6 5 0．9 4 5．8 流紋 岩

1 1 4 0 2 剥 片 3．9 6 ．9 5 2．3 7 5 0 頁岩

12 石 斧 10 ．4 6．1 3．1 1 8 0 頁岩

13 S 1 4 5 磨 製小 石 斧 7 ．1 2．1 0．6 5 8 0 頁 岩

14 石 斧 14 ．4 5 ．6．2 2．2 27 0 頁 岩

15 S 1 2 1 石 斧 未製 品 13．4 5．9 2．8 34 0 砂 岩

16 磨 製石 斧 13．3 5．4 3．1 39 5 安 山岩

17 9 5 3 石錘 5 4．8 1．4 5 0 砂 岩

18 9 4 5 石錘 5．4 4．3 1．8 60 砂 岩

19 9 5 6 石錘 5 ．3 5 4．2 1．2 4 0 砂 岩 切 れ 目

2 0 9 5 2 石錘 5 ．5 5 4．2 5 1．4 5 0 砂 岩 切 れ 目

2 1 S 1 6 敲 石 8．9 16．5 8．1 1 70 0 砂 岩 一 部 欠損

2 2 S 1 1 8 敵 石 10．9 4．9 3．1 5 2 50 砂 岩 一 部 欠損

2 3 S 2 5 0 蔽 石 10 ．8 5 12 3．2 5 62 0 砂 岩

2 4 4 0 1 磨 石 7．4 6．1 5 30 0 流 紋 岩

2 5 5 4 1 蔽 石 ・ 9．1 13．8 4．8 8 80 砂 岩

2 6 7 3 1 磨 石 2 5．3 10．3 5．8 1 80 0 頁 岩

2 7 S l 蔽石 15．3 1 1．7 3．4 10 0 0 砂 岩

2 8 12 3 敲 石 1 1．9 7．7 6．85 88 0 砂 岩

2 9 7 7 5 磨 石 9．5 9．4 5 5．15 7 3 5 砂 岩

30 9 3 4 磨 石 11‾．9 1 0．1 3．6 6 4 5 砂 岩

3 1 D －6 0 磨 石 10．1 5 6．0 5 4 ．3 3 6 0 頁 岩

32 S 15 蔽 石 1 3．6 1 9．1 6 ．9 7 0 0 頁 岩

33 7 2 6 敲 石 2 9．2 1 3．2 7 ．4 2 2 0 0 頁 岩

34 13 7 蔽 石 14．3 5 1 1．6 5 ・7 14 0 0 砂 岩

35 S‾1 不 明 8．5 6．4 5 ．7 2 0 軽 石

36 S 2 4 8 磨 製 石 器 未 製 品・ 8．9 4 ．7 5 0 ．8 3 3．3 砂 岩

67 S A 1－17 台石 3 2．9 24 ．5 1 1．4 4 2 0 0 砂 岩

6 8 S A 1－7 台石 2 1．8 1 9．5 8 2 0 0 0 頁 岩

69 S A 1－4 2 台石 2 2．6 1 9．4 8．8 12 5 0 0 砂 岩

7 0 S A l 石 皿 2 0．3 30 ．2 9 ．6 2 8 0 0 砂 岩
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（2）縄文時代の土器（第14図～第16図）

縄文土器はアカホヤ火山灰層の上下の層から土器片が出土している。それは縄文時代早期・前期

・後期に位置づけられる土器類である。それらは文様や手法・器形により分類することができる。

ここでは、分類の基準と根拠を示し、特徴のある土器について若干の説明を加える。個々の資料に

ついては観察表を参照されたい。

①貝殻条痕系の土器（第14図）

施文や胎土の状況からさらに2類に分類した。

1類　アカホヤ火山灰下のⅦ層・Ⅷ層から出土した土器類で、口縁部は直立する。口唇部及び内

器面にはミガキが施され、外器面には斜め、または横方向の貝殻腹線条痕文を施している。

前平式に近い土器群と思われる（37～49）。底部は平底で内外器面ともミガキが施されて

いる。

2類　口綾部には刻み目があり、口縁部近くには楔形突帯を有し、底部付近には縦位に貝殻条

痕が施されている（50，51）。2点の内1点は角筒である。

②押型文系の土器（第15図）

①類と同じくアカホヤ火山灰の下の層から出土した押型文系の土器群である。胎土に①類に

は見られなかった、金雲母が混入している。山形の押型文（52～59）は底部付近まで施文し

てあり、底部外器面はミガキが、器内面は底部付近までていねいなナデが施されている。底

部の形状は平底である（55）。同心円状の押型文を有するものも2点（58，59）出土している。

③みみず腫れ状突帯を有する土器（第16図）

アカホヤ火山灰層上の第Ⅳ層から出土した土器である。みみず腫れ状の突帯を有した土器片が

2点（63，64）出土している。内1点は穿孔が施してある（63）。

④その他の土器（第16図）

③と同じくアカホヤ火山灰層の上の土層から出土した縄文土器であるが、③よりも後の時代

の土器と思われる。2点出土しており（65，66）、内1点は黒色磨研土器である（66）。
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第2表　縄文土器観察表

遺物
番号

出土
位置

器種 部位
模様及び調整 色調

焼成 胎土 備考
外面 内面 外面 内面

37 P9 深鉢 口緑
斜方向の貝殻条 丁寧なナデ、 にぷい橙 灰黄褐

良好
2m m以下の乳白色粒と0．5m m以

痕文 風化ぎみ （7．5Y R 7／4） （10Y R 5／2） 下の透明に光る粒を含む

38 F22 深鉢 口縁
横方向の条痕文 横方向のナデ にぷい橙

（7．5Y R 6〃）

にぷい橙

（7．5Y R 6／4）
良好
1m m 以下の透明光沢粒と

黒色粒を含む

39 D 27 深鉢 胴部
横方向の貝殻条
痕文、粘土紐月占
付による徴隆走蔓
線文

丁寧なナデ 橙 （5Y R 6／6） 橙 （5Y R 6／6）
良好
1m m 以下の乳白色の粒と透

明に光る粒を含む

40 F8 深鉢 胴部
横方向の貝殻腹

条痕文

斜方向のナデ にぷい褐

（7．5Y R 6／3）

灰黄褐

（10Y R 6／2 ）
良好
1m m 以下の白色粒と0．5m m

以下の白色光沢粒を含む

41 F 15 深鉢 胴部
斜方向の貝殻腹

条痕文

横 ・斜方向のナ

デ

橙 （5Y R 6／6） 橙 （5Y R 6／6）
良好
1m m 以下の乳白色粒 と透

明光沢粒を含む

42 F 13 ． 深鉢 胴部
縦方向の条痕 ナデ 橙．（5Y R 7／6） 橙 （5Y R 6／6）

良好
1m m 以下の磨 りガラス状の

粒、赤褐色の粒を含む

43 D 29 深鉢 胴部
ナテPの上を斜め
方「句の＿貝殻腹条
痕二女：

ナデ 橙 （7．5Y R 6／6） にぷい橙

（7．5Y R 6〃）
良好
2mm以下の褐色臥 1．5mm 以下のガ

ラス状の透明光沢粒を含む

44 D 34 深鉢 胴部
横方向の条痕文 横方向のナデ 橙 （7．5Y R 6／6） 橙 （7．5Y R 6／8）

良好
4m m 以下の褐色粒と1m m 以

下の透明光沢粒を含む

45 F ll 深鉢 胴部
貝殻条痕文 ナデ にぷい黄橙

（10Y R 7／4）

にぷい橙

（10Y R 6／1）
良好
1m m 以下のガラス状の透

明光沢粒、白色粒

46 D 8 深鉢 胴部
横方向の条痕文 横方向のナデ 橙 （5Y R 6／6） 褐灰

（10Y R 4／1）
良好
5m m 以下 の乳 白色粒 と

0．5m m 以下の透明光沢粒

47 F20 深鉢 底部
斜方向の貝殻条

痕

ヨコナデ、ナデ 橙 （7．5Y R 7／6） にぷい黄橙

（10Y R 7〃）
良好
2m m 以下の黒色 ・褐色粒

を含む

48 F18 深鉢 底部
丁寧なナデ、

風化気味

ナデ 橙 （5Y R 6／6） にぷい褐

（7．5Y R 5／4）
良好
2mm 以下の白色粒、1mm 以下

の柱状黒色光沢粒を含む

49 F14 深鉢 底部付近
横方向の条痕 ナデ にぷい黄橙

（10Y R 7／4 ）

橙 （7．5Y R 7／6）
良好
2m m 以下の褐色粒を含む

50 F17 深鉢 口緑
口縁吾βに亥Uみ、横
方向の＿貝殻腹葬り
突：支：、楔形突帯、
へラ司犬工具葬り突

ナデ にぷい褐

（7．5Y R 5！4）

む．こぶい褐

（7．5Y R 5／4）
良好
2m m 以下の褐色粒を含む

知覧式

51 F lO 深鉢 底部付近
横方向の条痕の
上に縦方向の貝
殻腹緑刺突文

ナデ にぷい褐

（7．5Y R 5／4）

にぷい橙

（7．5Y R6／4）
良好
1．5mm 以下のガラス質の光沢粒、

2．5mm以下の褐色粒を含む

52 G l 深鉢 胴部
山形押塑文 ナデ　ー にぷい橙

（7．‾5Y R 6〃）

にぷい橙

（7．5Y R 6／3）
良好
15m m の白色粒、1m m 以下

の金雲母の粒を含む

53 G l 深鉢 胴部
山形押型文 ナデ にぷい橙

（7．5Y R 5／4）

灰黄褐

（10Y R 5／2）
良好
1m m 程度の金雲母の粒 を

含む

54 G 21 深鉢 胴部
山＿形押型文 ナデ にぷい褐

（7．5Y R 5／4）

にぷい黄褐

（10Y R 6／4）
良好
3mm 以下の白色粒、1．5m m 以下

の金雲母の粒を含む

55 G l 深鉢 胴部～底部
山形押型文 ナデ にぷい褐

（7．5Y R 6／4）

にぷい黄褐

（10Y R 7／4）
良好
3m m 以下の磨りガラス様の粒、

1mm以下の金雲母の粒を含む

56 D 37 深鉢 胴部
楕円押型文 ナデ にぷい橙

（7．5Y R 6／4）

にぷい橙

（10Y R 6／3）
良好
光るガラス状の微細粒砂

を含む
指頭痕あり

57 D 25 深鉢 胴部
山形押型文 ナデ にぷい黄橙

（10Y R 7／4 ）

にぷい黄橙

（10Y R 7／4）
良好
黒色光沢粒 ・柱状黒色光

沢粒 を含む

58 G 4 深鉢 胴部
条痕 ナデ にぷい橙

（7．5Y R 6／4）

にぷい黄橙

（10Y R 6／3 ）
良好
2m m 以下の黒色粒、2m m 以

下の褐色粒を含む

59 G 4 深鉢 胴部
楕円押型文 ナデ にぷい橙

（7．5Y R 6／4）

にぷい黄橙

（10Y R 5／3 ）
良好
2m m 以下の黒色粒、1m m 以

下の褐色粒を含む

60 S2 深鉢 胴部
爪様の庄痕 丁寧なヨコナデ にぷい褐

（7．5Y R 5／4）

灰黄褐

（10Y R 5／2 ）
良好
1．5mm 以下の乳白色の粒と2m m以

下の金雲母の粒を含む

61 G l 深鉢 胴部
押型文 ヨコナデ にぷい褐

（7．5Y R 5／4）

にぷい褐

（10Y R 5／3 ）
良好
2．5m m 以下の金雲母の粒

を含む

62 G l 深鉢 胴部
押型文 ナ≠ にぷい橙

（7．5Y R 6／4）

灰黄褐

（10Y R 5／2 ）
良好
2．5m m 以下の金雲母の粒

を含む

63 D 35 深鉢 口緑
みみず腫れ状の 貝殻条痕の上を にぷい橙 にぷい橙

良好
2m m 以下の白色 ・黄褐粒

D 35
突帯 ナデ （7．5Y R 7／4） （7．5Y R 7／4） を含む

64 11 深鉢 口緑
みみず腫れ状の 貝殻条痕の上を にぷい橙 にぷい橙

良好
5m m 以下の浅黄褐色粒 を

突帯 ナデ （7．5YR6！4，7．5YR7！4「 （7．5Y畔甘5YR6／3） 含む

65 11 探鉢 頚部
斜方向の丁寧な
ナデ、横方向の
ナテP

横方向のナデ

丁寧なミガキ

明赤褐

（5Y R 5／6）

明赤褐

（5Y R 5／6）
良好
1m m 以下の乳白色の粒と透

明に光る粒を含む

66 A 59 不明 胴部
ミガキ、ヘラミ

ガキ

暗灰 （N 3／） 暗灰 （N 3／）
良好
乳白色の細砂粒を含む
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（3）弥生時代の土器

弥生時代の土器は150点近く出土した。最も出土点数が多かったのは嚢類である。

1号住居では第23図に示す72～86の土器類が出土した。嚢類は口綾部及び胴部に突帯を有するも

のが多い。そのうち72、73は刻目突帯を持つ。

2号住居からは1号住居と同じく口綾部・胴部に刻目突帯を有する土器類が出土した（87～92）。

1号住居、2号住居から出土したもの以外は堆積状況を明瞭にすることができなかったため、形

態別に分類を行った。嚢、壷、鉢の3類に分けられる。器形が分かるもののそれぞれは下記のよう

にさらに細分される。

①嚢（第19～21図）

嚢は6類に分類した。

1類　　口緑部に刻目突帯を持つもの（72，73，87，88，95，96，97，98，99，100，101）。

2類　　逆L字口緑を持つもの（75，102，103，104）。

3類　胴部に突帯を持つもの（76，91，109，110，111）。

4類　　胴部に刻目突帯を持つもの（89，90，113）。

5類　口緑に突帯を持たないもの（74，77，78，79，80，81，84，92，105，106，108，115）。

6類　底部だけのもの（82，83，114，117，118，119）。

②壷（第22図）

壷は部位で3類に分類した。

1類　　頚部だけのもの（112）。

2類　　肩部だけのもの（94，122）。

3類　底部が平底のもの（85，86，93，129，130，131，132）。
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第17図　弥生時代の遺物（石器1）
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第18図　弥生時代の遺物（石器2）
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第3表　弥生土器観察表（1）

管

下
種 別 出土位置 券種 部位 口径 底径 器 高

模 様 ・調整 色 調 焼
成 胎土 備 考

外面 内面 外面 内面

72 弥生

土器

SA 1－22 嚢 口縁 刻 み付 き突 帯 、 ヨ コ

ナ デ、縦方 向の ナデ

ヨコナ デ、ナ デ にぷ い黄橙

（10Y R 7／3 ）

橙色 （7 ．5Y R 7／6） 良

好

1 ～2 m m の灰 、淡 茶 色 の 砂

粒 を含 む

m l

73 弥生

土器

SA l 嚢 口縁 部 ヨコナ デ 、指 頭痕 、

ス ス付 着

ナデ 浅黄橙 （110Y R 8〃） にぷい橙

（7 ．5Y R 7〃）

良

好

4 m m 以 下 の 赤 褐 色 の粒 、

2 m m 以下 の灰 褐色 の粒 を含

む

74 弥 生

土 器

SA l 嚢 口縁 ヨコナデ ヨ コナ デ、 一部 風化

のた め不 明

橙色 （5Y R 6／8） 橙 色 （7 ．5Y R 6／6 ） 良

好

1 m m 以 下 の 黒 色 の 粒 と

1 ．5 m m 以 下 の 透 明 に光 る粒

を含 む

75 弥 生 S A 1－225 嚢 口縁 ヨ コナデ 、縦 方 向 の ヨコナ デ、 斜方 向 の 灰黄 褐色 橙 （7 ．5Y R 6／6） 良

好

1 ．5 m m 以下 の 黒褐 色 ・灰 黄 反転

ノ　　　ー．・・．・▲プロ土 器 パ ケメ パケ メ後 ナデ （10 Y R 5／2 ） 色 ・光 る黒色 の砂粒 を含 む

76 弥 生 SA L 837 ， 襲 口縁 ～ 3 8．4 浅 い沈 線 、横 ナ デ 、 横 方 向 の てい ねい な 橙色 （7 ．5Y R 6／6） 明褐色 （7 ．5Y R 5／6） 良

好

2m m 以 下の ガ ラス 質の 鉱物

土 器 958 胴部 四条の貼付 突帯 ナデ 粧 及 び1m m 以下 の金 色 に光

る粒

77 弥生

土器

SA l 嚢 ロ縁 ヨ コナ デ、 一部 ス ス

付 着

ヨコナ デ 、一 部風 化

の ため不 明

橙色 （5Y R 6／8 ） 橙 色 （7．5Y R 6／6） 良

好
1 ．5 m m 以下 の透 明 に光 る粒

を含 む

7 8 弥生

土器

SA l 嚢 口縁 ヨ コナ デ、 縦方 向 の

ナデ

ヨコナ デ 、縦 方 向の

ナ デ

橙色 （5Y R 6／6 ） 橙色 （7．5Y R 6／6） 良

好

2m m 以下 の黒 色 の粒 と1m m

以 下の半 透明 の粒 を含 む

7 9 弥生

土器

SA 1－17 嚢 口縁 ヨ コナデ、一 部黒 変 ヨコナデ 橙 色 （5 Y R 6／6 ） 橙色 （7．5Y R 6／6） 良

好

2m m 以下 の褐 色 の粒 を含む

80 弥生 SA 1－582 賓 口縁 ヨ コナ デ、 縦方 向 の ヨコ ナデ 、縦 方 向 と にぷい 黄橙 にぷ い黄橙 良

好

2 m m 以 下 の 褐 色 の 粒 と

土器 ナデ 横方 向の ナデ （10Y R 7／3） （10Y R 7／3 ） 0 ．5m m 以 下 の光る粒 を含 む

81 弥生 SA 1－30 嚢 口緑 ～ ヨ コ ナ デ 、 浅 い 沈 ヨコ ナデ 、一 部工 具 橙 （5Y R 6／6） ， 橙色 （5Y R 6！6），にぶ 良

好

2 ．5m m 以 下 の褐 色粒 を含 む

土器 胴部 線 、ス ス付着 による タテナ デ にぷ い橙 （7 ．5Y R ） い黄橙 （10Y R 7！4）

82 弥生 SA 1－13 嚢 胴部 ～
6

縦 ・や や 斜 方 向 ナ 一 部横 方 向 ナデ 、縦 橙 色 （2 ．5Y R 6／8 ）， にぷい橙色 良

好

3 ．5m m 以 下 の黒 色粒 、 灰色

」」

反転

ノ元土器 底部 （推定）
デ、 指押 さえ痕 、 ナ

デ

方 向 のナ デ、 指 ナ デ

指 ナデ、 スス付 着

橙 色 （7 ．5Y R 7／6 ） （7 ．5Y R 6〃） 粒 、 茶褐 色粒 、乳 白色 粒 を

含 む

83 弥生

土器

SA 1－24 嚢 底部
7．85

縦 ナデ 、 ヨ コナデ 、 指 ナ デ上 げ後 一部 斜 にぷ い黄橙色 暗灰 黄色 良

好
2 m m 以 下 の茶 ・自 ・灰 ・黒 反転

ノ　　．・．・．・．一フCナデ 方 向ナ デ （10Y R 6／3） ，

黄灰色 （2．5Y 5／1）

（2 ．5Y 5／2） 、

灰色 （5Y 4／1）

色 粒 、 1m m 以 下 のガ ラス 質

透明 粒 、柱 状 の黒 色光 沢 粒

を含 む

84 弥生

土器

SA 1－16 士笠 ロ縁 ～

胴 部

凹線 、 ヨコナ デ 、ナ

デ、 スス付 着

ヨ コナ デ、指 押 さえ

痕

橙 （5Y R 7／6 ） にぷい橙

（7 ．5Y R 7〃）

良

好

1m m 以 下 の 暗 褐 色 の粒 、

1m m 以 下 の 明 褐 色 の粒 、 1

～3 ミ リの灰 白色 の粒

85 弥 生

土 器
SA l， 士宝E 胴 部 ～ 3．4

縦 ・斜 方 向パ ケ 目、 ナデ にぷ い橙色 にぷい橙 色 良

好

4 m m 以 下 の赤褐 色粒 、 3m m

SA 1－1，

SA 1－32

底 部 ナ デ （7 ．5Y R 7〃） （7 ．5Y R 7／3 ），黒 褐

色 （10Y R 3／1）

以下 の黒 色 粒 、1m m 以 下の

白色粒 ・褐 色粒 を含 む

86 弥 生

土 器

SA 1－1，SA ト ・＝ヒ∃互胴 部 ～ 横 方 向ナ デ後 縦 方 向 縦方 向 ナ デ、風 化 著 にぷい橙色 にぷい橙 色 良

好

2m m 以下 の褐 色粒 を多 く、

10，12，300，

866，909 ，

914，924

底 部 丁 寧 なナ デ （ミガ キ

に近 い） 、横 方 向 ナ

デ、横方 向 ナデ

し く黒 変有 り、横 方

向ナ デ

（7 ．5Y R 7！4） （10Y R 7／4） 1 ．5 m m 以 下 の 黒灰 色 粒 を含

む

87 弥生

土器

SA 2－37 嚢 口縁 ヨ コナ デ、 ヘ ラ工具

に よる斜 方 向 の連続

押 庄 キザ ミ

指押 え後 ナデ 橙 （7．5Y R 7／6） 橙 （7 ．5Y R 6／6 ） 良

好

微細 ～0．8m m の黒色 の砂粒 、

0 ．5 ～0 ．8m m の灰 白色 の砂粒

を含む

8 8 弥生

土器

SA 2－2 嚢 ロ縁 ヘ ラ状 工 具 に よ る斜

方 向 の押 圧 キザ ミ、

ナデ、 タテパ ケ

ナ デ にぷい黄 褐色 ‘

（10Y R 5／3）

橙 （5 Y R 6／6 ） 良

好

0．3 ～0 ．8m m の灰 白色の砂粒 、

0 ．3 ～ 1．0 m m の 黒灰 色 の砂粒
を含 む

89 弥生

土器

SA 2－36 嚢 胴部 斜 方 向 のナ デ 、 ヨコ

ナデ 、 キザ ミ付 貼付

突 帯、押 圧 キザ ミ

ナ デ 浅黄橙 （10Y R 8／3） 浅黄 （2．5Y 7／3） 良

好
1m m 以 下 の柱 状黒 色光 沢粒

9 0 弥生

阜器

SA 2－45 嚢 胴部 斜 方 向 のパ ケ メ、 貼

付 突 帯 、 押 圧 キ ザ

ミ、 ヨコ ナデ 、斜 方

向のパ ケ メ

ナ デ、斜 方向 のナ デ 橙 （7．5Y R 6／6） 明黄 褐色

（10 Y R 7／6 ）

良

好

2m m 以下 の黒色 の粒 を含 む

91 弥生

土器
SA 2－3 嚢 胴 部 貼 付 突 帯 、 ヨ コ ナ ナ デ にぷ い黄橙 にぷい黄橙 良

好

2 ．5 ～－5 ．5m m の褐 色粒 、 2m m

デ、斜 方向 のパ ケメ （10Y R 7〃） （10 Y R 7 ／3） 以下 の茶色粒 を含 む

92 弥生

土器
SA 2－27，

28，30 ，31

嚢 口縁～胴

部上半

13．9 ヨコナ デ、 や や斜 方

向の 荒いパ ケ 目

ナデ、指 頭痕 あ り にぷ い橙 （7 ．5Y 7／3） にぷい橙 （7．5Y 7〃） 良

好

4 ～ 1m m の 茶 褐 色 粒 、 3 ～

1m m の黒色 粒 ・灰 色粒

93 弥生

土器
SA 2一朝・ 士笠

？

底 部 縦方 向 のパ ケ メ の上 ナデ 、指 押 え の後横 にぷ い橙 橙 （7．5Y R 7／6） ，黄 良

好

0 ．6～1．2m m の灰 白色 の砂粒 、

を一部 ナ デ 方 向の ナデ （7．5Y R 7！4） ，

黄灰 （2．5Y R 5／1）

灰 （2．5Y R 5／1） 0 ．1～2．仇Tlm の黒灰色 の砂粒 、

微 細 ～ 0．8m m の ガラ ス棟 に

光 る砂 粒 を含 む

94 弥 生

土 器
SA 2－20 士笠 胴部 上半 斜 め方 向 の ナデ 、丁 丁 寧 なナデ にぷ い黄橙 灰 黄褐色 良

好

4 ．5 m m 以 下 の 灰 白色 粒 、

寧 な ナデ と一 部 縦 ・

斜方 向 の ミガ キ

（10Y R 6／3 ） （10Y R 6／2） 2m m 以下 の黒 色粒 ・褐色 粒

を含 む

95 弥 生

土 器

12 1，300，

30 1，932

嚢 口縁部 20 ．8 ヨ コナデ 、刻 み 、 ナ

デ

横 方 向 のナ デ 、全 体

的 に風 化著 ‘しい

浅黄 橙 （7 ．5Y R 8／4 ） 浅 黄橙 （7．5Y R 8！6） 良

好

4 ～ 2 m m の赤 褐 色 粒 、 3 ～

1m m の灰色 粒 、 1m m 以 下の

黒色粒

96 弥 生 818，931 嚢 口縁部 14 ．2 ヨ コナデ 、刻 み 、 ナ ヨコナ デ、 斜 方 向の にぷい橙 にぷい橙 良

好

3m m 以下 の茶 色 ・褐 色 ・黒 ヨコ

ナ デ

前 に

施文

土 器 デ ナデ （7 ．5Y R 6β） （7．5 Y R 6〃） 灰色 の砂 粒 、 1．5 m m 以 下 の

光沢 のあ る黒 色 の砂 粒 を含

む

97

9 8

弥 生 496

16

嚢

嚢

口縁部

口縁 部

ヨ コナ デ、縦 方 向 の ヨコナ デ、 斜 方 向の にぷい黄 橙 にぷ い黄橙 良

好

良

好

2 ～ 1m m の赤 褐 色 粒 、 1m m 刻 目

土 器

弥生

土器

ナデ後横 方向 のナ デ

ヨ コナ デ、刻 み、 ナ

デ

ナデ 、指押 え

ナ デ、指頭 痕

（10Y R 7／3）

浅黄橙 （10Y R 8〝），に

ぷい黄橙 （10YR 碑 ）

（10Y R 7／3）

橙 （7 ．5Y R 7／6 ）

以下 の灰色 粒

2．2m m 以下の暗灰 黄 ・黒褐 ・

灰 自 ・灰 白の光沢砂粒 を含む

施文

後 ヨ

コナ

デ

爪で

施文

ー33－



第4表　弥生土器観察表（2）
管

下
種 別 r出土位 置 券

種
部位 口径 底径 器高

模様 ・調整 色調 焼
成 胎 土 備考

外 面 内面 外 面 内面

99 弥生 962 嚢 口縁部 ヨコナデ、刻み、板状工 ヨコナデ、板状工具等 橙 （7．5 Y R 7／6） にぷ い黄橙 良

好

2．5 m m 以 下 の灰 色 ・褐 色 の
土器 具等による縦方向のナデ による縦方向のナデ （10Y R 7〃 ） 砂粒 を含 む。

100 弥生

土 器

弥 生

土 器

605 嚢 口綾 部 刻 み、 ヨコ ナデ 、縦

方 向のナ デ

指 押 え、 横 方 向の ナ

デ、 ナデ

橙 （7．5Y R 7／6 ） 橙 （7．5Y R 6／6） 良

好

6．3m m 以 下 の黄 灰 色 の長 方

形の砂粒 ・2m m 以下の暗褐 ・

褐灰 ・灰黄褐 の砂粒 を含む。

10 1 SK ト239 嚢 口縁 部 ヨコナデ ナデ、縦 方向 のナ デ にぷ い橙

（7．5Y R 7〃）

浅 黄橙 （7．5 Y R 8〃） 良

好

2 m m 以下 の灰 色 ・茶色 ・黒

色 の砂粒 、 ガ ラス 質透 明 光

沢粒

102 弥 生

土 器
581 嚢 口縁 部 ヨコナデ、 ナデ ナデ にぷ い黄橙

（7．5Y R 7〃）

にぷい橙

（7．5Y R 7〃）

良

好

3 m m 以 下 の 灰 白色 の粒 、

1m m 以 下 の柱 状黒 色光 沢 の
粒 を含 む。

103 弥 生 353，493， 嚢 口縁 部 21．7 ヨコナ デ、 縦 方向 の ヨ コナデ 、指 押 え 、 橙 （5Y R 7／6 ， 橙 （5Y R 7／8，7．5Y R 6／6 ） 良

好

2 m m 以 下 の褐色 粒 、5m m 以 反転
土 器 495 ，510，

515

～胴 部 パ ケメ 、部 分 的 にス

ス付着

工具 ナ デ 7．5Y R 7／6 ） 下の灰色 粒 を含 む。 ノ亡　　．・．・．・．一フC

104 弥生

土器
449 嚢 口縁 部 ヨコナデ ヨコナ デ 橙 （7．5Y R 7／6） にぷい黄橙

（10Y R 7〃 ）

良

好

灰 褐 色 の微細 な粒 を多 量 に

含 む、 ガ ラス状 に光 る微細

な粒

105 弥生

土器

SG 1－7 嚢 口縁 部 ナ デ、 ヨコナ デ、 や

や斜 め方向 のナ デ

ヨコナ デ、ナ デ にぷ い黄橙

（10Y R 7〃）

浅黄橙 （110Y R 8〃） 良

好

1m m 以下の柱状黒色光沢粒 、

1m m 以下 のガ ラス質 の粒

106 弥生

土器

553，554 嚢 ロ縁部 2 3．6 ヨ コナ デ、 縦方 向 の

パ ケ メ

ヨコナデ 、パ ケメ にぷい橙

（7．5 Y R 6／4 ）

橙 （5 Y R 6／6） 良

好

1m m 以 下 の黒色 ・灰 褐 色 の

砂 粒 、 ガ ラス質 の光 沢粒 を

含 む。

107 弥生

土器

SK 1－2 13 嚢 口縁部 22 ．8 ヨ コナ デ、左 上 りの

ナデ

ヨコナ デ、 左 上 りの

ナデ

淡橙 （5Y R 8〃） 浅黄橙 （7．5Y R 8／6） 良

好

1m m 以下 の黒色粒、灰色粒、

褐色粒 、ガラス質の光沢粒、

柱状 の黒 色光沢 粒

反転

ノと　一・・・・・・・・一プロ

108 弥生

土器
332，333 嚢 口縁部

～胴部

30 ．7 ヨ コナ デ、部 分 的 に

ス ス付 着 、風 化 著 し

い

横 方 向 にナデ 橙 （5Y R 7！6） 橙 （5Y R 7／8 ） 良

好

1～3 m m の 灰 褐色 の粒 を多

量 に含 む。

反転

元

109 弥生

土 器

D 4 嚢 口緑部 ヨ コナデ と思 わ れ る

が風 化著 しい

ヨコナ デ と思 われ る

が風化 著 しい

にぷ い黄橙

（10Y R 7〃）

にぷ い黄橙

（10Y R 7〃 ）

良

好

2m m 以 下の茶 色の砂 粒

110 弥 生

土 器

843，862 嚢 口縁 ヨコナ デ、貼付 突帯 ナデ ？風 化著 しい 淡黄橙 （10Y R 8／3） 浅黄橙 （10Y R 8〝 ） 良

好

2m m 以下 の黒 灰色 の砂粒 、

1．5m m 以下 のにぷい橙 の粒 、

1．5 m m 以下 の ガラス状 の粒
111 弥 生

土 器
SK 1－223，

224

嚢 胴 部 ヨコ ナデ 、縦 方 向の

ナ デ、貼付 突帯

やや左 上 が り縦 方 向

のナ デ

淡黄色 （2．5Y 7！2） 浅 黄色 （2．5Y 8／3 ） 良

好

1m m 以 下 の 赤 褐 色 の 粒 、

1m m 以下 の灰色 の粒
112 弥 生

土 器

597 ・＝l＝・笠 口縁 付

近

ヨ コ ナ デ 、 貼 付 突 ヨ コナ デ、斜 方 向 の にぷ い黄橙 にぷい橙 （5Y R 7〃） 良

好

1．5m m の 黒 い粒 、3 m m 以 下

帯、横 方 向の ナデ ナデ （10Y R 7／3 ） の赤 褐色 の粒 、1m m 以下 の

赤灰色 の粒

113 弥 生

土 器

408 嚢 胴 部 横 ・斜 め方 向 ナ デ、 や や斜 め方 向のナ デ にぷ い黄橙 にぷい黄 橙 良

好

3m m 以 下 の褐色 の粒 、 4m m
縦方 向 刻 み、 ヨコナ

デ、 ナデ

（10Y R 7〃） （10Y R 7／3 ） 以下 の黒褐 色の粒

114 弥 生

土 器

SK ト353， 嚢 胴部～底 パ ケ メ 、 丁 寧 な ナ 縦 方向 のナ デ にぷ い橙色 にぷい橙 色 良

好

4 m m 以 下 の灰 色 ・茶色 ・自 反 転

490，491，492 部付近 デ、 ヨコナデ （5Y R 7〃） （7．5Y R 7〃） 色 ・黒 色 の砂 粒 ノ上ご一・・一・一フt
115 弥 生

土 器

138 ・552 ・ 嚢 胴 部 ヨコ ナデ 、縦 方 向ハ ナデ、横 方 向パケ 目 にぷ い橙色 にぷい橙 色 良

好

4 m m 以 下 の灰色 粒 、3m m 以

553 ・556 ・

558 ・559 ・

650 ・65 1 ・

659 ・661

ケ 日 （7．5Y R 6〃） （5 Y R 6〃） 下 の褐 色粒 、 1．5m m 以 下 の

黒色 粒 、 ガ ラス質 の微 細粒

を含 む。

116 弥生

土器

919 襲 底部 6．4 5 縦 方 向 ナ デ 、．横 ナ

デ、 ナデ、指 頭痕

ナデ にぷい黄橙色 （10YR7／2），

灰色 （10YR4／1）

灰色 （N 4／1） 良

好

2 m m 以 下 の 自 ・黒 色粒 を含

む。

1 18 弥生

土器

394・395 ・463

749・752・761

762・763

＝量ご笠 底部 5．55 縦 方 向工 具 削 りJ 工

具 調整 後指押 さえ

丁寧 な ナデ 橙 色 （7．5Y R 6／6 ） 橙色 （5Y R 6／8） 良

好

2 m m 以 下 のガ ラス 質 の粒 ・

乳 白色 の粒 を含 む。

119 弥生

土器

嚢 胴部 ～ 縦 方 向 の 丁 寧 な ナ ナ デ にぷい橙 色 明赤褐 色 良

好

5m m 以下 の茶 色粒 、 2m m 以 反転
脚部 デ、指 押 さえ跡 後横

ナデ 、丁 寧 な ナデ 、

指押 さえ

（7．5Y R 6〃）

橙色 （5Y R 6／6 ）

（5Y R 5／6） ，にぷい

黄橙色 （10Y R 6／3 ）

下 の乳 白色 ・黒色粒 を含 む。 ノ　　－フ石

120 弥生 194，190 七宝E 口縁部 ヨ コ ナ デ 、 縦 パ ケ 風 化 著 しい、 ナ デ、 にぷい橙 色 にぷ い橙色 良

好

1．5 m m 以 下 の 黒色 光 沢粒 、 反転
土器 ～頸部 日、風 化 著 しい 、 ナ

デ、横 ナデ

ナ デの前 の指押 さえ

三列

（7．5Y R 7〃） （7．5Y R 5〃） 2m m 以下 の褐色粒 ・灰色粒 ・

黒色 粒 、 1m m 以 下 の透 明光

沢粒 （石英 ） を含む 。

ノ亡　　．・．・・・．一・フ亡

121 弥生 SK L 2 15 士宝E 胴 部 ナ デ、 貼付 突 帯 、 ナ ナデ 、継 ぎ 目、全 体 浅黄 橙色 ． 灰 色 （5 Y 5／1 ） 良

好

1m m 以下 の黒 色 ・褐 色 ・赤
土器

弥 生

土 器

デ 、 貼 付 突 帯 、 ナ

デ 、貼 付 突帯 、継 ぎ

目、 ナデ 、水 平 ラ イ

ンは横 ナ デ

に黒変 （10 Y R 8〃） 褐色 ・黒褐 色砂粒 を含 む。．

122 592 士宣E 胴 部 右上 が りの ミガ キ、

ヨコナデ 、キザ ミ

風 化著 しく調 整不 明 橙 （7．5Y R 7／6 ） 黄灰 （2．5Y 5／1 ） 良

好

2m m 以 下 の ガ ラス質 の粒 、

1m m 以 下 の乳 白色 の粒 を含

む。

12 3 弥 生 515，S K l－ ・＝量＝．∃互頚 部 ～ ナ デ、 三 条突 帯 、横 ナデ、指 頭痕 、 ナデ 明黄褐 色 橙色 （5Y R 6／6），にぶ 良

好

2m m 以 下 の ガ ラス質 の粧 ・ 反転
土 器 215 肩 部 ナ デ、継 ぎ 目、 ナデ （10Y R 7／6 ） い黄橙色 （10Y R 6〃 ） 褐 色粒 ・乳 白色粒 を含 む。 ．′　　・．・．・・・．一フ⊂

12 5

12 6

弥 生 308

507，474，674，733

士∃王

立∃互

頚 部～ 横方 向の ミガ キ、 指 頭痕 、 単位 のみ え にぷ い黄橙 色 ． 黄灰 色 （2．5 Y 4／1 ）

灰褐 色 （7．5 Y R 5／2 ）

良

好

良

好

1m m 以 下 の肌 色 ・白色 ・褐 反転
土 器 胴 部上

ヽ

る工具状 の ナデ （10Y R 6〃） 色 ・茶色 ・黒色 の砂 粒 を含 元

弥 生
半

頸 部
風 化 著 し く調 整 不 風化 著 しく調 整不 明 にぷ い橙色

む。

1m m 以 下 の 白色 ・灰色 ・褐
土 器 231，703牒4，819

？83，517，315

明、指 押 さえ （7．5Y R 6β） 色 ・黒色 砂 粒 、透 明 に光 る

粒 を含 む。
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第5表　弥生土器観察表（3）

管

下
種 別 出土位 置 器種

部位 口径 底 径 器高
模様 ・調整 色調 焼

成
胎 土 備考

外面 内面 外 面 内面

127 弥生

土器

320

小

型

七宝

口縁 ～

頚 部

ナ デ、 風化 、横 ナデ

によるふ くらみ

ヨコナデ 橙色 （7．5Y R 6／6） 橙 色 （7 ．5Y R 6／6 ） 良

好

2 m m 以 下 の 白色半 透 明粒 を

含む 。

128 弥生

土器

・＝上ご宣E 底 部 7 ，15 ナ デ 、指押 さ え、 ナ

デ

ナデ 淡黄色 （2 ．5Y R 8〃） 淡黄色 （2．5Y R 7／3） 良

好

2m m 以下 の ガ ラス質 褐色 粒

を含 む。

129 弥生

土器
S K 1－232 ・＝とど宣E 底 部 2 ．7 斜 め方 向 のパ ケ メ、

ナデ、指 頭痕

ナデ、斜方向のパケメ 明黄褐 色

（10Y R 7／6）

橙 （7 ．5Y R 6／6） 良

好

1m m 以下 の灰 褐 色 の粒 、微

細 で光 る粒 、 灰 白色 の微 細

な粒

130 弥生 562 士璽E 底部 6 ．2 ナデ 、一 部黒 変 、 ナ ナデ、風化著 しい 浅黄 橙色 灰 黄褐 色 良

好

3m m 以下 の白色粒 ・褐色粒 ・ 反転

土器 デ （7 ．5Y R 8〃），黒 色

（7 ．5Y R 2／1）

（10Y R 5／2 ） 黒 色 光 沢 粒 ・灰 色 粧 、

1．5m m 以 下の 透 明光 沢粒 を
含 む。

ノ元

13 1 弥 生 不 底部 5 ．2 工 具 痕、 縦 方 向工 具 斜方向工具ナデ後横 方 橙 色 （7 ．5Y R 6／6 ）， にぷ い赤褐 色 良 2m m 以 下 の灰 白色 で ガ ラス 反転

土 器 明 （推定） ナデ、 ナデ 向工具ナデ、指頭に よ

るナデ、指頭痕

黄灰 色 （2．5 Y R 4／1） （5Y R 5〃） 好 質 の砂 粒 、 1．5 m m 以 下 の軟

質 赤褐色 砂粒 を含 む。

ノ　元

底部

残存

1／3

132 弥 生

土 器
200 不

明

底部 5 ．6

（推定）

風 化著 しく調 整不 明 風化著 しく調整不明 にぷい 黄橙色

（10Y R 6〃） ，橙色

（5Y R 6／6）

橙色 （5Y R 6／6） 良

坪

2m m 以 下 の灰色 ・黒色 ・肌

色 ・褐 色 の砂 粒 、 ガ ラス 質

に光 る粒 を含 む。

反転

ノ元

（4）古墳時代の遺物

古墳時代の遺物としては土師器が出土した。須恵器は1点も出土しなかった。土師器は嚢、壷、

鉢、高杯、小型丸底壷、器種不明の6類に大別した。

①嚢（第23～24図）

嚢は形状で5類に小分類した。

1類　　大型嚢（133，134，135）。

2類　　中型嚢（137，138）。

3類　　小型嚢（139，140，141，142）。

4類　　格子目突帯を有するもの（124，143，144）。

5類　　尖底を有するもの（146，195）。

②壷（第24図）

壷は部位により3類に小分類した。

1類　　直口を有するもの（150，156）。

2類　　肩部だけのもの（152）。

3類　　底部だけのもの。

I）平底を有するもの（151）。

Ⅱ）尖底を有するもの（153，154，155）。

③鉢（第24図）

鉢は口緑部が外へ開いているものと内湾しているものの2類に小分類した。

1類　　口緑部が外へ開いているもの（162，166）。

2類　　口緑部が内湾しているもの（160，163）。
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④高杯（第25図）

高杯は杯部と脚部の形状から5類に小分類した。

1類　　杯部が広がったもの（165，166，167，170）。

2類　杯部が塊状のもの（174，175）。

3類　　脚部がなだらかなもの（173）。

4類　　脚部に段がついているもの（171，176，177）。

5類　　分類が困難なもの（172，174）。

165，170はほぼ完形で出土しており、166も口緑部以外は残っている。175は杯部の大部分が残

っている。他は脚部の一部が出土したものである。

⑤小型丸底壷（第25図）

小型丸底壷は口綾部の特徴から1類と2類に小分類した。

1類　　口緑部がなだらかに攣曲しているもの（178，180）。

2類　　口緑部の途中にくびれがみられるもの（179）。

（5）古代の遺物

古代の遺物は平安時代の土器（土師器）を中心に出土している。第Ⅲ層から出土しているが、

遺構は検出されず、散布状態で出土した。そのほとんどは塊類である。甑の取っ手が1点出土した。

（6）中世以降の遺物

中世以降の遺物は土層が撹乱を受けており、時期を確定できるものはほとんどないが、主な出土

遺物を挙げておく。ふいごの羽口（195）、土錘（196）、近世陶器数点、煙管の一部、陶器には肥前

系のものと波佐見系のものがみられた。

第4節　権現原遺跡の自然科学分析

I．権現原遺跡の土層とテフラ

1．はじめに

権現原遺跡の発掘調査では、遺跡の位置する台地上の火山灰土の良好な土層断面が作成された。

そこで地質調査を行い土層の層序を記載するとともに、テフラ検出分析を合わせて行い、示標テフ

ラとの同定を行って、土層の堆積年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象とな

った地点は、権現原第1遺跡A－18グリッド、権現原第1遺跡A－3グリッド、権現原第2遺跡S－28

グリッドの3地点である。

2．土層の層序

（1）権現原第1遺跡A－18グリッド

権現原の位置する台地上の火山灰土のうち、いわゆるローム層の堆積状況をよく観察することが
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第6表　古墳時代土器観察表（1）
管

下
嘩別 出土 位置 器種 部位 ・口径 底径 器 高

模 様 ・調 整 色 調 焼
成 胎土 備 考外 面 内面 外面 内面

124 土 師

器

413 ・＝ヒ宣E 胴部 ナ デ 、 押 圧 キ ザ ミ

（布痕 あ り）

ナ デ 橙 （7．5Y R 6／6） 橙 （7．5Y R 6／6 ） 良

好

3 m m 以 下 の褐 色 の粒 、2 m m

以下 の黒褐色 の粒 を含む。

133 土 師 襲 頚部 ～ 斜 方 向 ナ デ、 ス ス付 指押 さえ痕 、 ナ デ、 橙色 （7．5Y R 6／8），に 橙色 （5Y R 6／8）橙 色 良

好

3m m 以 下 の茶 色粒 を含 む。 完形
器 胴部 着、縦方 向 ・斜方向 ナ

デ、スス付着、ナデ

指押 さえ ぷい橙色 （7．5Y R 7／4 ） （7．5Y R 7！6）

134 土 師 嚢 口緑 ～ 3．9 30．5 指頭 によ皐ナデ、浅い ナ デ、 一部 斜 方 向の 浅 黄 （7．5Y R 8／6 ）， 橙 （7．5Y R 7／6 ），灰 良

好

6m m 以 下の 黄褐 色 の砂粒 、
器 底部 指押 さえが多 く見 られ

る、斜方向のパケ メ、

所 々斜方向の工具痕が

多 く見 られる

ナ デが見 られ る 橙 （7．5Y R 7／6） （7．5Y R 5／1） 1 ．5 m m 以下 の 軟 質 な赤褐 色

の砂 粒

135 土 師

器
D 81，89，・

93 ，96，109

嚢 口縁部～

頚部上位

18．6 ナデ、斜 方向 のナ デ ナデ 浅黄 橙 （10Y R 8〃） 浅黄橙 （10Y R 8／4 ） 良

好

2m m 以下 の褐 色粒 、3 m m 以

下 の褐灰色 粒

136 土 師

器
SA 3 布

痕

土

器

胴部 光 沢 あ り、 やや 風化

ぎみ

布 痕 、やや風 化 ぎみ 灰 （5Y 6／1） 橙 （5Y R 6／6 ） 良

好

2．5m m 以下 の褐 色粒 、1．5m m

以 下 の 白色 粒 ・茶 褐 色粒 を

含 む。

137 土師

器
SA 3 襲 口緑部 斜 方向 のナデ ヨコナデ 橙 （5Y R 7／6） 橙 （7．5R 7／6 ） 良

好

2m m 以下 の ガ ラス質 の粒 、

2m m 以下 の柱 状 黒色 の粒 を
含 む。

138 土師

器
SA 3 嚢 口縁～胴

部上半

ヨ コナデ 、横 ・斜 め

方 向の ナデ
ヨコナデ、 ナデ 橙 （2．5 Y R 7／6，6／6） 明赤褐 （5Y R 5／6） ，

橙 （7．5Y R 6／6）

良

好

3．3 m m 以 下 の褐 ・灰 ・乳 白

色 の砂 粒 を含 む。

139 土師 SA 3 嚢 口緑 ～ ヨ コナデ 、斜 方 向 の ヨコナ デ、横 ・斜 方 橙 （7．Y R 6／6 ） 明黄褐 （10YR 6／6），橙 良

好

3m m 以下 の褐 ・灰 黄 の砂 粒

器 頚 部 ナ デ 向の ナデ （2．5YR 6／8） を含 む。

140 土師

器
D 45，72 嚢 口縁部～

胴部上位

斜 方 向の ナ デ後横 方

向 のナ デ

横 ・斜 方向 のナ デ 橙 （2．5 Y R 6／8） 橙 （2．5Y R 6／8） 良

好

5m m 以下 の赤 褐色 の粒 を含

む。
スス

寸着

141 土 師 531，65 1， 小

型

の

・＝ヒ互E

口緑 ～ 12 ．5 ヨコ ナデ 、下 か ら上 ヨ コナ デ、横 斜 方 向 橙 （5 Y R 6／6） 橙 （5Y R 6／6 ， 良

好

2．5m m 以 下 の茶 ・白 ・褐 ・
器 652 胴 部上

半
へ のナデ のナ デ 7．5Y R 6／6） 灰色 粧 、1m m 以下 の 透明 光

沢粒 を含 む。

14 2 土 師 鉢 口緑 部 1 1．6 ヨコ ナデ 、 ヨ コナデ 横 方向 のナ デ にぷ い橙 にぷい橙 良

好

2．5m m 以 下 の浅 黄色 でガ ラ 接合
器 ～脚部

上 半

後斜 方向 のナ デ （7．5Y R 7／6） （7 ．5Y R 7〃） ス質 の砂 粒 痕 が

見 ら

れ る

14 3 土 師

器
P18 ・＝ヒ∃互頚 部 ナデ 、貼付 突帯 ナデ、指 押 さえ 灰 黄 （2．5 Y R 6／2 ） 橙 （5Y R 6／8） 良

好

2 m m 以 下 の灰 白色 ・褐 色 の

粒 を含 む。

144 土 師

器

SA 3 嚢 頸 部 横 方 向 の ナデ 、格 子

目状刻 臼状 突帯

指押 さえ、 ナデ 橙 （7．5Y R 6／6） 明黄 褐 （10Y R 7／6） 良

好

2．6m m 以 下 の灰 色 ・褐 色 の

砂 粒

14 5 土 師

器
D 62，67 ，

90

・＝ヒ互E
か

嚢

底部 縦 ・斜 方向 のナ デ 横 ・斜方 向の ナデ 黄灰色 （2．5．Y 6／1） 浅黄 （10Y R 8〟） 良

好

5～3m m の灰 黄色 の粒

14 6 土 師

器
SA 1－1 士∃亘底部 一部 横 方向 指 ナ デ後

斜 ・横 方向 のナ デ

縦 ・斜方 向 ナデ 橙 色 （7．5 Y R 7／6 ） 橙色 （5Y R 6／6 ） 良

好

0．5 ～ 5m m の 褐 灰 色砂 粒 、

0．5 ～3m m の灰 白色砂粒 、微

細 ～2m m の黒色砂粒 を含 む。

14 7 土 師

器

軍 口縁 18．95 ヨコナデ、 スス付 着 ヨ コナデ 、斜 ・横 方

向 のハ ケメ

にぷ い黄橙

（10Y R 7／3）

にぷい黄橙

（10 Y R 7／4 ）

良

好

3m m 以下 の褐 色粒 を含 む。 反転

ノ　　・・・・・一冗
14 8 土 師

器
D－8 嚢 底部 8．4 横 方 向の ナデ 横方 向 のナデ にぷい赤橙 （10R 帥 ），

橙 （5Y R7／6）

．橙 （5Y R 6／6，

5Y R 7／6）

良

好

2．5m m 以下 の黒色 の粒 、4 m m

以 下の茶 色 の粒

14 9 土 師 SK l■218 嚢 ロ緑～胴 ヨ．コナ デ、 指押 え後 ヨ コナデ 、下 か ら上 にぷ い橙 灰黄 （2．5Y R 6／2） 良

好

1．5m m 以下 の茶 色 の粒 、1m m

器 部上位 ナデ 、横 方 向の ナデ 方 向へ のケズ リ （7．5 Y R 7〃） 以 下の黒 色粒

150 土 師

器
SA 3 長

頸

・＝ヒ互E

ほぼ完

形
1．0．1 3 ．3 15 ．85 ヨコナデ、 ミガ キ ミ ガ キ の 後 ヨ コ ナ にぷい黄橙 （10YR7／3）， にぷい黄橙 （7．5Y R榊）， 良

好

1m m 以 下 の透 明光 沢粒 ・灰

デ 、 ミガ キ、 横 方向

の ナデ、指 押 さえ

橙 （5YR 7／6） 灰黄 （2．5YR 6／2） 黄 色の粒

15 1 土 師

器
SA 3 嚢 底部 2．5 縦 方 向 のナ デ、 一 部 ナ デ、 一 部横 方 向の 黒 褐 （2．5Y R 3！1）， 黄橙 （10Y R 8／6） 良

好

1m m 以 下のガラス状光沢粒 ・
横 方向 のナ デ ナ デ、黒斑 浅 黄 （7．5Y R 8／6 ） 長 方形 の 黒色 光沢 粧 ・灰 白

色粒 ．

152 土 師

器
920 不

明

胴部 縦 ・横 方 向 の ナデ 、

沈線
ナデ にぷい黄橙

（10Y R 7／3）

黄灰 （2．5 Y 5／1） 良

好

1m m 以下 の黒 色 ・灰 色 ・茶

色 の砂 粒 を含 む。

153 土師

器

42 ・67 士宣E 底 部 2．1 ナデ、 ナデ ナ デ、指 押 さえ、 風 橙色 （5Y R 6／6）， にぶ にぷ い黄橙色 良

好

4．5 m m 以 下 の赤褐 色 砂粒 、
化 著 しい い黄橙色 （10Y R 6！4） （10Y R 7／3） 1．7m m 以下の褐灰色 ・黒褐色 ・

褐色 ・無色光沢粒 を含 む。

154 土師

器

6 1 ・67 士宝E 底 部 2．2 ナ デ、 ナデ ナデ 明黄褐色 （10Y R7／6），

橙色 （7．5Y R7／6）

橙 色 （7．5Y R 7／6 ） 良

好

4．7m m 以 下 の褐 色 ・灰 白色

砂 粒 を含 む。

155 土師

器
D 34，84 ・＝土＝・宣E 底 部 ナ デ、縦 方向 のナデ 指 押 さえ後 縦 ・横 方

向の ナデ

褐灰 （10Y R 4／1） にぷい 黄橙

（10Y R 7〃）

良

好

1m m 以 下 の無 色透 明 ・灰 白

色 の粒

156 土師

器

SA 3，D －95 士宝E 口縁 ～

頸 部
15 ヨコナデ 、黒斑 ヨ コナ デ、 ナ デ、黒

斑

にぷい橙 （7．5Y R 研），

黄灰 （2．5Y R5／1）

にぷい橙 （7．5YR 研 ），

にぷい黄橙 （10YR 研 ）

良

好

1m m 以 下 の褐 色粒 、光 沢 の

あ る微 細砂粒 を含 む。

157 土師

器

D 5 1 士竺E 口緑 ～

頸 部

14 ．4 ヨコナデ 、一部 黒変 風 化の ため不 明 橙 （5 Y R 6／8） 橙 （5Y R 6／8） ，褐灰

（5 Y R 5／1）

良

好

2m m 以下 の褐色粒 を含 む。

158 土師

器
D 72 士互E 口緑 12 ．4 ヨコ ナデ 、全 体 的 に ナデ と思 わ れ るが風 浅黄橙 （7．5Y R 8〃） にぷい橙 良

好

1m m 以 下 の ガラス 質 の鉱 物 反転
風化 化 著 しい （7．5Y R 7／4 ） 粒 を含 む。 ノ　　・・・・・一フ亡

159

160

161

土師

器

土師

器

土師

ロ

865

129，130

嚢

琉

不

明

塊

口綾部

口緑部

底 部 ～

′

7．0

17

12 ．3

5 ．8

ヨコナデ

ヨコ ナデ 、接 合面 剥
離

ヨコナデ、縦 ・斜方向
　ヽ　“　　　　・・一

工 具 に よ る横 方 向 の にぶ．い橙 にぷい黄 橙 良

好

良

好

良

好

良

好

4．5m m 以 下 の褐 色 の砂 粒 、 反転

ナデ

ヨコナ デ

ヨ コナ デ、指 押 え後

（7．5Y R 6〃）

にぷ い橙
（7．5Y R 7〃）

橙 （7．5Y R ，5Y R 7／6）

（10Y R 6〃）

にぷい橙
（10Y 単7！4 ）

橙 （5Y R 7／8）

1m m 以 下 の無 色透 明 の光 沢

砂 粒

2 m m 以 下 の茶 色 の 砂 粒 、

1m m 以 下 の黒色 ・灰 色 ・茶
色 ・褐 色の砂粒

微 細 ～0・4m m の ガ ラス 様 の

．′　　・．・．・．一フ亡

反転

ノ　　・・・・・一フ亡

162
器

土師

器

口緑 ・

口緑 部

のナ デ、指押 え後ナデ

横 方 向の ミガ キ

ナデ

横 方向 の ミガキ にぷ い橙

（7．5Y R 7〃）

にぷい橙

（10 Y R 7／6）

光 沢粒

3 m m 以 下 の灰色 ・茶色 ・褐
色 の砂粒
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第7表　古墳時代土器観察表（2）

番
ロマ
種 別 出土位 置 券種 部位 口径 底径 器高

模様 ・調整 色調 焼
成

胎 土 備考
外 面 内面 外 面 内面

163 土 師

器

630，655 鉢 口縁部 ミガヰ 縦 ・斜 方向 の ミガキ 橙 （7．5Y R 7／6） 橙 （7．5Y R 7／6） 良

好

2．5m m 以下の灰色 ・茶色 ・褐

色の砂粒

164 土 師

器

866 琉 口縁部 17 ヨ コナデ 、接 合 面剥

離

ヨコナデ にぷい橙

（7．5Y R 7／4 ）
にぷ い橙

（10Y R 7／4）

良

好

2 m m 以 下 の茶 色 の 砂 粒 、

1m m 以 下 の黒色 ・灰 色 ・茶
色 ・褐色 の砂粒

165 土 師

器
D－52，67，69 高

杯

ほ ぼ完 21．5 14．2 横 ・縦 方 向 の ミ ガ 丁寧 な．ナ デ 橙 （7．5Y R 7／6） 橙 （7．5Y R 7／6 ），灰 良

好

2m m 以 下の 淡茶 色粒 、 1m m

71，94，95

701

形 キ、 ヨコナ デ、 指押

えヽ．

（5Y 5／1） 以下 の黒色 光沢粒 を含む

16 6 土 師

器
47 1，473，503 高

杯

杯部一部 15．05 ナデ 、縦 方 向 のナ デ ナ デ 橙 （7．5Y R 6／6） 橙色 （7．5Y R 6／6， 良

好

2．5m m 以下の灰色粒 ・褐色粒 ・ 反転

594，622 ～脚部 後 横方 向の ナデ 2．5Y R 6／8） ガラス状 の光沢微細粒 ノ　　　－冗

16 7 土 師

器

高

ゴ不

脚部 縦 方 向 の ミガ キ、 接

合 面

縦 方 向の ナ デ、風 化

著 しい

橙 （5Y R 7／6 ） 橙 （5Y R 7／6） 良

好

1m m 以 下 の ガラ ス状 の光 沢

粒 ・灰色粒

反転

復元

168 土 師

器

D 69 高

j不

脚裾 部 16．8 ヨコナ デ の後縦 ・横

方向 の ミガキ

ヨコナ デ 橙 （7．5Y R 7／6） 明黄 褐 （10Y R 7／6） 良

好

1m m 以下 の光沢 のある黒 ・白

の粒 を含む

反転

復元

169 土 師

器
SA 3 高

i不

口縁 部 ミガキ ミガキ 橙 （7．5Y R 7／6） 橙 （7．5 Y R 7！6） 良

好

1m m 以下 の ガ ラス質 の粒 、

1m m 以下 の褐灰 の粒 を含む

17 0 土 師

器

高

杯

杯部口縁

～裾部 ‾

17 ．4 1 1．6 斜方向のヘ ラミガキ、

縦方向の箆 ミガキ

丁 寧な ナデ、黒 斑 明赤褐 色

（2．5Y R 5／8）

橙色 （5Y R 6／6 ） 良

好
1．5m m 以下 の柱状 の黒 色光沢

粒 、1m m 以下 の灰色 ・透明粒

反転

復元

17 1 土 師

器
594 高

杯

脚 部 12 ．6 ヨコナ デ 、指押 え、

や や斜 め方 向 の ミガ

キ

ケズ リ後 縦 方向 の ナ

一ヽ一・さ7‾

明赤褐 色

（2．5Y R 5／8）
橙色 （5Y R 6／6 ） 良

好

1．5m m 以下 の乳白色粒 、1m m

以下の茶褐色粒

反転

復元

17 2 土師

器
SA 3 高

ま不

脚柱 部 指押 え後 ナデ 、縦 方

向の ミガ キ

工 具 に よる横 方 向 の

ナデ

橙 （7．5Y R 6／6 ） 橙 （7．5Y R 6／6） 良

好

2 m m 以 下 の褐 色の粒 と1m m

以下の 白色の粒 を含 む

173 土 師

器

D 74 高

j不

杯受部～

脚注部

ヨコナ デ 、縦 ・斜 方

向の ミガキ

指 頭痕 、ナ デ 橙 （5 Y R 6／6 ） 橙 （2．5Y R 6／8） 良

好
1m m 以下 の灰褐 色 ・茶色の砂

粒

⊥　　　－lJ一

反 転

復 元

174 土師 SA 3 高

杯

脚 部 へ ラ工 具 に よる縦 方 横 方 向 のナ デ、 指頭 にぷい橙 （5Y R 7／4）， 橙 （5Y R 6／6） 良

好

0．5m m 以 下の黄褐色粒 、余褐

器 向 のナデ ナデ 橙 （2．5Y R 6／6） 色粒、 白色粒

175 土師

器

SA 3－65，93 高

杯

杯 部 ナ デ ナデ、 ミガ キ 橙 （7．5Y R 7！6 ） 橙 （7．5Y R 6／6） 良

好

1．5m m 以下 の褐色の粒 と2m m

以下の乳 白色 の光沢粒 を少量

含む

176 土師

器
D 50 高

ゴ不

脚 部 て いねい な ヨコナデ ヨ コナデ 橙 （5Y R 6／6） 橙 （5Y R 6／8 ） 良

好

1m m 以下 の灰 色 ・白色の砂粒

177 土師

器

高

杯

杯 部 ヨ コナデ 、横 方 向 の

ミガ キ、 斜方 向 の ミ
ガキ

ヨコナデ 橙 （7．5Y R 6／6 ） にぷい黄橙 （10YR 6！4），

黄灰 （2．5Y5！1）

良

好
1m m 以 下の軟質な赤茶色、浅

黄色で ガラス質の砂粒 を含む

178 土 師 SA 3 小

型

丸

底

士∃互

頸部 ～ 1．1 ヨ コナ デ、 ナ デ、 て ヨコナデ、指 頭痕 にぷい黄橙 にぷ い黄橙 良

好

3m m 以下の黄褐色粒 を少量含

器 底部 い ねい なナ デ （10Y R 6／4 ） （10Y R 6／4 ） む

17 9 土 師

器

SA 3 4 、

型

丸

底

・＝ヒ∃互

口縁 ～

頸部

ヨコナ デ、 二部 縦 方

向の ナデ

ヨコ ナデ 、一 部 縦 ・

斜 方 向の ナ デ、指 押

スゝ＿

橙 （7．5Y R 7／6） 橙 （7．5Y R 7／6 ） 良

好

薄 い褐色 の細々粒

180 土 師

器
708 小

型

丸

底

士∃互

口縁 7．30 丁寧 な ．ヨコナデ 丁寧 な ヨ コナデ 橙 （5Y R 6／6 ） 橙 （5Y R 6／6） 良

好

1m m 以下 の茶色 の粒 を微量 に

含む

181 土 師

器

SK 1－639 ＝士ブヨ互胴 部 や や左 上が りの ミ ガ

キ

ヨ コナ デ、指 ナデ 橙 （7．5Y R 7／6 ） 灰 （5Y 4／・1） 良

好

2m m 以下 の褐色 の粒 、2m m

以下の柱状黒色光沢粒 を含 む
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第8表　古代以降の遺物観察表

管

下
種別 出土位置 器種

部位 口径 底径 器高
模様 ・調整 色　 調 焼

成 胎土 備考
外面 内面 外面 内面

182 土師

器
SA 2 杯 口緑～ ヨコナデ後斜方向の ヨコナデ、指押え にぷい黄橙 にぷい黄橙 良

好

2．5m m 以下の軟質な赤茶色の

底部 ナデ、工具痕 （10Y R 7〃） （5Y R 6／6） 砂粒、1．5 m m 以下の茶褐色の

砂粒、1m m 以下の黒色の光沢

粒

183 土師

器

869 杯 底部 6．2 ヨコナデ、ヘラケズ

リ

ヨコナデ 橙 （5Y R 7／6） 橙 （5Y R 7／6） 良

好

2 m m 以 下の灰色 の砂粒 、

3m m 以下の茶褐色の砂粒

反転

復元

184 土師

器
288 不

明

底部 5．25 ヨコナデ、ヘラケズ 反時計 回りに渦巻き にぷい黄橙 にぷい黄橙 良

好

2m m 以下の白色粒を少量含む 反転

リ 状の工具による溝 （10Y R 7／4） （10 Y R 7／3） 復元

185 土師

器

389 杯 底部 ヨ．コナデ、へラケズ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良

好
2m m 以下の黒色 ・赤褐色の粒 反転

リ後ナデ （10Y R 7／3） （7．5Y R 8〃） を含む ノ　元

186 土師

器

ゴ不底部 ヨコナデ ヨコナデ にぷい橙

（7．5Y R 6／4）

にぷい橙

（7．5Y R 6〃）
良

好

1m m 以下の黒色 ・灰色の粒を

含む

187 土師

器

283，286 杯 胴部～

底部

6．6 丁寧 なヨコナデ、一

部異変

丁寧なヨコナデ 浅黄橙 （7．5Y R 8／3），

橙 （5Y R 7！6）

にぷい橙

（7．5 Y R 7〃）

良

好

3m 以下の褐色の粒を含む 反転

復元

188 土師

器

257 碗 完形 13．8 6．8 ヨコナデ、ヘ ラケズ

リ

ヨコナデ、ヘラケズ

リ

浅黄橙 （7．5Y R 8！4） 橙 （7．5Y R 7／6） 良

好
2m m 以下の黒色の粒を含む

189 土師

器
388 杯 底部 ヨコナデ、ヘ ラケズ

リ

ナデ にぷい黄橙

（10 Y R 7／4）
にぷい黄橙

（10Y R 7／4）

良

好

1m m 以下の茶褐色の粒

190 土師

器

SA 2 ゴ不胴部～

底部

ヨコナデ、ナデ ヨコナデ 橙 （7．5Y R 7／6） 橙 （7．5Y R 7／6） 良

好
2．5m m 以下の黒色の粒、2m m

以下の灰色の粒を含む

＿L

反転

復元

191 土師

器

SA 2 杯 底部 ヨコナデ、ナデ ナデ にぷい黄橙

（10 Y R 6／3）

灰黄褐 （10Y R 6／2） 良

好
2m m 以下の黒色 ・茶色の粒を

含む

192 土師

器

287 ゴ不 口縁～ 7．75 工具による丁寧なヨ 工具 による丁寧なヨ にぷい橙 にぷい橙 良

好

2m m 以下の褐色 ・赤褐色 ・黒 反転

胴部 コナデ、ヘラによる

横方向の条線

コナデ （7．5Y R 7〃） （7．5Y R 7〃） 色の粒

」＿

ノ　元

193 土師

器
SA 2 杯 口縁～

胴部
12．6 ヨコナデ、沈線 ヨコナデ にぷい黄橙

（10Y R 7！4）
にぷい黄橙

（10Y R 6〃）

良

好

2m m 以下の茶褐色の砂粒、

0．5～2m m の灰褐色のガラス
質砂粒

l⊥

反転

ノ　元

194 土師

器
S A 2 士ヨ互口縁～ 16 ヨコナデ、やや荒い 工具調整の後 に縦方 にぷい黄橙 にぷい黄橙 良

好

1～4m m 以下の灰褐色の砂粒、 反転

頚部 調整で凹凸がみられ

る、指押 え後ナデ

向のナデ （10Y R 7／3） （10Y R 7／4） 微細～0．5m m の黒色の砂粒 を

含む

復元

195 土師

器

甑 甑の取

っ手

ナデ 斜め方向のケズ リ 橙 （5Y R 7／6） 橙 （5 Y R 7／6） 良

好

4m m 以下の赤灰色の粒

196 中世 D 8 土

錘

完形 1．5 3．2 灰赤 （2．5Y R 6／2） 赤灰 （2．5Y R 5／1） 良

好

197 陶器 D 1－10 士宣E 口線 施粕貴人 施粕貫入 淡黄2．5Y 8／3 浅黄 2．5 Y 7／3 堅

緻

精良

19 8 陶器 D 1－4 不

明

胴部 施粕貴人 施粕貴人 淡黄2．5Y 8／3 浅黄 2．5Y 7／3 堅

緻

精良

199 陶器 不

明

不明 施粕 横方向のナデ 淡黄5 Y 8／3 浅黄7．5Y 5／4 堅

緻
精良

′ヽ」＿200 素焼

き

口綾部 14．6 ヨコナデ ヨコナデ、工具 によ

る横方向の くぼみ
暗灰 （N 31） 黄灰 （2．5Y 4／1） 堅

緻

1m m以下の灰白色の砂粒を含

む

反転

復元

20 1 肥前 6 18 鉢 口緑部 施寒由、ヨコナデ 施粕、ヨコナデ 暗赤褐 （5Y R 3〃） 暗赤褐 （5Y R 4／3） 堅

撤
精良

202 肥前 す

り

鉢

胴部 施粕、横方向のナデ 施粕、横方向のナデ 暗褐 （7．5Y R 3／3） 黒褐 （7．5 Y R 5／2） 堅

緻

精良

203 陶器 鉢 口縁部 施粕 横方向のナデ 黒褐 （10 Y R 3／1） 褐灰 （10Y R 4／1） 堅

緻

精良

204 陶器 口縁部 施粕 施粕、横方向の非常

に浅いくぼみ

灰白 （5Y 8／） 灰黄褐 （10 Y R 5／2） 堅

緻
精良

205 波佐

見系

胴部～

底部

3．9 施粕 施粕、横方向のナデ 灰白 （2．5Y 8／2） 浅黄橙 （10 Y R 2／3） 堅

赦

精良 反転

ノ　元
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できたこの地点では、下位より褐色土（層厚57cm）、黄色軽石に富む暗灰褐色土（層厚23cm）、最

大径9mm）、灰色がかった暗褐色土（層厚17cm）、灰褐色土（層厚24cm）、褐色土（層厚19cm）、

縄文時代早期の遺物を含む炭化物混じり暗灰褐色土（層厚5cm）、炭化物混じりで灰色租粒火山灰お

よび黄色租粒火山灰に富む暗灰褐色土（層厚7cm）、暗灰褐色砂質土（層厚7cm）、成層したテフラ

層、褐色土（層厚10cm）、暗灰色表土（層厚45cm）の連続が認められる（図1）。

これらの土層のうち、下位より2層目の暗灰褐色土中に多く含まれる黄色軽石は、岩相から約1．6

万年前に霧島火山から噴出した霧島小林軽石（Kr－Kb，伊田ほか，1956，町田・新井，1992）に由

来すると考えられる。また縄文時代早期の遣物包含層を覆う土層中に含まれる灰色租粒火山灰およ

び黄色租粒火山灰は、霧島火山から噴出した軽石（早田，執筆中）に由来している可能性が大きい。

成層したテフラ層は、下部の火山豆石混じり黄色細粒軽石層（層厚5cm，軽石の最大径5mm，火

山豆石の最大径4mm）と上部の橙色細粒火山灰層（層厚22cm）から構成される。このテフラ層は、

層相から約6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）

に同定される。

（2）権現原第1遺跡A－3グリッド

ここでは、K－Ahより上位の土層をよく観察できた。ここでは「二次アカ」とも呼ばれるK－Ahを

母材としてできたガラス質の褐色土（層厚14cm）の上位に、下位より暗褐色土（層厚16cm）、黒味

をおびた暗褐色土（層厚18cm）、弥生時代の遺物を含む褐色土（層厚18cm）、暗褐色砂質土（層厚6

cm）、白色租粒火山灰混じり暗褐色砂質土（層厚6cm）、暗灰褐色土（層厚14cm）、暗灰褐色砂質

作土（層厚51cm）、表土（層厚21cm）が認められる（図2）。

（3）権現原第2遺跡S－28グリッド

この地点では、下位より黄色軽石に富む灰色土（層厚21cm，軽石の最大径9mm）、灰色土（層厚

23cm）、褐色土（層厚27cm）、褐色土（層厚9cm）、黄色軽石混じり褐色土（層厚4cm，軽石の最

大径6mm）、黄橙色細粒火山灰層のブロック混じり褐色土（層厚12cm）、「二次アカ」に相当する

ガラス質の褐色土（層厚18cm）、道路盛土（層厚37cm）が認められた。これらのうち、最下位の土

層中に含まれる軽石は、その岩層からKr－Kbに由来すると考えられる。また褐色土中に含まれる黄

色軽石や、黄橙色細粒火山灰層のブロックは、岩相からK－Ahに由来すると考えられる。

3．分析結果

テフラ検出分析の結果を表1に示す。権現原第1遺跡A－3グリッドの試料番号2には、褐色のス

コリア（最大径4．7mm）が多く含まれている。このスコリアは、その岩相から従来788年に噴出した

と考えられてきた霧島高原スコリア（Kr－ThE，井ノ上，1988，町田・新井，1992）に由来すると

考えられる。したがって試料番号2にKr－ThEの降灰層準があると考えられる。なおこのテフラの噴

出年代については、加速器を用いた放射性炭素年代測定法により、10～13世紀の可能性が指摘され

ている（奥野，1996）。この試料には、発泡のよい白色軽石（最大径2．4mm）も少量含まれている

が、この軽石は次に述べる試料番号1に降灰層準のあるテフラに由来すると思われる。

試料番号1には、発泡のよい白色軽石（最大径2．3mm）が多く含まれている。この軽石は、その
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岩相から1471年に桜島火山から噴出した桜島3テフラ（Sz－3，文明軽石，小林，1986，町田・新井，

1992）に由来すると考えられる。したがって試料番号1にSz－3の降灰層準があると考えられる。こ

の試料には褐色のスコリア（最大径2．2mm）が少量含まれている。このスコリアは、その岩相から

Kr－ThEに由来するものと考えられる。

4．小結

権現原遺跡の土層の堆積年代に関する資料を収集するために、地質調査とテフラ検出分析を行っ

た。その結果、下位より霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．6万年前以降）、桜島火山起源の縄文時代のテ

フラ、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）、霧島高原スコリア（Kr－ThE，10－13世紀？）、

桜島3テフラ（Sz－3，文明軽石）の層位を検出することができた。

表1権現原第1遺跡A－3グリッドのテフラ検出分析結果

試料 軽石　　　　　　　　　　　スコリア

量　　　色調　　最大径　　量　　　色調　　最大径

1　＋＋＋　　　白　　　2．3　　　＋　　　　褐　　　2．2

2　　＋　　　　自　　　2．4　　＋＋＋　　　褐　　　4．7

＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，＋：少ない，：認められない・

最大径の単位は，mm．

Ⅱ．権現原遺跡における放射性炭素年代測定結果

1．試料と方法

試科名　　地点・層準　　　　　　　　種類　　　前処理・調整　　　測定法

N。．1　　第2遺跡，SI－6集石覆土中　　　炭化物　　　酸－アル酢酸洗浄　　　加速器質量

石墨調整　　　　　　分析（AMS）法

2．測定結果

試科名　14C年代　　　　∂13C　　　　補正14C年代　　　　暦年代　　　　測定No・

（年BP）　　　（％。）　　　　（年BP）　交点（16）　　　（Beta－）

No．1　　　8540±60　　　　－27．2　　　　　8500±60　　　　BC7520

（BC7545～7490）

92431
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1）14C年代測定値

試料の14C／12C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した値。14Cの半減

期は5，568年を用いた。

2）∂13C測定値

試料の測定14C／12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／12C）。この値は標準物質（PDB）

の同位体比からの千分偏差（％。）で表す。

3）補正14C年代値

∂13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C／12Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより算出した年代（西暦）。

補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年BPより古い試

料には適用できない。暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意

味する。1αは補正14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

Ⅱ　権現原遺跡における植物珪酸体分析

1．はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物

が枯れたあとも微化石（プラントオパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸

体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植

物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，1987）。

2．試料

試料は、第1遺跡A－18グリッドで10点、第1遺跡A－3グリッドで5点、第2遺跡S＿28グリッド

で5点の計20点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を表1および図1～図3に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕　機動細胞由来：イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（ススキ属など）、ウシクサ

族、ウシクサ族（大型）、シバ属、Bタイプ、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ

節）、クマザサ属型（おもにクマザサ属）、メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュ

ウキュウチク節、ヤダケ属）、タケ亜科（未分類等）
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その他：表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕　ブナ科（シイ属）、ブナ科（アカガシ亜属？）、クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）、

その他

（1）第1遺跡A－18グリッド（図1）

K－Ah直上層（試料1）からKr－Kb直下層（試料10）までの層準について分析を行った。その結果、

Kr－Kb直下層（試料10）から縄文時代早期の遺物包含層（試料5）までの層準では、棒状珪酸体が

多量に検出され、ウシクサ族型やクマザサ属型も比較的多く検出された。棒状珪酸体はおもにイネ

科植物の結合組織細胞に由来しているが、イネ科以外にもカヤツリグサ科やシダ類などでも形成さ

れる。棒状珪酸体の形態についてはこれまであまり検討がなされていないことから、その給源植物

の究明については今後の課題としたい。

K－Ahの下層（試料3、4）では、クマザサ属型やウシクサ族型が大幅に減少し、かわってネザサ

節型が急激に増加している。また、ススキ属型やメダケ節型なども検出された。K－Ah層（試料2）

およびその上層（試料1）では、ススキ属型やネザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。

おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると、縄文時代早期の遺物包含層より下位ではクマ

ザサ属型が卓越しており、K－Ahの下層ではネザサ節型が優勢となっていることが分かる。

（2）第1遺跡A－3グリッド（図2）

Sz－3混層（試料1）から二次アカ層の上層（試料5）までの層準について分析を行った。その結

果、全体的に棒状珪酸体が多量に検出され、ネザサ節型も比較的多く検出された。また、Kr－ThE混

層およびSz－3混層では、ススキ属型やウシクサ族型が多く検出され、Sz－3混層では少量ながらイ

ネが検出された。また、イネ科以外にもブナ科（シイ属）、ブナ科（アカガシ亜属？）、クスノキ

科、マンサク科（イスノキ属）などの樹木（照葉樹）が出された。樹木はイネ科と比較して一般に

植物珪酸体の生産量が低いことから、植物珪酸体分析の結果から古植生を復原する際には、他の分

類群よりも過大に評価する必要がある。

おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると、二次アカ層の上層ではネザサ節型が優勢であ

り、Kr－ThE混層およびSz－3混層ではススキ属型が優勢となっていることが分かる。

（3）第2遺跡S－23グリッド（図3）

盛土直下層（試料1）からK－Ahの下層（試料5）までの層準について分析を行った。その結果、

K－Ahより下層（試料4、5）では棒状珪酸体が多量に検出され、ウシクサ族型やクマザサ属型も比

較的多く検出された。また、少量ながらブナ科（シイ属）も検出された。K－Ah混層（試料3）では

各分類群とも大幅に減少しているが、ブナ科（シイ属）は増加傾向を示している。K－Ah直上の「二

次アカ」と呼ばれる褐色土（試料1）ではブナ科（シイ属）がさらに増加し、密度は4万個／g以上

にも達している。また、ブナ科（アカガシ亜属？）、クスノキ科、マンサク科（イスノキ属）など

も検出された。

4．植物珪酸体分析から推定される植生・環境

以上の結果から、権現原遺跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次のようである。
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霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．6万年前以降）の下位から縄文時代早期の遺物包含層にかけては、ク

マザサ属などのササ類を主体としたイネ科植生が継続されていたものと推定される。タケ亜科のう

ち、クマザサ属とメダケ属ネザサ節は一般に相反する出現傾向を示し、前者は寒冷、後者は温暖の

指標とされている。ここでは、クマザサ属が圧倒的に卓越していることから、当時は寒冷な気候条

件下で推移したものと推定される。クマザサ属は氷点下5℃程度でも光合成活動をしており、雪の

中でも緑を保っていることから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの

草食動物の重要な食物となっている（高槻，1992）。気候条件の厳しい氷期にクマザサ属などのサ

サ類が豊富に存在したことは、当時の動物相を考える上でも重要である。

その後、縄文時代早期頃にはクマザサ属が急激に減少し、メダケ属ネザサ節を主体としてススキ

属やチガヤ属なども見られる草原植生が成立したものと推定される。このような植生変化は、関東

周辺などの調査例でも認められており（杉山ほか，1992、佐瀬ほか，1987）、いずれも約1万年前

を境にクマザサ属主体のイネ科植生からネザサ節・ススキ属を主体とする草原植生に移行している。

この植生変化は、後氷期における気候温暖化に対応しているものと考えられる（杉山・早田，1996）。

イネ科植物を主体とした草原植生は、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）直下層まで継

続されたと考えられるが、この頃には遺跡周辺でシイ属などの照葉樹林が見られるようになったも

のと推定される。照葉樹林は鬼界アカホヤ火山灰の堆積以降さらに増加し、「二次アカ」と呼ばれ

る褐色土の堆積当時は、シイ属を主体としてアカガシ亜属やクスノキ科、イスノキ属なども生育す

る照葉樹林に覆われていたものと推定される。「二次アカ」と呼ばれる褐色土は、このような森林

植生下で形成された褐色森林土の一種とみなされよう。なお、シイ類の種実（ドングリ）は、アク

抜きの必要がなく、そのままでも食用となる。

霧島高原スコリア（Kr－ThE，10－13世紀？）から桜島3テフラ（Sz－3，文明軽石，1471年）に

かけては、ススキ属やチガヤ属を主体としてネザサ節なども見られる草原の状態であり、遺跡周辺

ではシイ属などの照葉樹林が生育していたものと推定される。また、桜島3テフラ混層の頃には周

辺で稲作が開始されたと考えられる。遺跡の立地や周辺の植生などから、ここで行われた稲作は畑

作の系統（陸稲）と推定される。

第5節　調査区付近から採取された参考資料

権現原第1遺跡出土のものではないが、本遺跡の調査の数年前、遺跡の近辺で茶畑の造成の時に

発見したということで、その畑の地権者が調査を見学に来訪されたおり、縄文時代前期の土器片を

ミカン箱に入れて持ってこられた。考古学の資料として使ってほしいとの希望を伝えられた。ほと

んどが轟B式土器と曽畑式の土器片で状態のいいものが多く、出土状態が分からないのと出土地点

が明確でないという部分はあるが、土器片がまとまっており状態がよかったので掲載することにし

た。（イ～ホ）
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第6節　まとめ

本遺跡は調査当初は一つの台地を横切る相当広い面積の調査対象区であったが、確認調査を行い

ながら調査を進めたところ、最終的に調査区の両端部分しか遺構、遺物包含層が残っていなかった。

縄文早期の集石遺構は清武町内の遺跡ではかなりの数が検出されており、本遺跡の南側の竹ノ内

・杉木原遺跡、北側の権現原第2遺跡でも確認されている。さらに清武川を挟んだ対岸の船引地区

遺跡が現在清武町教育委員会の手で発掘調査が進められているが、そこでも台地の縁辺部を中心に

多数の集石遺構が発見されている。また、清武町と宮崎市にわたる時屋地区遺跡群は縄文時代の住

居跡が多数検出されている。このような例から縄文時代早期から清武川流域の台地上で生活が営ま

れていたことをうかがわせる。縄文土器については早期の貝殻条痕文と押型文が出土しており、前

期・後期・晩期の土器片も出土していることから縄文時代全体を通じて一時的に途切れることはあ

っても永続的にこの近辺で生活を営んでいたと思われる。

石鉄類が数十点出土しているが、アカホヤ火山灰下の層からのものは、黒曜石製の打製のものが

多くを占める。石の特徴から大分県姫島産のものと考えられる。

土器の編年については、アカホヤ火山灰の下の層から出土したもので1類が前平式に器形や施文

が酷似している。2類は口緑部の楔形突帯や底部付近の縦方向の貝殻条痕の特徴から知覧式と思わ

れる。3類はアカホヤ火山灰層の上から出土したことと、みみず腫れ状の突帯を有する等の特徴か

ら轟B式に比定される。1類・2類は数点が集石遺構から礫と共に出土したが、大半は包含層から

散発的に検出され遺構に伴うものは少なかった。

住居跡は出土した遺物等からA区の2軒は弥生中期～後期のもので、D区の1軒は古墳時代のも

のと思われる。

弥生土器は住居跡及びその周辺から出土したものが大半である。器種としては賓と壷が大半で鉢

が僅かに1点だけ検出されたのが特徴的である。

土師器は弥生土器と同じく嚢と壷が大半を占めるが、鉢、高杯、小型丸底壷など多様な器形が出

土している。中でも高杯は完形のものを含め、かなりの点数を数える。

古代以降も遺構は確認できなかったが、遺物は出土しており、ほとんど途切れることなくこの台

地上に生活が営まれていたことをうかがわせる。A区の北側の斜面中腹から戦後まで水が湧いてい

たということであるが、そのようなこともここでの生活が長年にわたって営まれてきた要因の一つ

となっていたのかもしれない。中世以降の遺物も出土しているが、すべて撹乱層からの出土であり

出土地点を確定できない状況である。

以上、権現原第1遺跡について述べてきたが、遺跡の中央部が削平されて遺構が残っていなかっ

たため、遺跡の広がりがどのようなものであったかを明らかにできなかったことは残念であったが、

参考資料の存在は、縄文時代の遺跡はかなり西側の部分まで広がっていたことをうかがわせる。

最後に、発掘調査で作業をしてくださった方々、整理作業をしていただいた方々、資料の提供や

助言をいただいた方々に厚くお礼を申し上げます。
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第27図　参考資料実測図（1／3）
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C区～F区遠景
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1号住居跡（遺物出土状況）

1号住居跡（完掘状況）
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3号住居跡（遺物出土状況）

3号住居跡（完掘状況）
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2号集石遺構

4号集石遺構
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5号集石遺構

7号集石遺構
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8号集石遺構

A区　士層断面
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縄文時代の石器
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38　　　39

縄文早期貝殻条痕系土器

縄文早期押型文土器
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攣攣
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惚璃妙齢

78　　　80

、

弥生土器口緑部
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縄文早期土器底部

縄文後・晩期土器

弥生土器底部
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弥生土器・土師器
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弥生土器・土師器
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古代の土師質土器

159　　　　　194

：三三；品

参　考　資　料
（権現原第1遺跡近くで出土した曽畑式土器）
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第Ⅲ章　下星野遺跡の調査

第1節　調査の経過と概要

下星野遺跡は、宮崎郡清武町西部の標高約70mのシラスを基盤とした台地上に位置し、北は杉木

原遺跡に、南は谷間を挟んで永ノ原遺跡に画している。遺跡一帯は昭和40年代に圃場整備が行われ

ており、現在、原地形を伺い知ることはできないが、調査の結果、西から東に向けて傾斜しており

調査区の中央に谷が存在していたと思われる。調査は、調査対象面積を32，600I正として調査区全体

をA区・B区・C区の3区に分け、B区を一次調査として平成7年5月10日から8月10日まで行い、

A区とC区を二次調査として9月13日から平成8年3月26日まで行った。調査は、初めに土層を確

認するためのトレンチを重機で掘削し、その成果如何によって調査地の拡張を検討することとした。

初めにB区を調査した。トレンチ調査の結果、地形はB区の中央部に向けて南北から傾斜してお

り谷が存在していたと推測された。遺構はなかったが、遺物が僅かに出土した。縄文早期の無文土

器が30点と石鉄（図版参照）が2点である。遺物の出土範囲が限られていたため、トレンチ調査の

みで終了した。

A区の調査は、まず南側に土層確認のためのトレンチを重機で掘削したところ、アカホヤ層以下

の土層が残存していた。遺構・遺物は確認されず土層は南に向けて次第に下がり、谷を埋めたよう

な埋土が確認された。次に、調査区最北端の区画の薄い表土を重機で除去中に土器片が多数出土し

たため全範囲を調査することとした。表土を除去後土層確認のトレンチを設定し、土層の堆積状況

を観察した。それによると、調査区の中央部のアカホヤ層上部にシラス2次堆積層が確認されたが、

これは上層に縄文後期から晩期の土器を含む包含層があることから、縄文前期に付近で大規模な崩

落が起こったものと思われる。A区はもともと西から東へ傾斜する谷地形であり、西側斜面からの

崩落などで次第に埋没し古墳時代にはかなり平坦になっていたことが確認された。また、トレンチ

の壁に住居らしき落ち込みが確認されたため、住居跡の検出と土器片との関係に留意しながら調査

を行った。調査の結果、A区は縄文早期から近世の遺構・遺物を埋蔵しており、切り合っている住

居跡や溝状遺構・土坑・集石遺構などが検出され、縄文早期・縄文後期から晩期の遣物や弥生中期

から古墳中期までの遺物などが出土した。

C区の調査は、北側に土層確認のためのトレンチを重機で掘削したところ、アカホヤ層以下の土

層が残存していたが、遺構は確認されず少量の遺物のみの出土であることから人力によるトレンチ

調査で終了した。次に調査区最南端の区画に土層確認のためのトレンチを人力で掘削している途中

で土器や石器・焼け石などが多数確認されたため、全範囲を調査することとした。表土を重機で除

去後、土層確認のトレンチを設定し土層の堆積状況を観察した。それによると、調査区のほとんど

のところでアカホヤ層以上が削平されており、北から南の谷に向けて少しずつ傾斜している地形で

あることが確認された。調査の結果、細石刃文化期から縄文早期の集石遺構や土坑が検出され、細

石器や縄文早期の土器や石器などが出土した。

以上のように、下星野遺跡では細石刃文化期から近世までの遺構・遺物が確認された。
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0　　100　　200　　300　　　400m

（S＝1／4，000）

第1図　周辺地形図
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第2節　A区の調査

1　A区の層序

A区の基本層序は右の通りであるが、A区の北側は表土を除去すると

Ⅸ層の黄褐色土が現れそれ以上の地層は削平されており、南側はアカホ

ヤ火山灰から下の層が残っていた。中央部は谷を埋めるような形で土層

が残っていた。各層の特徴を簡単に示すと、I層は耕作土で柔らかい。

Ⅱ層は白色火山灰が混入しており、これは文明軽石と思われ締まってい

る。Ⅲ層は赤褐色の高原スコリアが混入しており締まっている。Ⅳ層は

黄色の粒や炭化物が混入しており締まりはややゆるい。土師器を含む古

墳時代の包含層である。Ⅴ層は市来式土器等を含む縄文後期の包含層で

締まりはややゆるい。Ⅵ層は崩落によるシラスの二次堆積層である。Ⅶ

層は白色の細粒を少し含む層であるが、遺物は含まれておらず締まって

いる。Ⅷ層はアカホヤ火山灰層である。Ⅸ層は締まっている層である。

Ⅹ層は縄文早期の集石遺構や土器を含む締まっている層である。ⅩI層は

桜島薩摩軽石（桜島パミス）を含む層でよく締まっている。ⅩⅡ層は締

まっている層である。ⅩⅢ層は粘質が強い層である。ⅩⅣ層は砂を含むが

粘質もありよく締まっている層である。ⅩⅤ層はシラスで硬く締まって

いる。ⅩⅥ層は硬い粘土である。

トレンチ3（T3）

a

βか　⑳　臥－パミス一一等お

トレンチ3（T3）a－a’

Ⅹ　　層　黄褐色土

ⅩI　層　暗褐色土

ⅩⅡ　層　黒褐色土

ⅩⅢ　層　明褐色土

ⅩⅣ　層

ⅩV a層

ⅩV b層

ⅩV c層

ⅩV d層

m　層

にぷい黄褐色土

灰黄褐色土

灰黄色土

淡黄色土

褐灰色土

灰白色土

I層表土（耕作土）

Ⅱ層黒褐色土

Ⅲ層黒褐色土

Ⅳ層　オリーブ褐色土

Ⅴ層黒色土

Ⅵ層黄色土

Ⅶ層黒色土

Ⅷ層橙色土アカホヤ火山灰

Ⅸ層暗褐色土

Ⅹ層黄褐色土

Ⅲ層暗褐色土

Ⅲ層黒褐色土

Ⅷ層　明褐色土

郡層　にぷい黄褐色土

郡層黄色士

別層灰白色土

a，

－70．00m

－69．50m

I　　　　　　　　　－69．00m

＿　＿＿j

2　　　　　　　　　　　4m

（S＝1／40）

シルト質土。粘質弱い。締まっている。白色細粒を含む。縄文早期の集石遺構・土器・石器出土○

よく締まっている。桜島薩摩軽石（桜島パミス）の径が大きい。黒褐色土のブロックも含む。
締まっている。

粘質強い。図の右ほど粘質が弱く砂質が強くなる。
ある程度砂を感じるが粘りもある。よく締まっている。

砂質土。シラス。上層に比べやや締まり弱い。

水性堆積のシラス。硬く締まっている。
水性堆積のシラス。水平に縞模様。1～5mmの小石を含む。締まっている。

硬い。よく締まっている。
粘土。硬い。きわめて緻密。

第2図　土層断面図
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2　縄文早期の遺構と遺物

（1）集石遺構

A区では、縄文時代早期の集石遺構が

4基確認された。これはⅧ層のアカホヤ

火山灰層の下位でⅢ層の桜島薩摩軽石を

含む暗褐色土層の上位であるⅩ層から検

出され、同層から縄文早期の土器が出土

していることから縄文早期の集石遺構と

判断される。SIlは、石が水平に集積し

掘込みも敷石もない。石鉄が出土してい

る。SI2は、石がほぼ水平に集積し掘込

みも敷石もない。SI3は浅い掘込みを持

つと思われるが確認はできなかった。SI

4は調査の都合上、集石の範囲を記録す

るのみで終了した。

￥
石鉄出土位置

（S＝1／20）

第3図　縄文早期遺構分布図・集石遺構実測図
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（2）遺物

遺物は土層が崩落していない調査区の北側と南側で

Ⅹ層から少量出土した。

土器は5点図化した。1は外面に沈線文を1条施し

ている。2はやや内傾する。3～5は貝

殻条痕文が施されている。石器は5点図

化した。6はSIl出土の石鉄である。

7はスクレイパーであるが錐の可能性も

ある。10はへラ状石器である。

C＝＞

第4図　縄文早期遺物実測図

第1表　下星野遺跡A区　縄文早期集石遺構計測表

l一　一　一　日　　　　1

1～5　（S＝1／3）

∠二二＞

0　　　　　　　　　　　5cm

i一　一　日l　　　　－1

7～10（S＝2／3）

検出位置・層礫の範囲（cm）土坑の大きさ（cm）土坑の深さ（cm）敷石の有無 石数 備　考

SIl A－エ・Ⅹ層 70×65 土坑なし 土坑なし なし 約60‾一部耕作の撹乱あり・石鉄出土

SI2 A－エ・Ⅹ層 110×92 土坑なし 土坑なし なし 約180 一部耕作の撹乱あり

SI3 由一エ・Ⅹ層 8＿5×55 推定54×35 検出面から7 なし． 約60 一部耕作の撹乱あり・石の小片15個

SI4 B－イ・Ⅹ層 60×58 礫の範囲のみ記録

第2表　下星野遺跡A区　縄文早期土器観察表

図番ロ 種別 出土位置 器種 ・部位
文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考
外面 内面 外面 内面

1 縄文土器 Ⅹ層

A －ア

深　 鉢

口縁部

横ナデ、沈線 1 条 横ナデ 灰黄褐 灰黄褐 良好 1m m 以下の白色 ・黒色 ・透明の粒 塞ノ神式

2 縄文土器 Ⅹ層

A －ア

探　 鉢

口縁部付近

横ナデ 横ナデ にぷい黄褐 灰黄褐 良好 2 m m 以下の黒色 ・褐色 ・透明光沢

の粒

桑ノ丸式か

．．．さ．上一3 縄文土器 Ⅹ層

B －ウ

深　 鉢

胴　 部

横方向の貝殻条痕文 横方向の貝殻条痕文 にぷい黄褐 黄褐 良好 2 m m 以下 の透明な粒、 1m m 以下

の褐色 ・白色光沢 ・黒色光沢の粒

別平式

＿ゝ⊥＿4 縄文土器 Ⅹ層

B －ア

深　 鉢

胴　 部

斜方向の貝殻粂痕文の後ナデ 斜方向の貝殻条痕文 灰黄 灰黄 良好 2 m m 以下 の透明光沢 の粒、 1 m m

以下の黒色 ・白色の粒

別平式

．」ノ＿5 縄文土器 Ⅹ層

A －ア

深　 鉢

胴　 部

斜方向の貝殻条痕文 ナデ にぷい黄褐 にぷい黄褐 良好 2 m m 以下の白色 ・透明 ・褐色 ・灰

色の粒

剛平式

第3表　下星野遺跡A区　縄文早期石器計測表
国番号 種　 別 出土 位 置 最大長 （cm ） 最大幅 （cm ） 最大厚 （cm ） 重量 （g ） 石材 備　 考

6 石鉄 A －エ ・Ⅹ層 2 ．8 5 1 ．8 4 ．0 1 ．3 砂 岩 凹基 無 茎 鉄

7 ス ク レイパ ．－ B －ア ・Ⅹ層 3 ．5 1 ．0 5 0 ．8 2 ．3 チ ャー ト 錐 の可 能 性 あ り

8 使 用 痕 剥 片 A －エ ・Ⅹ層 3 ．7 5 2 ．5 1 ．0 9 7 ．1 頁 岩

9 使用 痕 剥 片 G － ク ・Ⅹ層 2 ．1 5 2 ．0 1 7 ．0 3 ．4 シ ル ト岩 4 トレンチのア カホヤ下か ら出土

10 ヘ ラ状 石 器 B － イ ・Ⅹ層 4 ．4 5 2 ．8 0 ．9 3 ・9 ．7 チ ャ ー ト 石鉄 の未 製 品 の可 能 性 あ り
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3　縄文後期～晩期の遺構と遺物

（1）縄文後期の土坑

1号土坑は、Ⅷ層のアカホヤ火山灰

上面で、調査区の南東部（G－ケグリ

ッド）に土層確認のトレンチを人力で

掘削中にトレンチの壁に1基検出され

た。長軸が110cm、短軸が85cmのほぼ

円形を呈する。断面形は円筒形を呈し、

底面はやや平坦、もっとも深い部位の　エ

検出面からの深さは130cmである。埋

土は黒色土でアカホヤ火山灰の小さい

ブロックが少量混入しているが、埋土

の中から市来式土器が出土し、埋土が

一層であることからこの土坑が一時期

に埋まったと考えられ、時期の判断を

行った。しかし、遺物量が少なく流れ

込みの可能性も否定できないため遺構

の時期はなお検討の余地がある。

（2）土器

縄文後期～晩期の土器は、第Ⅴ層の

黒色土から在地の貝殻条痕文系を中心

に多数出土したが、完形に復元できた

ものはなく、すべて破片の資料である。この黒色土はA区中央部

の谷を埋めるようなかたちで堆積しており、おそらく遺物をも含

めて背後の丘陵地に展開していたであろう生活の場から崩落した

のではないかと考えられる。土器の分類は、まず口緑部形態や文

様により貝殻文と磨消縄文と晩期の土器に分け、次に貝殻文の中

で特徴ごとに分類していった。

I類　口綾部を肥厚させ、断面が三角形または逆「く」字形

に整形されるもので、その中で特徴により細分した（第6・

7・8図1～32）。文様には、貝殻腹緑の連続刺突文

や棒状工具による刺突文、沈線文などが見られ、口綾部

や肥厚部下位の胴上部に施文されたものもある。文様は、

単一文の繰り返しや単純な組合せが多い。また、文様の

施されないものもある。平口緑と波状口緑がある。

第5図　縄文後期遺構分布図・1号土坑実測図
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a．肥厚の上部に貝殻刺突文を1条施すもの（1～2）。

1は口唇部内面に粘土の返しがある。2は肥厚が著しい。どちらも古い様相が見られる。

b．貝殻刺突文を1条施すもの（3～7）。

C．貝殻刺突文を2条施すもの（8～16）。

11・12・13・14は口緑の波状部に肥厚部をもつもので、他の器面には肥厚部はつくらない。

波頂部と肥厚部の間に貝殻刺突文を施し、肥厚部下位の胴上部に貝殻刺突文を巡らしている。

d．貝殻刺突文を3条施すもの（17）。

e．貝殻刺突文と沈線文を施すもの（18～25）。

18と19は口緑部の文様が合致することから同一個体の可能性がある。21・22・23は沈線が

主文様になっている数少ないタイプである。24・25は棒状工具による深い沈線が施されて

いる。

f．貝殻刺突文と沈線文と工具による刺突文を施すもの（26）。

26は沈線の端部に棒状工具による刺突文が施されるものである。

g．沈線文と工具による刺突文を施すもの（27）。

h．文様のないもの（28～32）。

29は整形が粗く内外面共に粘土の付け足し痕が明瞭に残っている。31は肥厚部が整形の時

に押圧され癌状になったものである。

Ⅱ類　口縁部の肥厚が強調されず低い段のようになり、口緑部断面の逆「く」の字形の屈曲が間

のびし、その下にくびれが生じないもの（第9図　33～42）。文様は、I類で見られた貝殻

腹縁の連続刺突文や棒状工具による刺突文、沈線文などを施している。平口緑と波状口縁が

ある。

a．貝殻刺突文を2条施すもの（33～35）。

33は波状口縁の可能性もある。35は貝殻刺突の後、貝殻条痕で整形している。34には穿孔

がある。

b．貝殻刺突文を3条施すもの（36～37）。

36は横位の貝殻刺突文を1条、斜位の貝殻刺突文を2条、横方向に施している。37は斜位

の貝殻刺突文を3条施している。

C．貝殻刺突文と沈線文と工具による刺突文を施すもの（38～42）。

いずれも波状口縁の波頂部である。38・39・40・41は沈線文・刺突文の上下に貝殻刺突文

を施すが、42は貝殻刺突文の上下に沈線文と刺突文を施している。

Ⅲ類　口緑部の肥厚や逆「く」字形の屈曲が見られないもので、外面のくびれ付近から口緑部が

外傾または外反するもの（第9・10・11図　43～67）。文様は、貝殻腹緑の単純な連続刺

突文が施される。平口緑と波状口緑がある。

a．貝殻刺突文を1条施すもの（43～62）。

b．貝殻刺突文を2条施すもの（63～67）。

一69－



64は63・65に比べて器壁がやや厚い。

Ⅳ類　口緑部に肥厚部や屈曲部をもたないもの（第12図　68～70）。

いずれも文様が施されず、粗い整形で粘土の継ぎ目が見られる。69の口綾部には注ぎ口の

ような部分が見られる。

V類　胴部（第12図　71～73）。

71は土坑から出土した胴部片で器壁が厚い。72・73は71と同一個体と思われ器壁が特に厚

いものである。73には貝殻刺突文が1条施されている。

Ⅵ類　底部（第11図　74～80）。

底部までわかる完形の土器が出土していないので、どの類の土器の底部かは不明であるが、

底面から真っ直ぐに立ち上がるもの、底面が外へ張り出してその上部が少しくびれている

もの、底面から開いて立ち上がるものなどに分けることができる。76は網代底である。80

は緩やかに立ち上がる黒色磨研の土器と思われる。

Ⅶ類　磨消縄文土器（第12図　81～86）。

81は口緑部に棒状工具による沈線が施してある。82は外面に貝殻疑似縄文が、内面に沈線

文が施してある。83・84・85は沈線文と貝殻疑似縄文が施してある。86は丹塗が施して

ある。

Ⅷ類　その他の土器（第13図　87～109）。

87は口緑部の上位に貝殻刺突文が施されている。88・89は外面と内面に貝殻刺突文が施さ

れている数少ない土器である。90・94・95は工具による刺突文が施されており、94と95

は同一個体と思われる。91は外面と内面にへラ状工具で曲線の沈線が刻まれている。93は

口唇部に突起がついている。96は癌状の突起がついている。97は赤色顔料の施してある脚

台付皿である。98は脚台付皿の装飾部である。99は注口土器の注口部で、外面には注口部

の上位に工具による刺突文が施され、内面には斜方向の貝殻条痕文が施されている。傾きは

注口部の先端がもっと上を向く可能性がある。100は口唇部につけられる飾りである。貝殻

腹緑による刺突文が施されている。101・102・103・104は脚台付浅鉢の脚部である。101

には工具による刺突文が、102には刻み状の沈線文が、103には刺突文と沈線文が施されて

いる。106・107・108は加工円盤である。109は長軸の両端に切目を入れた土器片錘であ

る。

Ⅸ類　縄文晩期の土器（第13図110～123）。

118はリボン状突起のついている口緑部である。119はリボン状突起である。120は穿孔の

ある土器である。121・122・123は粗いつくりの土器で、121の口綾部はやや厚くつくら

れている。
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第6図　縄文後期～晩期土器実測図（1）
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第9図　縄文後期～晩期土器実測図（超）
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第m図　縄文後期～晩期土器実測図（6）
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第4表　下星野遺跡A区　縄文後期～晩期土器観察表（1）

図番 口 種別 出土位置 器種 ・部位
文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考外　　 面 内　　 面 外面 内面

1 縄文土器 B －カ 探　 鉢 横ナデ、斜方向の貝殻腹縁連続 粗い横 ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 5m m 以下の褐色の粒 を多 く含み、 口唇部に
Ⅴ層 口綾部 刺突文 1m m 以下の黒色光沢の粒を含む。 粘土の返

し
2 縄文土器 B －キ 探　 鉢 横ナデの上をやや斜方向に貝殻 横ナデ 橙 にぷい橙 良好 3m m 以下の褐灰色の粒、 1m m 以下

Ⅴ層 口綾部付近 腹縁連続刺突文、横ナデ 褐灰 の浅黄橙色の粒、微細な光沢の粒

3 縄文土器 B －キ 探　 鉢 丁寧な横ナデ、横ナデの上を斜 ・粗い横ナデ にぷい黄褐 橙 良好 2m m 以下の灰白色の粒、 1m m 以下
Ⅴ層 口綾部 横の貝殻腹縁連続刺突文、横の

貝殻粂痕文
灰黄褐 のガラス樵に光る粒

4 縄文土器 B －ク 深　 鉢 横ナデ、横ナデの上に横方向の 横方向の貝殻条痕文 橙 橙 良好 3m m 以 下 の灰 白色 光沢 の粒 、
Ⅴ層 口縁部 貝殻腹縁連続刺突文 灰黄褐 0．8m m 以下の黒色 の粒、0．5 m m 以

下のガラス様 に光る粒

5 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ナデ、横ナデの上 を斜の貝殻腹 粗い貝殻姦痕文 にぷい橙 褐灰 良好 0．5m m 以下の黒褐色の粒、微細な
C －エ

Ⅴ層

口縁部 縁連続刺突文、横ナデ、貝殻条

痕文
光沢の粒

6 縄文土器 S E 2 探．鉢

口緑部

ナデ、横の貝殻条痕文、横ナデ

の上 を斜方向の貝殻腹縁連続刺
突文 ・浅い沈線文

横方向の貝殻条痕文 明赤褐 明赤褐 良好 1m m 以下のガラス質の粒

7 縄文土器 C －カ 探　 鉢 粘土の返 し、横ナデ、横方向に 横の粗いナデ にぷい褐 にぷい赤褐 良好 4 m m 以下の灰 白色、 1m m 以下の無
Ⅳ層 口縁部 斜の貝殻腹縁連続刺突文 色光沢 ・黒色光沢 ・黒色の粒

8 縄文土器 S E 2 深　 鉢 ナデ、横ナデ、ナデの上を斜方 横方向の粗い貝殻条痕文 橙 橙 良好 5 m m 以下の赤褐色の粒、微細な光
口緑部 向の貝殻腹縁刺突文 褐灰 褐灰 沢の粒

9 縄文土器 C －エ 深　 鉢 横 の貝殻条痕の上に横方向の貝 横 ・斜の貝殻条痕文 明赤褐 にぷい橙 良好 1．5m m 以下の乳白色の粒、0．5m m
Ⅴ層 口緑部 殻腹縁連続刺突文、横 ・斜の貝

殻条痕文
橙 橙 以下の黒色光沢の粒

10 縄文土器 B －カ 深 ・鉢 横 ナデ、貝殻条痕文、貝殻条痕 横の貝殻条痕文 にぷい赤褐 橙 良好 2 m m 以下の灰白色の粒、1．8m m 以 残存率1！4
B －オ

Ⅴ層

口縁部 文とナデの上に斜の貝殻腹緑連

続刺突文
にぷい褐 灰褐 下の黒色の粒、1m m 以下のガラス

様に光る粧

口径23．6cm

11 縄文土器 B －キT R 深　 鉢 貝殻条痕文、斜の貝殻腹縁連続 貝殻条痕文の後ナデ、貝殻条痕

文
橙 明赤褐 良好 2m m 以下の灰白色の粒、1m m 以下

Ⅴ層 口綾部 刺突文 黒褐 のガラス質の粒

12 縄文土器 C －エ 深　 鉢 横ナデ、ナデ上 を斜の貝殻腹線 横 ・斜の貝殻条痕文、横ナデ 明赤褐 にぷい黄橙

褐

良好 5m m 以下の褐灰色の粒、 2m m 以下 残存率2！5
Ⅴ層 口縁部 連続刺突文、斜の貝殻条痕文 のガラス質の粒 口径17．0cm

13 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

斜ナデ、斜の貝殻腹縁連続刺突

文

ナデ、貝殻条痕文の後部分的に

ナデ

橙

黒褐

明赤褐 良好 1m m 以下の乳白色 ・ガラス質の粒

14 縄文土器 S E l 探　 鉢

口縁部

ナデ、ナデの上 を斜の貝殻腹縁

連続刺突文

貝殻条痕文の後ナデ 明赤褐 にぷい黄橙 良好 2m m 以下のガラス質の粒、 1m m 以

下の乳白色の粒
15 縄文土器 D －キ 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文の後横の貝殻 貝殻条痕文の後横ナデ、炭化物 灰褐 明赤褐 良好 3m m 以下の黒色 ・灰白色、 1．5m m

Ⅴ層 口線部 腹縁刺突文、煤付着 付着 以下の褐色、微細な黒色光沢の粒
16 縄文土器 C －エ 探　 鉢 貝殻条痕文の後横方向に横 ・斜 貝殻条痕文の後横ナデ にぷい褐 明赤褐 良好 微細 な黒色光沢 ・灰白色 ・黒色の

Ⅴ層 口緑部付近 の貝殻腹縁連続刺突文、煤付着 粒

17 縄文土器 B －カ 深　 鉢 口唇部貝殻条痕文、ナデ上を斜 横の貝殻条痕文 橙 赤褐 良好 3m m 以下の灰 白色の粒、0．8m m 以
Ⅴ層 口縁部 腹縁連続刺突文、横ナデ、貝殻

条痕文
褐灰 下のガラス状 に光 る粒、 1m m 以下

の黒色の粒
18 縄文土器 B －オ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

工具による沈線文、ナデ ナデ、風化著 しい、全体的に異

変
明赤褐 灰黄褐 良好 1．8m m 以下の赤褐色 ・淡黄色の粒

19 縄文土器 A 区 探　 鉢 ナデ、沈線文、刺突 と縦沈線 ・縦ナデ、ナデ 明赤褐 暗灰黄 良好 1m m 以下のガラス質の粒 ・乳 白色
一括 口緑部 貝殻刺突文 の粒

20 縄文土器 B －ク 深　 鉢 横ナデ、斜方向の沈線文、貝殻 横ナデ、横 ・斜方向の貝殻条痕

文

明赤褐 明赤褐 良好 2m m 以下の茶色 ・褐色の粒、 1m m

Ⅴ屠 口縁部 腹縁刺突文 以下の透明ガラス質の粒

2 1 縄文土器 B －キ 深　 鉢 斜方向の2条の沈線文、横ナデ、 横ナデ 褐灰 灰褐 良好 4m m 以下の茶色の粒、1m m 以下の
Ⅳ層 口綾部 沈線文、貝殻腹縁刺突文 灰褐色 ・褐色 ・白色の粒 ・ガラス

質の透明光沢の粒

22 縄文土器 D －キ 探　 鉢 ナデ、横方向に斜の貝殻腹練達 貝殻条痕文の後横ナデ にぷい褐 にぷい褐 良好 微細な灰白色 ・黒色光沢 ・無色透

Ⅴ層 口縁部 続刺突文、2条の沈線文 明光沢の粒
23 縄文土器 S E l 深　 鉢

口縁部

横ナデ、横方向に斜の貝殻腹緑

連続刺突文、横ナデ後棒状工具

による4条の沈線文

横 ・斜の貝殻条痕文の後ナデ 褐灰 にぷい褐 良好 1．5m m 以下の灰 白色、微細な無色

透明光沢の粒

24 縄文土器 D －キ

Ⅴ層

探　 鉢

口縁部

ナデ、棒状工具による沈線文、

斜方向の貝殻腹緑連続刺突文
横の貝殻条痕文、押圧の跡あり 褐 褐 良好 2m m 以下の茶色の粒

25 縄文土器 D －カ 深　 鉢 口唇部に押圧の凹み、ナデ、棒 横の貝殻条痕文の後ナデ にぷい褐 にぷい褐 良好 2m m 以下の無色光沢、微細な黒色
Ⅳ層 口縁部 状工具による横 ・縦 の2条の沈

線文
光沢の粒、細長い鉱物粒

2 6 縄文土器 C －カ

B －カ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

横の貝殻条痕文、斜の貝殻腹緑

連続刺突文、棒状工具による横

に3条の沈線文で端部に刺突文

横 ・斜方向の貝殻条痕文 明赤褐 明赤褐 良好 1m m 以下の白色 ・黒色光沢の粒 残存率1／8

口径34．4cm

27 縄文土器 C －カ 深　 鉢 横ナデ、煤付着、沈線文、沈線 横ナデ、粘土の継 ぎ目、工具に にぷい褐 にぷい黄橙 良好 1m m 以下の白色の粒 ・黒色光沢の
Ⅴ層 口縁部 の端部に刺突文 よる横ナデ 粒

28 縄文土器 C －カ

Ⅴ層
深　 鉢

口縁部

横ナデ、一部煤付着 ナデ にぷい褐 明赤褐 良好 3m m 以下の灰色の粒、 1m m 以下の

乳白色 ・黒色光沢の粒
29 縄文土器 B －キT R 深　 鉢 横ナデ、全体的に黒変、一部煤 横ナデ にぷい褐 にぷい褐 良好 4m m 以下の灰色の粒、 1m m 以下の

Ⅴ層 口縁部 付着、粘土の継ぎ目 明褐 乳白色の粒

30 縄文土器 B C －キ

Ⅴ層

B －キ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

深　 鉢

口縁部

ナデ、貝殻条痕文の後ナデ 貝殻条痕文の後ナデ にぷい黄橙 灰黄褐 良好 2m m 以下の黒色 ・灰色の粒

3 1 縄文土器 貝殻条痕文の後ナデ 貝殻条痕文の後ナデ にぷい褐 にぷい赤褐

橙

明赤褐

良好 1m m 以下の黒色光沢の粒

32

33

34

縄文土器 【∃
B －オ 深　 鉢 横ナデ、斜ナデ、斜 ・横の貝殻 横の貝殻条痕文の後ナデ にぷい赤褐 良好 3m m 程の褐色の粒、0．5 m m 以下の
Ⅴ層 口縁部 条痕文 褐色 ・白色の粒、ガラス質の透明

縄文土器 C －エ 探．鉢 ナデ、横の貝殻条痕文、斜の貝 横 の貝殻条痕文、一部横の上を 明赤褐 ・ 良好

光沢の粒

2．2m m 以下の灰 白色 ・黄褐色 ・赤
Ⅴ層 口緑部 殻腹緑連続刺突文 斜の貝殻条痕文 褐色の粒、 1m m 以下の黒色光沢 ・

縄文土器 B －カ 探　 鉢 斜の貝殻腹縁連続刺突文、横の 横の貝殻条痕文 にぷい橙 明赤褐 良好

透明光沢の粒

1m m 以下の灰色光沢 ・白色光沢の
Ⅴ層 胴　 部 貝殻条痕文、横ナデ 粒
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第5表　下星野遺跡A区　縄文後期～晩期土器観察表（2）

図番号 種別 出土位置 器種 ・部位
文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考
外　　 面 内　　 面 外面 内面

35 縄文土器 B －オ

B －エ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

斜の貝殻腹縁連続刺突文 ・押引

文、貝殻条痕の上を横ナデ

横 ・斜方向の貝殻条痕文 灰褐 ． にぷい褐 良好 2m m の白色光沢 ・草色光沢の粒

36 縄文土器 B －カ 深　 鉢 横方向の貝殻条痕文、横方向に 横 ・斜方向の貝殻条痕文 灰褐 褐 良好 2 m m 以下の灰白色、1．5m m 以下の

Ⅴ層 口縁部付近 横 ・斜の貝殻腹縁連続刺突文、

煤付着

黒色、微細な無色光沢の粒

37 縄文土器 C －カク 深　 鉢 横ナデ、横方向に斜の貝殻腹縁 横方向の貝殻条痕文 明赤褐 明赤褐 良好 2 m m 以下の灰色 ・黒色、微細な無

Ⅴ層 口縁部 連続刺突文 色光沢 ・黒色光沢の粒

3 8 縄文土器 B －ク

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

ナデ、斜の貝殻腹縁連続刺突文、

斜に6条の沈線文、端部 に工具

刺突文

粗い横ナデ 明赤褐 明赤褐 良好 2m m 以下のガラス質の粒

39 縄文土器 B －キT R 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文、貝殻腹練達 斜 ・横の貝殻条痕文 にぷい赤褐 にぷい赤褐 良好 0．5m m 以下の褐色 ・白色の粒 ・柱

Ⅴ層 口縁部 続刺突文、横の沈線文 状の黒色光沢の粒、透明ガラス質

の粒

4 0 縄文土器 B －キ 深　 鉢 横の貝殻条痕文、斜の貝殻腹縁 横方向の貝殻条痕文 にぷい褐 明赤褐 良好 2m m 以下の乳白色の粒、 1m m 以下

Ⅴ層 口縁部 連続刺突文」3条の沈線 と沈線

端部に工具刺突文

のガラス質の粒

4 1 縄文土器 B －カ 深　 鉢 斜の貝殻条痕文の後ナデ、‾ナデ 斜方向の貝殻条痕文の後ナデ 灰褐 橙 良好 1m m 以下の茶色 ・褐色 ・白色 ・ガ

Ⅴ層 口縁部 上に貝殻腹縁連続刺突文 ・工具

刺突 ・横の沈線文

ラス質の透明光沢の粒

4 2 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

横ナデ、押引文、ナデ上に斜の

貝殻腹縁連続刺突文、沈線文

貝殻条痕文の後ナデ、貝殻条痕

文

明赤褐 灰褐

にぷい褐

良好 1m m 以下の白色 ・黒色光沢の粒

4 3 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

横ナデ、横の貝殻条痕文、斜の

貝殻腹縁連続刺突文

横の貝殻粂痕文、横ナデ 暗赤褐 にぷい赤褐 良好 1m m 以下の透明光沢 ・白色の粒

44 1 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文、ナデの上か 剥離面あり、斜の貝殻条痕文の 灰褐 にぷい赤褐 良好 1m m 以下の黒色光沢 ・白色光沢の

Ⅴ層 口縁部 ら斜の貝殻腹縁連続刺突文 後ナデ 粒

4 5 縄文土器 C －エ 深　 鉢 ナデ、横 の貝殻条痕文の後にナ 横 ・斜の貝殻粂痕文の後ナデ 暗赤褐 橙 良好 2m m 以下の褐色の粒、 1m m 以下の

Ⅴ層 口縁部 デ、斜の貝殻腹縁連続刺突文、

横の粗い貝殻条痕文

黒褐 赤茶色の粒、rO．5甲m 以下の透明光

沢の粒

4 6 縄文土器 B －カ 深　 鉢 強い横ナデ、横ナデの後斜の貝 丁寧 な横ナデ、斜 ・横の貝殻条

痕文

橙 橙 良好 6 m m 以下の石の粒 を多 く含む。

Ⅴ層 口縁部 殻腹縁連続刺突文、一部煤付着 0．5m m 以下の白色 ・褐色の粒

47 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ナデ、横の貝殻条痕文、斜の貝 貝殻条痕文、横ナデ 褐 にぷい橙 良好 5m m 以下の灰 白色 の粒、0．5m m 以

Ⅴ層 口緑部 殻腹縁連続刺突文、横ナデ 下のガラス様の光沢の粒

48 縄文土器 B －カ 深　 鉢 横ナデ、斜の貝殻腹緑連続刺突 貝殻条痕文の後ナデ 灰黄褐 橙 良好 3m m 以下の灰 白色 の粒、0．5m m 以

Ⅴ層 口縁部 文、斜のナデ、斜の貝殻条痕文 にぷい赤褐 下のガラス様に光る粒

49 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

斜の貝殻条痕文の後横ナデ、斜

の貝殻腹縁連続刺突文

横の貝殻条痕文の後ナデ、横の

貝殻条痕文

にぷい褐 にぷい黄褐 良好 1m m 以下の白色の粒

50 縄文土器 A 区一括 深　 鉢

口縁部

横 ・斜 の貝殻条痕文、斜 の貝殻

腹縁連続刺突文

横 ・斜の貝殻条痕文 黒褐

褐

暗褐

褐

良好 1．5 m m 以下の灰色 ・にぷい橙色 ・

白色、微細な無色透明光沢の粒

5 1 縄文土器 B －キT R 深　 鉢 横ナデ、貝殻腹縁連続刺突文、 横ナデ、全体的に黒変 にぷい褐 にぷい褐 良好 3．3m m 以下の金色 ・黄褐色 ・灰褐

Ⅴ層 ロ縁部 斜のナデ、全体的に黒変 褐灰 暗褐 色の粒 を含む。雲母を多量に含む。

52 縄文土器 C －カ 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文、貝殻条痕文 貝殻粂痕文の後ナデ、貝殻条痕

文

明赤褐 明赤褐 良好 3m m 以下の灰色の粒、2m m 以下の 残存率1〃

Ⅴ層 口縁部 上を斜の貝殻腹縁連続刺突文 赤茶色の粒 口径20．0cm

53 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文、貝殻粂痕文 斜の貝殻条痕文、横 の貝殻条痕 明赤褐 にぷい褐 良好 2m m 以下の褐色の粒、1m m 以下の 残存率1〃

Ⅴ層 口縁部 ・の後斜の貝殻腹縁連続刺突文 文の後ナデ 乳白色の粒 口径13．9cm

54 縄文土器 B －キ 深　 鉢 横ナデ、部分的に煤付着、横の 斜 ・横 の貝殻条痕文の後ナデ、 にぷい橙 にぷい褐 良好 1m m 以下の黒色の粒、3m m 以下の

Ⅴ層 口綾部 貝殻条痕文の後斜の貝殻腹縁連

続刺突文

横ナデ 褐灰 灰白色の粒、0．5 m m 以下のガラス

棟に光 る粒

55 縄文土器 B －オ 深　 鉢 横 ・斜の貝殻条痕文、斜の貝殻 貝殻粂痕文の後ナデ、斜の貝殻 にぷい褐 にぷい褐 良好 1m m 以下の白色の粒 残存率囲

Ⅴ層 口縁部 腹緑連続刺突文 粂痕文 口径12．0cm

56 縄文土器 B －キT R 深　 鉢 横 ・斜の貝殻条痕文、貝殻条痕 横方向の貝殻条痕文、ナデ、指 にぷい橙 にぷい橙 良好 1．5m m 以下の白色の粒 ・刷 りガラ 残存率1〃

Ⅴ層 口縁部 文の後斜 の貝殻腹縁連続刺突文

一部煤付着

頭痕 ス様 の粒、0．5m m 以下のガラス質

の透明光沢の粒

口径12．2cm

57 縄文土器 B －キ 深　 鉢 横 ・斜の貝殻条痕文の後ナデ、 貝殻条痕文の後ナデ、ナデ、強 灰黄褐 明赤褐 良好 4m m 以下の厚褐色 ・黒褐色の粒、 残存率1／6

Ⅴ層 口縁部 斜の貝殻腹緑連続刺突文、粗い

斜の貝殻条痕文

いナデ、粗い斜のナデ 黒褐 灰褐 柱状黒色光沢の粒、極細かい光沢

の粒

口径15．2cm

5 8 縄文土器 B －カ 深　 鉢 横の貝殻粂痕文の後ナデ、斜の 横ナデ、斜のナデ、横の貝殻条 褐

黒褐

にぷい赤褐 良好 3m m 以下の褐色の粒、 1m m 以下の

C －カ

Ⅴ層

口縁部 貝殻腹縁連続刺突文 痕文 ・ 褐灰 ガラス状光沢粒 ・灰色の粒

59 縄文土器 B －オ 深　 鉢 横ナデ、斜 ・横の貝殻条痕文、 貝殻条痕文の後横ナデ 明赤褐 明赤褐 良好 2m m 以下のガラス質の粒 ・灰 白色 残存率1／5

Ⅴ層 ロ縁部 斜の貝殻腹緑連続刺突文、斜の

ナデ

の粒 口径12．7cm

60 縄文土器 B －キ 深　 鉢 横ナデ、貝殻条痕文の後横方向 横の貝殻条痕文 黒褐 黒褐 良好 微細な灰白色 ・黒色光沢 ・無色光

Ⅴ層 ・口縁部 に斜の貝殻腹縁連続刺突文 沢の粒

61 縄文土器 C －エ 深　 鉢 横ナデ、ナデの後横方向に斜の 横 ・斜の貝殻条痕文 にぷい黄褐 にぷい黄褐 良好 1．5 m m 以下の無色透明光沢、微細

Ⅴ層 口縁部 貝殻腹緑連続刺突文、斜の貝殻

条痕文

な灰 白色 ・黒色光沢の粒

62 縄文土器 A 区一括 深　 鉢 横の貝殻条痕文の後横方向に斜 斜の貝殻条痕文 明褐 褐

橙

良好 2m m以下の黒色、1m m 以下の白色、

口縁部 の貝殻腹縁連続刺突文 橙 微細な黒色光沢の粒

63 縄文土器 B －キT R 深　 鉢 ナデ、斜の貝殻腹縁連続刺突文 斜 ・横の貝殻条痕文、ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 1．8m m 以下の灰 白色の粒、1m m 以

Ⅴ層 口縁部 斜の貝殻腹縁連続刺突文 下の黒色の粒、 1．2 m m 以下のガラ

ス様 に光る粒

64 縄文土器 B －キ 探　 鉢

d　立

ナデ、横の貝殻条痕文、斜の月

士　 J 、車J　　　　　　 目・

横 ・斜の貝殻条痕文 灰赤

鈍い赤褐

にぷい赤褐 良好 3m m 以下の灰 白色の粒、0．8m m 以

下のガ‾ス様に光る粒

65 縄文土器
Ⅴ層

B －カ

口緑郡

深　 鉢

J　立

殻腹緑迂続押引文、工六痕

ナデ、横の貝殻粂痕文、斜の貝殻

路線刺安せ、全備朗恨里亦

横方向の貝殻条痕文の後斜の貝

士

′　ヽ
にぷい褐 明赤褐 良好 フ　　　　 」　　　 址

4m m 以下の乳白色の粒、1m m 以下

の透明光沢の粒
66 縄文土器

Ⅴ層

A 区一括

ロ縁郡

深　 鉢
J　立

腹緑迂続刺大文、三体的に…、孔

横 の貝殻粂痕文、横方向に斜の

目士　 J 、姓剤ク舞

殻条痕文

横ナデ、風化気味
黒褐 明褐

ずぶ 、橙

良好

良好

良好

抑ル刀匠　 ＿

5m m 以下のにぷい橙色の粒、2m m
以下の灰色の粒

67 縄文土器 A 区一括
口縁那

深　 鉢

口緑部

ハ殻腹縁連続刺ヲヒ文

横 ・斜の貝殻条痕文、横方向に

斜の 目殻腹縁連続刺突文

横方向の貝殻条痕文 橙

暗褐

に　 レ　且

にぷい赤褐

火　　　 址

2m m 以下の白色 ・灰色 ・黒色 ・に

ぷい橙色の粒
68 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

／　ロ
深　 鉢

口緑部

／　　　　　／ヽ
斜の粗いナデ、口唇部に煤付着 横の貝殻粂痕文、ナデ、全体的

に黒変

橙 オリーブ黒 2m m 以下の褐色 ・ガラス質の粒
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第6表　下星野遺跡A区　縄文後期～晩期土器観察表（3）

図番口 種別 出土位置 器種 ・部位
文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考外　　 面 内　　 面 外面 内面

69 縄文土器 B －カ 深　 鉢 ナデ、斜の貝殻条痕文、一部煤 横の貝殻条痕文の後ナデ にぷい赤褐 にぷい黄橙 良好 2 m m 程の石の粒、 1．5m m 以下の褐 残存率1／5
Ⅴ層 口綾部 付着 色 の粒、0．5m m 以下のガラス質透

明光沢の粒

口径19．5cm

70 縄文土器 B －キ 深　 鉢 横 の貝殻条痕文、横の貝殻条痕 ナデ、横 ・斜のナデ、粘質・の柔 灰褐 にぷい赤褐 良好 4 m m 以下の赤褐色の粒、1m m 以下
Ⅴ層 口緑部 文の後斜ナデ、指頭痕 らかい痕跡あ り のガラス質の粒

71 縄文土器 芋C l 深　 鉢

胴　 部

横の貝殻条痕文、全体的に黒変 横の貝殻条痕文の後ナデ にぷい黄褐 にぷい褐 良好 5m m 以下の暗褐色 ・黄灰色の粒

72 縄文土器 B －キ ・

Ⅴ層

深　 鉢

胴　 部
横の貝殻条痕文の後丁寧なナデ 斜の貝殻条痕文 にぷい黄褐 明赤褐 良好 2m m 以下の茶褐色の粒

73 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

探　 鉢

頚　 部

斜の貝殻腹縁連続刺突文、横の

貝殻条痕文、一部黒変

横の貝殻条痕文の後ナデ、一部

黒変
灰褐 にぷい褐 良好 3m m 以下の暗褐色 ・黄灰色の粒

7 4 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

深　 鉢

底　 部

斜の貝殻条痕文、ナデ 粗い斜の貝殻条痕文 にぷい橙

灰黄褐

にぷい橙 良好 1m m 以下の褐灰色の粒、微細 な金

色の光沢粒

7 5 縄文土器 B －エオ 深　 鉢 斜の貝殻条痕文、底面はナデ ナデ にぷい褐 橙 良好 2m m 以下の黒色の粒、 1．8m m 以下 全体的に
Ⅴ層 底　 部 オリーブ黒 にぷい黄橙 の灰 白色の粒 剥離が見

られる。

7 6 縄文土器 B －キT R

V 層

深　 鉢

底　 部

貝殻条痕文の後ナデ、底部は網

代底

貝殻条痕文の後強いナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

褐灰

良好 2m m 以下の褐灰色の粧 残存率1／2

底径8．7cm
77 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

探　 鉢

底　 部

ナデ、底面風化著しい 貝殻条痕文、ナデ にぷい褐 橙

・にぷい黄橙

良好 3m m 以下の灰 白色の粒、 0．5m m 以

下のガラス様 に光る粧

残存率鍋

底径11．2cm

7 8 縄文土器 B －キT R 探　 鉢 斜の貝殻条痕文、底面は丁寧な ナデ にぷい褐 にぷい褐 良好 2m m 以下のガラス質の粒、1m m 以 底部完形
Ⅴ層 底　 部 ナデ、風化気味 下の乳白色の粒 底径8．2cm

79 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

深　 鉢

底　 部

ナデ、底面 は風化気味 横ナデ 明赤褐 明赤褐 良好 2m m 以下のガラス質 ・柱状黒色光

沢の粒

残存率1／5

底径10．8cm

80 縄文土器 B －オ

Ⅴ層

鉢

底　 部

丁寧なナデ ナデ 暗灰黄

灰黄褐

灰黄褐

明褐

良好 2m m 以下の褐灰色 ・柱状黒色光沢

の粒
8 1 縄文土器 B －カ 深　 鉢 口唇部に浅い沈線文、浅い沈線 ミガキ にぷい黄褐 黄灰 阜好 1．5m m 以下の黄褐色砂粒、 1m m 以

Ⅴ層 口縁部 文、ミガキ 褐灰 下の黒色光沢砂粒

82 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ミガ予、貝殻疑似縄文、沈線文 沈線文、ミガキか 明黄褐 黄褐 良好 2．5m m 以下の灰自 ・淡黄色の砂粒、

Ⅴ層 口縁部 全体的に風化著しい 灰黄褐 黒褐 0．8m m 以下の黒色光沢砂粒

83 縄文土器 C －カ

Ⅳ層

探　 鉢

口縁部

ミガキ、沈線文、貝殻疑似縄文 風化著 しいため調整不明 にぷい黄橙

褐灰

黄褐

暗灰黄

良好 1．8m m 以下の黄褐 ・褐 ・灰褐砂粒、

1．5m m 以下の細長い黒色光沢砂粒
84 縄文土器 D －カ

Ⅳ ・Ⅴ層

浅　 鉢

胴　 部

横の沈線 1条、横の沈線 2条、ミ

ガキ、貝殻疑似縄文、一部煤付
着、風化気味

ミガキ、黒斑 黄灰 黄灰

灰黄

良好 1m m 以下の浅黄色粒

85 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

鉢

胴　 部

ミガキ、沈線文、貝殻疑似縄文 ミガキ 暗灰黄 黄灰 良好 2．8m m 以下の黒灰 ・茶 ・灰白色砂

粒

86 縄文土器 B －カ 鉢 横 の沈線 1条、 ミガキ、貝殻疑 丁寧な横ナデかミガキ 褐灰 赤

にぷい赤褐

良好 1m m 以下の金色光沢粒、1m m 以下
Ⅴ層 胴　 部 似縄文、丹塗 の灰白色粒を多量に含む。

87 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

深　 鉢

口縁部

横ナデ、丁寧なナデ後横方向に

斜の貝殻腹縁連続刺突文

横の貝殻条痕文の後ナデ 灰褐 にぷい褐 良好 微細な灰白色の粒

88 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文の後横方向に 貝殻条痕文の後横方向に斜の貝 褐 灰黄褐 良好 1．5m m 以下の灰白色 ・にぷい橙色、 内面に月
Ⅴ層 口縁部 斜の貝殻腹縁連続刺突文 殻腹縁連続刺突文、黒斑 微細な無色透明光沢の粒 殻刺突文

89 縄文土器 B －キ 深　 鉢 ナデ、貝殻条痕文の後横方向に 貝殻条痕文の後横方向に斜の貝 橙 明赤褐 良好 4m m 以下の赤褐色、2m m 以下の灰 内面に月
Ⅴ層 口緑部 斜の貝殻腹縁連続刺突文 殻腹緑連続刺突文 白色 ・黒色、微細な無色透明光沢 ・

黒色光沢の粒

殻刺突文

90 縄文土器 C －カ 深　 鉢 横ナデ、工具による連続刺突文 横ナデ 黒褐 明赤褐 良好 3m m 以下のガラス質の粒、 1m m 以
Ⅴ層 口縁部 斜方向のナデ 下の乳白色の粒

91 縄文土器 A 区

一括

探　 鉢

口縁部

横ナデ、貝殻条痕文、線刻 貝殻条痕文、線刻 にぷい橙 にぷい橙 良好 0．5m m 以下の褐 ・白色砂粒

92 縄文土器 S E l 鉢

口縁部

横ナデ、沈線か工具痕 横ナデ にぷい赤褐 橙 良好 1m m 以下の灰褐色粒、0．5m m 以下

のガラス状 に光る粒 を含む。微細

な金色光沢粒 を多 く含む。

9 3 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

脚台付皿

口縁部

丁寧なナデ 横 ・斜の貝殻条痕文 にぷい褐 明赤褐 良好 5m m 以下の茶褐 ・鈍い橙色の粒、

微細な金色光沢粒

94 縄文土器 B －カ 深　 鉢 ナデ、横方向の貝殻条痕文の後 横方向の貝殻条痕文、ナデ 明赤褐 明赤褐 良好 2m m 以下のガラス質の粒、1m m 以 95 と同一
Ⅴ層 口縁部 横ナデ、工具による連続刺突文 下の乳白色の粒‾ 個体

95 縄文土器 C －エ 探　 鉢 ナデ、工具による連続刺突文、 横 ・斜方向の貝殻条痕文 明赤褐 明赤褐 良好 2m m 以下のガラス質の粒、1m m 以 94と同一
Ⅴ層 胴　 部 横 ・斜方向の貝殻条痕文の後ナ

デ

下の柱状黒色光沢の粒 個体

96 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

探　 鉢

口綾部付近
横ナデ、風化気味、1貝殻条痕文

の後ナデか、斜の貝殻条痕文か

洗練文

横ナデ オリーブ褐 にぷい黄 良好 2 m m 以下の黒 ・白色粒

97 縄文土器 D －キ 脚台付皿 剥離、貝殻腹縁連続刺突文 に赤 ナデ 明赤褐 にぷい黄橙 良好 2 m m 以下の灰白色砂粒、3m m 以下
Ⅲ層 皿　 部 色顔料付着、棒状工具による連

続刺突文、ナデ
にぷい橙 暗灰黄 の黒褐色砂粒

98 縄文土器 C －カ

Ⅳ層

脚台付皿

装飾部

縦ナデ 洗練 橙 樟 良好 2 m m 以下の褐色粒、0．5m m 以下の

灰白色粒

99 縄文土器 B －エ

Ⅴ層 ‘

注口土器

注口部

ナデ、刺突文 貝殻条痕文、穿孔 にぷい赤褐 にぷい赤褐 良好 1m m 以下の褐色粒、細かいガラス

質の透明光沢粒

100 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

鉢

口縁部の飾

り

口唇部に指押 さえ、貝殻腹縁連

続刺突文

指押さえ、ナデ 明赤褐 橙 良好 1m m 以下の白色粒

10 1 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

C －エ

Ⅴ層

C －エ

Ⅴ層

B －キ

Ⅴ層

脚台付浅鉢

脚　 部

脚台付浅鉢

脚　 部

脚台付浅鉢

脚　 部

脚台付浅鉢

脚　 部

ナデ、連続刺突文 ナデ

ナデ

明赤褐

橙

にぷい黄橙

にぷい赤褐 良好 4m m 以下の褐色粒、3m m 以下の黄

橙色粒、2 m m 以下の灰 白色粒

3m m 以下の黒褐色粒、2m m 以下の
ガラス質粒、 1m m 以下の褐色砂粒

4m m 以下の褐色粒、2m m 以下の自 ・
黒色粒

2m m 以下の褐色粒、1m m 以下の乳
白色粒、 1．5m m 以下の透明光沢粒

102 縄文土器 刻み状の文様、ナデ にぷい黄褐 良好

103 縄文土器 横ナデ、刺突文、沈線文 横のミガキ 灰黄褐 良好

104 縄文土器 横ナデ、全体的に黒変 横ナデ 明赤褐 にぷい赤褐 良好
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第7表　下星野遺跡A区　縄文後期～晩期土器観察表（4）

図番号 種別 出土位置 器種 ・部位
文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考
外　　 面 内　　 面 外面 内面

105 縄文土器 C 一エ

Ⅴ層

脚台付浅鉢

脚　 部

縦 ・横 ・斜のナデ、一部煤付着 横ナデ 明赤褐 明赤褐

灰褐 ‘

良好 3m m 以下の乳白色粒、 1m m 以下の

透明光沢粒
J＿10 6 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

土器加工円

盤

ナデ ナデ 橙 橙 良好 1m m 以下の灰 ・褐 ・白色砂粒、カ

ラス質の透明光沢粒
」＿　　　　　　や．・・一10 7 縄文土器 C －カ

Ⅳ層

土器加工円

盤

ナデ 貝殻条痕文 にぷい橙 橙 良好 1m m 以下の褐色砂粒 ・カフス質の

透明光沢粒 を含む。 3m m 程度の褐

色の粒を2個含む。

・－Iニl一　　　　　　　　」」　　　　　　　　　　　ヽ108 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

土器加工円

盤

横ナデ、．横の貝殻条痕文 横ナデ、斜の貝殻粂痕文の後ナ

デか

にぷい赤褐 灰褐 良好 1．5 m m 以下の赤余色砂粒、 1m m 以

下のガラス質の透明光沢粒 ・褐 ・
白色の砂粒

や、．一　　　　　　　　　　　　　　ヽ109 縄文土器 B －キ

Ⅴ層

土器片錘 橙

灰

橙

灰

良好 0．5m m 以下の白色 ・カフス質の透

明光沢粒

　ヽ′　ヽ110 縄文土器 S E l 浅・鉢

ロ縁部

ミガキ ミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良平 1．2m m 以下の褐 ・灰 自 ・透明光沢

砂粒

1 11 縄文土器 A 区一括 浅　 鉢

ロ縁部

丁寧なナデ、沈線文 ナデ、丹塗か にぷい褐 にぷい赤褐 良好 1．2m m 以下の灰白色砂粒、 0．5m m

以下のガラス様に光る砂粒

1 12 縄文土器 S E 2 浅　 鉢

口縁部

丁寧なナデ 丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下の黒 ・褐 ・赤褐 ・黒色光

沢 ・透明光沢砂粒

113 縄文土器 B －オ

Ⅴ層

浅　 鉢

口縁部

横のミガキ 横のミガキ にぷい橙

黄灰

にぷい黄橙

黄灰
良好 0．5 m m 以下の灰 白色砂粒

　ヽ′　ヽ114 縄文土器 A 区一括 浅　 鉢

口縁部

ナデ、横方向の浅い沈線文2条 ナデか風化気味、横方向の浅い

沈線文1条

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 0．5m m 以下の褐色 ・黒色透明光沢

砂粒

　ヽ　　　　　　　ヽ′115 縄文土器 S E l 浅　 鉢

口縁部

横方向のミガキ、風化気味 横ナデ、風化気味 にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 0．5m m 以下の褐灰色 ・黒色透明光

沢砂粒－

⊥116 縄文土器 A 区一括 浅　 鉢

底　 部

丁寧なナデ ナデ にぷい黄橙 灰黄褐 良好 0．5m m 以下の褐灰色砂粒

」＿117 縄文土器 B C キク

Ⅴ層

浅　 鉢

頚部～胴部

風化のため調整不明 横の箆ミガキ 浅黄 浅黄 良好 3m m 以下の茶褐色粒、 1m m 以下の

黒色粒、微細な金色光沢粒

」＿118 縄文土器 C －エ

Ⅴ層

．浅　 鉢

口縁部

ひれ状突起

ナデ、黒変、横ナデ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2m m 以下の白色粒、1m m 以下の透

明光沢柱状粒

119 縄文土器 S E l 浅　 鉢

ひれ状突起

箆ミガキ、沈線文 箆 ミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下の透明光沢柱状粒

⊥120 縄文土器 B C キク

Ⅴ層

孔列文土器

口縁下部

横の貝殻条痕文、穿孔 横の貝殻条痕文、一部ナデ 褐灰

灰黄

褐灰 良好 1m m 以下の明黄 ・灰白色粒

⊥　　　　　　　　　　　ヽ121 縄文土器 B －オ 深　 鉢 口唇部はナデ、横の貝殻条痕文 横の貝殻条痕文 灰黄 にぷい黄橙 良好 5m m 以下の褐灰色粒、 1m m 以下の
Ⅴ層 由縁部 粘土の返 り 明黄褐 ・黒褐色粒

122 縄文土器 B －カ

Ⅴ層

鉢

胴　 部

横方向のナデ、一部煤付着 横 ナデ にぷい黄橙 灰黄 良好 1．5m m の灰白色 ・1m m 以下の黒色

光沢 ・0．5m m 以下の無色透明光沢

砂粒

123 縄文土器 B －オ 深　 鉢 横方向の貝殻条痕の後ナデ、一 粗いナデ 灰黄褐 灰黄 良好 2．5m m 以下の灰 白色 ・黒色光沢 ・

Ⅴ層・ 頚　 部 部煤付着 軟質赤茶色砂粒、2m m 程の高師小

僧、4 m m 以下の褐鉄鉱粒

（3）石器

縄文後期～晩期の石器は第Ⅴ層の黒色土を中心にして387点出土し、器種による出土状況の差異は

見られなかった。石材は、砂岩が341点で88．1％を占め、その他流紋岩22点、礫岩9点、黒曜石4点、

チャート4点、頁岩3点、珪質頁岩1点、ホルンフェルス1点、凝灰岩1点、尾鈴酸性岩（磨石片）

1点である。

1～22はスクレイパーで34点出土している。そのうち4点が流紋岩でその他は砂岩でつくられて

いる。23～29は使用痕剥片で24点出土している。そのうちチャートが1点、流紋岩が1点で、その

他は砂岩である。30・31は二次加工剥片で8点出土している。30は頁岩で、流紋岩が1点、他は砂

岩である。32～37はコアで7点出土している。34は32と33が接合した資料である。35は頁岩、36

は流紋岩で他は砂岩である。38～43は磨石・蔽石で8点出土している。44・45は石皿である。46は

磨製石斧、47は切目石錘、48は磨製の石器、49・50は石鉄の未製品である。その他、チャート原石

3点、剥片・砕片296点が出土している。
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第23図　縄文後期～晩期石器実測図（10）

第8表　下星野遺跡A区　縄文後期～晩期石器計測表（1）
図番号 種　 別 出土 位 置 最大長 （cm ） 最大幅 （cm ） 最大厚 （cm ） 重量 （g ） 石材 備　 考

1 ス ク レ イパ ー B －キ T R V 層 8 ．4 0 7 ．7 8 2 ．7 2 1 5 6 ．1 砂 岩 実 測

2 ス ク レイパ ー C －エ Ⅴ層 5 ．6 5 5 ．6 5 1 ．8 5 6 5 ．2 砂 岩 実 預

3 ス ク レイパ ー B 一 カⅤ層 6 ．4 0 5 ．9 3 2 ．6 0 1 1 4 ．0 砂 岩 実 預

4 ス ク レイパ ー B －キ Ⅴ層 1 0 ．1 8 6 ．8 0 2 ．8 0 1 5 8 ．5 砂 岩 実 預

5 ス ク レイパ ー B －キ Ⅴ層 1 0 ．2 3 7 ．1 0 2 ．6 0 1 4 4 ．5 砂 岩 実 預

6 ス ク レイパ ー Ⅴ層 5 ．4 9 4 ．8 8 2 ．1 0 4 7 ．3 砂 岩 実 預

7 ス ク レイパ ー B － オⅤ層 4 ．0 0 6 ．3 5 1 ．6 8 3 4 ．8 砂 岩 実 禎

8 ス ク レイパ ー B － カ Ⅴ層 6 ．8 0 ・4 ．6 1 2 ．6 9 ・ 6 5 ．5 砂 岩 実 預

9 ス ク レイパ ー Ⅴ層 2 ．6 8 3 ．2 0 1 ．5 1 1 4 ．1 砂 岩 実 損

10 ス ク レイパ ー C － カ Ⅴ層 8 ．0 0 2 ．6 4 3 ．2 1 5 4 ．3 砂 岩 実 測

1 1 ス ク レイパ ー C － カ Ⅳ層 6 ．2 1 5 ．2 7 1 ．7 8 4 7 ．2 砂 岩 ．実 預

12 ス ク レイパ ー B － キ T R V 層 7 ．9 5 7 ．3 1 2 ．0 6 1 2 3 ．8 砂 岩 実 預

13 ス ク レイパ ー S E 2 5 ．8 3 2 ．7 8 1 ．5 1 1 8 ．8 流紋 岩 実 損

14 ス ク レイパ ー Ⅴ層 5 ．4 5 5 ．1 5 1 ．7 2 6 1 ．5 砂 岩 実 損

15 ス ク レイパ ー B － オ Ⅴ層 5 ．9 0 4 ．2 2 2 ．2 0 4 4 ．3 砂 岩 実預

16 ス ク レイパ ー C － カ T R V 層 1 0 ．9 5 5 ．7 1 3 ．0 5 1 2 6 ：3 砂 岩 実損

17 ス ク レイパ ー B － オ Ⅴ層 5 ．7 0 7 ．7 5 2 ．9 5 1 4 0 ．0 砂岩 実浬

18 ス ク レイパ ー B － キ Ⅴ層 7．．9 5 4 ．9 0 2 ．4 5 8 9 ．0 流紋 岩 実預

19 ス ク レイパ ー B ・C －キ・クⅤ層 5 ．1 7 5 ．5 5 1 ．7 5 5 0 ．0 砂 岩 実汲

2 0 ス ク レイパ ー Ⅴ層 6 ．1 0 5 ．2 5 ・ 2 ．2 5 6 2 ．0 砂 岩 実禎け

2 1 ス ク レイパ ー S E l 6 ：1 0 6 ．2 0 2 ．0 0 8 0 ．0 流 紋 岩 実 演け
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第9表　下星野遺跡A区　縄文後期～晩期石器計測表（2）
図番号 種 ．別 出土 位 置 最大長 （cm ） 最大幅 （cm ） 最大厚 （cm ）　 重量 （g ） 石 材 備　 考

2 2 ス ク レイ パ ー Ⅲ層 6 ．6 1 ′ 5 ．8 1 1 ．9 0 5 4 ．0 砂 岩 実 測

2 3 使 用 痕 剥片 B － キ Ⅴ層 7 ．8 0 5 ．3 0 1 ．6 0 6 0 ．5 砂 岩 実 測

2 4 使 用 痕剥 片 B － オ Ⅴ層 6 ．3 2 7 ．9 0 1 ．4 0 4 9 ．0 砂 岩 ・実 測

2 5 使 用 痕剥 片 Ⅴ層 3 ．9 6 7 ．0 0 1 ．4 5 2 4 ．‘6 砂 岩 実 測

2 6 使 用 痕剥 片 Ⅴ層 7 ．7 0 6 ．4 0 2 ．0 2 8 1 ．0 砂 岩 実 測

2 7 使 用 痕剥 片 B －エ オ Ⅴ層 6 ．1 0 6 ．9 0 1 ．9 0 5 2 ．3 砂 岩 実 測

2 8 使 用痕 剥 片 S E 2 3 ．8 0 4 ．1 0 1‾1 ．5 0 1 7 ．8 チ ャー ト 実 測

2 9 使 用痕 剥 片 B － カ Ⅴ層 9 ．4 0 6 ．6 5 1 ．9 2 1 7 6 ．7 砂 岩 実 測

3 0 二 次加 工 剥 片 C － カ Ⅳ層 1 ．3 8 2 ．6 0 1 ．2 0 3 ．1－ 頁 岩 実 測

3 1 二 次加 工 剥 片 B － オ Ⅴ層 7 ．1 2 8 ．2 0 2 ．9 8 1 6 9 ．7 砂 岩 実 測

3 2 コア B －キ T R V 層 2 ．9 0 4 ．1 0 5 ．1 1 砂 岩 実測

3 3 コア B － カ Ⅴ層 3 ．2 5 2 ．6 8 1 ．0 5 砂 岩 実測

34 コア （3 2 ＋ 3 3）

B －キ T R V 層

B － カⅤ層 3 ．0‾0 5 ．2 7 4 ．7 5 8 3 ．4 砂 岩

32 ・3 3 ・34 は接 合 資 料

実測

3 5 コア C －カ Ⅴ層 4 ．0 2 5 ．4 0 2 ．8 8 6 9 ．5 頁 若 実測

3 6 コア H －ケ Ⅲ層 5 ．6 5 6 ．8 1 2 ．5 7 9 7 ．7 流紋 岩 実測

37 コア C －エ Ⅴ層 8 ．6 5 7 ．0 8 4 ．3 0 2 3 6 ．0 砂 岩 実測

3 8 磨 石 B －オ Ⅴ層 6 ．9 0 5 ．8 9 3 ．3 0 1 9 0 ．0 砂 岩 実測

39 磨 石 C －エ Ⅳ層 7 ．8 0 7 ．3 5 5 ．8 0 4 3 0 ．0 砂 岩 実 測

4 0 磨 石 B 一 キ Ⅴ層 9 ．3 1 7 ．2 0 4 ．1 5 3 8 8 ．0 珪 質頁 若 実 測

4 1 磨 石 ・敲 石 B －オ Ⅴ層 1 2 ．7 0 1 1 ．1 5 5 ．2 5 8 2 5 ．0 砂 岩 実 測

4 2 磨 石 ・蔽 石 B － オ Ⅴ層 1 2 ．1 0 7 ．4 8 4 ．5 5 5 3 0 ．0 礫 岩 実 測

4 3 敲 石 B － カ Ⅴ層 9 ．8 0 1 0 ．0 5 5 ．5 5 4 8 0 ．0 砂 岩 実 測

4 4 石 皿 Ⅴ層 1 4 ．0 0 2 5 ．1 6 9 ．8 0 3 6 2 0 ．0 砂 岩 実 測

4 5 石 皿 Ⅴ層 1 9 ．4 5 1 8 ．6 0 9 ．5 0 2 2 7 0 ．0 砂 岩 実 測

4 6 磨 製 石斧 B － キ Ⅴ層 7 ．6 3 6 ．5 0 2 ．2 0 1 2 0 ．0 ホルンフェルス 実 測 ・定 角 式 ・風 化 気 味

4 7 切 目石錘 B ・C －キⅣ ・Ⅴ層 3 ．5 0 2 ．7 5 1 ．1 1 1 3 ．6 砂 岩 実 測

4 8 磨 製 石器 B － カ 3 ．5 0 2 ．0 0 0 ．4 0 2 ．8 頁 岩 実 測 ・石 包 丁 の破 片 研 磨 痕

4 9 石 鉄 未 製 品 G － ク 2 ．6 0 2 ．0 5 7 ．3 8 ・ 3 ．4 砂 岩 実 測 ・ガ ラス 質 が非 常 に多 い

5 0 石 鉄未 製 品 Ⅴ層 3 ．0 5 2 ．4 0 0 ．5 0 2 ．3 砂 岩 実 測

ス ク レイパ ー B ・C －キ・クⅤ層 4 ．0 0 8 ．4 0 1 ．8 0 6 2 ．6 砂 岩

ス ク レイパ ー B － キ Ⅴ層 8 ．0 0 6 ．8 0 2 ．4 0 1 6 1 ．7 砂 岩

ス ク レイパ ー B － キ Ⅴ層 8 ．6 0 5 ．5 0 2 ．7 0 1 3 3 ．4 砂 岩

ス ク レイパ ー B － キ Ⅴ層 7 ．6 0 7 ．3 0 0 ．9 0 4 6 ．5 砂 岩

ス ク レイパ ー B － キ Ⅴ層 5 ．0 0 4 ．7 0 1 ．7 0 4 0 ．7 砂 岩

ス ク レイパ ー C － カⅤ層 5 ．0 0 2 ．6 0 0 ．9 0 1 3 ．5 砂 岩

ス ク レイパ ー B － キT R V 層 2 ．7 0 3 ．5 0 9 ．5 0 7 ．4 砂 岩

ス ク レイパ ー S E l 8 ．0 0 4 ．1 0 1 ．7 0 4 1 ．1． 砂 岩

ス ク レイパ ー B － カⅤ層 5 ．9 0 2 ．6 0 0 ．9 0 1 3 ．6 流紋 岩

ス ク レイパ ー B － カⅤ層 9 ．6 0 8 ．5 0 1 ．8 0 1 1 4 ．2 砂 岩

ス ク レイパ ー S E 2 7 ．2 0 5 ．2 0 1 ．0 0 4 3 ．5 砂 岩

ス グ レイパ ー C － カⅣ層 6 ．6 0 3 ．1 0 1 ．7 0 3 1 ．4 砂 岩

二次 加 工 剥 片 Ⅴ層 7 ．6 0 5 ．3 0 1 2・．5 0 5 9 ．5 流紋 岩

二次 加 工 剥 片 B －キ T R V 層 6 ．5 0 4 ．8 0 1 ．8 0 4 8 ．0 砂 岩

二次 加 工 剥片 B －キ Ⅳ層 7 ．2 0 5 ．7 0 2 ．2 0 9 0 ．1 砂 岩

二次 加 工 剥片 B －キ T R V 層 5 ．1 0 3 ．7 0 1 ．3 0 2 5 ．4 砂 岩

二次 加 工剥 片 C － エ Ⅴ層 9 ．1 0 6 ．1 0 2 ．0 0 6 6 ．9 砂 岩

二 次 加 工剥 片 C － カ Ⅳ層 8 ．0 0 4 ．2 0 1 ．9 0 4 2 ．4 砂 岩

使 用 痕 剥片 B － エ オ Ⅴ層 7 ．7 0 6 ．1 0 1 3 ．5 0 5 3 ．8 砂 岩

使 用 痕 剥片 B － エ オ Ⅴ層 7 ．5 0 6 ．1 0 2 ．1 0 1 1 8 ．0 砂 岩

使 用 痕剥 片 B － カ Ⅴ層 7 ．6 0 6 ．3 0 1 ．5 0 6 2 ．4 砂 岩

使 用 痕剥 片 B － キ Ⅴ層 1 0 ．3 0 3 ．9 0 2 ．0 0 7 1 ．8 砂 岩

使 用 痕剥 片 B － キ T R V 層 6 ．5 0 4 ．2 0 2 ．4 0 5 4 ．8 砂 岩

使 用 痕剥 片 Ⅲ層 3 ．8 0 4 ．9 0 0 ．8 0 1 4 ．2 砂 岩

使 用 痕剥 片 B － オ Ⅴ層 3 ．6 0 5 ．0 0 1 ．0 0 1 7 ．7 砂 岩

使用 痕 剥 片 B ・C －キ・クⅤ層 7 ．6 0 4 ．9 0 1 ．4 0 4 8 ．0 砂 岩

使用 痕 剥 片 B － キ Ⅴ層 7 ．9 0 4 ．0 0 2 ．5 0 8 7 ．2 砂 岩

使 用 痕 剥 片 B －エ オ Ⅴ層 6 ．5 0 6 ．8 0 1 ．0 0 3 7 ．8 砂 岩

使 用 痕 剥 片 B －キ Ⅴ層 5 ．5 0 4 ．6 0 2 ．0 0 3 3 ．0 砂 岩

使 用 痕 剥 片 B －キ Ⅴ層 6 ．0 0 3 ．3 0 0 ．8 0 1 1 ．1 砂 岩

使 用 痕 剥 片 C － カⅤ層 7 ．3 0 8 ．5 0 2 ．6 0 1 8 9 ．4 砂 岩

使 用 痕 剥 片 S E l 7 ．0 0 1 0 ．1 0 2 ．3 0 1 6 0 ．3 砂 岩

使 用 痕 剥 片 B － カⅣ層 7 ．9 0 6 ．3 0 1 ．1 0 5 8 ．1 砂 岩

使 用 痕 剥 片 ’ Ⅴ層 8 ．1 0 5 ．0 0 2 ．0 0 6 7 ．8 砂 岩

使 用 痕 剥 片 S E l 5 ．2 0 5 ．5 0 1 ．8 0 5 9 ．0 流紋 岩

剥 片 B －カ Ⅴ層 9 ．4 0 8 ．5 0 2 ．7 0 2 5 8 ．9 砂 岩 一 側 辺 に微 細 な剥 離 が見 られ る

剥 片 B －カ Ⅴ層 7 ．2 0 6 ．2 0 1 ．1 0 5 1 ．4 砂 岩 一 側 辺 に微 細 な剥 離 が見 られ る

コア B －カ Ⅴ層 6 ．3 0 4 ．7 0 2 ．1 0 6 2 ．5 砂 岩

磨 石 片 B －オ Ⅴ層 8 ．9 0 3 ．3 0 4 ．4 0 1 0 5 ．0 凝 灰 岩

チ ャ ー ト原 石 C －エ Ⅳ層 6 ．5 0 3 ．2 0 2 ．9 0 7 3 ．0 チ ャ ー ト

チ ャ ー ト原石 S E 2 7 ．6 0 5 ．5 0 6 ．4 0 3 1 7 ．1 チ ャ ー ト

チ ャ ー ト原石 B － キ Ⅴ層 7 ．1 0 6 ．8 0 4 ．9 0 3 1 4 ．8 チ ャー ト

ー92－



4　弥生時代～古墳時代の遺構と遺物　　A

（1）竪穴住居跡

竪穴住居跡は、調査区のほぼ中央部

（C－キグリッド）に土層確認のため

のトレンチ2を掘削中に断面で住居の

壁の落ち込みを確認し検出された。プ

ランを検討したが2軒以上の切り合い

であり、また、埋土の堆積状況や土層　エ

断面・遺物の出土状況からもプランの

決定は困難であった。

柱穴は床面で6本確認された。1本

は住居跡の中央部で検出され、直径が

30cm・掘込み部分の直径14cm・検出

面からの深さ22cmである。南側の床

面では直径10cmの柱穴が確認された。

北東の壁際からは直径12cm～8cmの

柱穴が4本確認された。また、柱穴と

思われる跡が床面で3本・断面に1本

確認されている。中央部には厚さ10～

20cmの貼り床と思われる硬化面も確認

された。床面のレベルを見ると、北側

SA外の
遺物集中範囲

0　　　　　　　　　　100m

E　ト一二二二二∃二二二二二二二∃

0　　　　　　　　　　10m

」⊥
（S＝1／400）

第24図　弥生～古墳時代遺構分布図

トレンチ1断面から中央部の断差にか

けての部分が最も低く69．57mで、3．6mX2．8mの長方形プランと思われる（SAl）。次いで東側

トレンチ2の断面で観察される床面が69．70mで、2．4mX3．6mの長方形プランと思われる（SA2

）。最も高い床面が南側の平坦面の69．90mで、3．8mX4．0mの正方形プラン（SA3）である。焼土

と炭化材は土師器の嚢（15）の上位10cmのところで検出された。住居跡の出土遺物は、弥生時代か

ら古墳時代までの土器が出土しており、南側の床平坦面には壁際に弥生土器の嚢が倒れた状態で出

土した。トレンチ2の断面には土師器の脚台付鉢が出土している。床面直上の遺物や完形出土のも

のは少なく、遺構時期の判断は慎重さを要する。また、出土土器の接合状況を見ると住居内のみで

接合した土器は少なく、住居跡外の土器片と接合した土器が多い。住居跡のある地形が谷地形であ

ることを考えると、背後の斜面地からの遺物流入の可能性が十分にありえよう。床面のレベル差か

ら3時期の住居跡が考えられ、床面の埋土が埋まった時期に新たに住居が建てられたと考えられる。

また、前述のように切り合っているため正確な時期決定まではできないが、焼土とともに出土した

嚢の時期やそれ以前に使われていた住居にさまざまな時期の遺物が流入したものではないかと考え

られる。
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（2）土器

弥生から古墳時代の土器は、調査区中央部の谷地形に堆積していたⅣ層を中心に出土した。前述

のとおり遺構のプランが確定できなかったことと、遺構内と遺構外が多く接合したことから、まず

遺構内出土の土器と遺構外の土器と接合したものを図示し（第26～29図）、その後遺構外のみの出

土土器を図示した（第30・31図）。また、住居跡の判断が困難を要するため遺構ごとではなく器種

ごとに分けて図示した。

嚢（第26・27図1～22）

1は胴部の高い位置に胴部最大径がある。住居跡土器集中部から多くの土器片が出土した。パケ

で調整され、頚部に指押さえの跡が見られそうであるが明瞭ではない。2ほほほ完形で出土し、1

と同様に集中部からの出土が多い。胴部の高い位置に胴部最大径があり、パケ状の工具痕が見られ、

内面には胴下半部に黒変が見られる。3は南側の床面（SA3）から、ほぼ完形に近い状態で出土

した。少し歪な形をしており、頚部に粘土の貼付や工具痕が見られる。内外面に炭化物が付着して

おり、さらに外面には繊維痕らしきものもある。パケ目が明瞭でない。4は外面を横ナデの後、指

頭による浅いナデを施し、口綾部の内面には横方向のパケの後、指頭によるナデ上げが施されてい

る。5は内外面共に丁寧な横ナデが施してある。6は口綾部の外面に横方向のナデが施され、所々

煤が付着している。7は内面に炭化物付着の痕跡がわずかに見られる。8は風化著しく調整不明で

あるが、外面には煤付着が見られ、頚部内面には指頭によるナデ上げのような痕跡が見られる。9

は砂粒の動きから下から上に工具痕が見られるが風化が著しい。外面には所々に煤付着の痕跡が見

られる。10は内面に一部工具痕が見られ、外面にはパケの後ナデている部分が見られる。11は内外

面共に風化著しいがナデ調整である。12は嚢の底部である。完形で出土している。底部外面にパケ

らしき工具痕が見られ、底部内面には爪跡のような弧をなした刺突痕が見られる。13の底部外面に

は指頭痕があり、指押さえ時の爪跡らしき痕跡や指紋が残っている。底面には植物らしき細かい凹

線状の庄痕が見られ、籾痕らしき痕跡もある。14の外面は風化気味だがナデ調整である。内面には

黒斑部分が見られる。15は焼土の下から潰れた状態ではあるが完形で出土している。内外面ともに

風化が著しく調整は不明である。僅かに外面には工具によるナデが頚部に、指ナデが胴部下位に見

られ、内面には口緑部に指頭によるナデ、頚部に工具によるナデ、胴部から底部にかけては黒斑が

見られる。16は口緑が緩やかに外反する嚢である。風化が著しいため調整は不明である。17は口縁

部が外反する嚢である。風化が著しいが外面にはナデの痕跡が僅かに見られ、内面にはパケが施さ

れている。18は内外面共に風化が著しい。19は外面にタタキの痕跡があるが風化気味のため明瞭で

はない。内面には黒斑が見られる。20は風化が著しいが外面にパケの痕跡が見られる。

壷（第28・29図　23～36・53）

23は内外面共に目の大きなパケ目が見られるが風化のため明瞭ではない。24は完形で出土してい

る。頚部は短く外反し胴部中央部に最大径が位置する。内外面共に工具によるナデが見られ粘土の

継目も一部見られる。底部は指頭痕が明瞭に残り、僅かに平底を呈する。25は同一個体の壷である。

内外面共にパケ目で調整されている。26は櫛措波状文が施された二重口緑の壷である。27は外面に

工具によるナデが施され、内面には指頭によるナデ上げや粘土の継目が明瞭に残る。底部内面
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トレンチ1（Tl）a－a’

I　層　表土

Ⅱ　層　黒褐色土　　　10YR2／2

Ⅲ　層　黒褐色土　　　10YR2／3

Ⅳ　層　オリーブ褐色土　2．5Y4／4

V a層　黒褐色土　　　　2．5Y3／1

V b層　黒色土　　　　　2．5Y2／1

V c層　黒褐色土　　　　2．5Y3／1

V d層　黒色土　　　　10YRl．7／1

Ⅵ　層　黄色土　　　　　2．5Y7／8

Ⅶ　層　黒色土　　　　10YR1．7／1

Ⅷa層　橙色土　　　　　7．5YR6／8

Ⅷb層　褐色土　　　　　7．5YR4／6

Ⅸ　層　暗褐色土　　　10YR3／3

Ⅹ　層　にぷい黄褐色土　10YR4／3

A　層　黒褐色土　　　　2．5Y3／2

B　層　オリーブ褐色土　2．5Y4／4

文明軽石混入。

高原スコリア混入。

古墳時代の遺物を含む。

漸移層。やや締まっている。遺物を含む。
締まりはややゆるい。白色微細粒・遺物を含む。

締まりはややゆるい。最も多く土器を含む層。
締まっている。遺物なし。

シラスの二次堆積。地滑りによる崩落埋土。大戸火砕流・黒色・

暗褐色・黒褐色土のブロックを含む。
締まっている。遺物なし。

アカホヤ火山灰。

締まっている。アカホヤだが厚く堆積していない。
漸移層。締まっている。幸屋軽石が少量混入。

締まっている。
住居跡埋土。弥生～古墳時代の遺物を含む。

締まっている。

C　層　Ⅷa層アカホヤ火山灰とⅩ層にぷい黄褐色土の混ざり。

トレンチ2（T2）b－b’

Ⅱ　層　黒褐色土

Ⅲa層　黒褐色土

Ⅲb層　暗褐色土

Ⅳa層　オリーブ褐色土

Ⅳb層　赤褐色土

A　　　黒褐色土

A’　　黒褐色土

Ⅴ　層　黒色土

10YR2／2

10YR2／3

10YR3／4

2．5Y4／4

5Y4／6

2．5Y3／2

2．5Y3／2

文明軽石（白色火山灰）混入。締まっている。

高原スコリア（赤褐色）混入。締まっている。

漸移層。高原スコリア少量混入。締まっている。
黄色粒。炭化物少量混入。締まりややゆるい。

焼土。炭化材混入。締まりややゆるい。

住居跡埋土。シラス・アカホヤの小さなブロックが混入。締ま
りゆるい。

貼床。シラス・アカホヤのブロックがAに比べ多い。

10YR1．7／1白色細粒少量混入。締まっている

Ⅷ　層　橙色土　　　　　7．5YR6／8

Ⅹ　層　にぷい黄褐色土　10YR4！3

C‾C

Ⅱ　層　黒褐色土

Ⅲa層　黒褐色土

Ⅲb層　暗褐色土
Ⅳa層　オリーブ褐色土

Ⅳb層

ⅣC層　オリーブ褐色土
Ⅳピ層　暗オリーブ褐色土

Ⅴ　層　黒色土

Ⅷ　層　橙色土
Ⅹ　層　にぷい黄褐色土

A　　　黒褐色土

10YR2／2

10YR2／3

10YR3／4

2．5Y4／4

2．5Y4！4

2．5Y3／3

10YR1．7／1

7．5YR6／8

10YR4／3

2．5Y3／2

a’

アカホヤ火山灰。左側ほど堆積が薄い。

締まっている。この層の下にⅥ層シラスの二次堆積層がある。

文明軽石混入．
高原スコリア混入。

漸移層。

黄色粒・炭化物混入。古墳時代の遺物を含む。
炭化物（材）の堆積層。焼土あり。

漸移層。

漸移層。
アカホヤのブロックが混入。

アカホヤ火山灰。右側は層を成さず土壌化が進行。

締まっている。
住居跡埋土。弥生～古墳時代の遺物を含む。
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には指押さえも見られる。28は同一個体の壷である。外面はパケの後丁寧にナデられている。内面

は横方向のパケや指頭によるナデ上げ指押さえが見られる。29は長胴の壷と思われる。外面には一

部黒変があり、内面は口緑部が工具ナデの後丁寧なナデ、頚部は指頭による浅いナデ上げが施され

ている。30の外面はパケの後横ナデ、内面は指頭によるナデ上げが施され、粘土の継目も見られる。

31は壷の底部である。底部外面に指頭痕がある。32はパケの継目が見られる。33の内面にはパケの

工具痕と指頭痕が明瞭に残っている。34はナデ調整である。35は風化著しいため調整は不明瞭であ

るがナデである。外面に炭化物が付着している。36は小型丸底壷の胴部と思われる。37は小型の壷

である。風化気味であるがナデが施されている。38は小型の壷である。パケとナデが施される。内

面には粘土の継目が見られる。37と38はともに平底を呈する。

高杯（第29図　39～51）

39は住居跡土器集中部からほぼ完形で出土している。調整は丁寧なナデの後、ミガキが施される

が単位は不明である。杯部の稜は緩やかである。40はミガキが施されているが単位は不明である。

内面に黒斑部分がある。杯部の稜はやや明瞭である。41の調整はミガキであるが風化著しいため明

瞭ではない。杯部の稜は明瞭である。42の調整はミガキであるが風化気味のため単位は不明である。

内面に黒斑部分があり、基部に先端の丸い工具で押圧した跡がある。杯部の稜は明瞭である。43は

パケの後、ナデ消されている。脚部の内面に絞痕がある。44は内面に工具痕が見られる。45はミガ

キが施され内面に黒変がある。46は風化が著しいため調整不明だがナデの痕跡がある。47は横ナデ

の後、ミガキが施されている。48の外面はパケの後、単位不明のミガキで調整されている。内面は

パケ目で黒斑している。49はナデの後、ミガキが施される。外面には煤が付着し、内面には炭化物

が付着している。50は高杯である。外面はパケ目で調整され、内面はミガキが施され、黒斑してい

る。

ミニチュア土器（第29図　52）

52はミニチュア土器である。外面はパケで調整され一部黒変が見られる。内面は指ナデや指押さ

えが明瞭に見られ、器面調整不足によるひび割れも見られる。

脚台付鉢（第29図　54）

54はトレンチ2の壁に完形で出土している。内面に工具痕らしき線刻があり炭化物が付着してい

る。

鉢（第29図　55）

55は同一個体と思われる鉢である。内面に工具痕が見られる。

包含層出土の土器（第30図・31図　56～96）

56は口緑端部が台形状を呈し、横方向の線刻が施されている嚢である。57は口緑が「く」の字状

を呈し、刻み目の突帯を有する中溝式の嚢である。77は口頚部が短く外反し、平底を呈する壷である。

86は小型丸底壷と思われるが、底部は僅かに平底を残している。87は外面に曲線の線刻を施してい

る4、型の壷である。
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第26図　弥生～古墳土器実測図（1）
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第28図　弥生～古墳土器実測図（3）
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第10表　下星野遺跡A区　弥生土器・土師器観察表（1）

図番号

1

種別

ロ

出土位置 器種 ・部位
法量 （cm ） 文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考口径 底径 器高 外　　 面 内　　 面 外面 内面

弥隼土器

弥生土器

口

S A 嚢 27．8 横 ・斜 ・縦パケ、横ナデ 横パケ、指押さえの後斜 にぷい黄橙

橙

浅黄橙 良好 5m m 以 下の褐色、4 m m 以 下のオ
BC柚 川Ⅴ層口緑～胴部 黒変、丁寧なナデ パケ、縦 ・斜パケ リーブ黒色の粒が多い

2 S A 嚢 25．6 7．2 2 9．5 横 ナデ、胴部風化気味 ・横ナデ、胴部風化気味 ・橙 にぷい黄橙 良好 2m m 以 下の黒色 ・褐色 ・灰色の
B C カキ

Ⅳ層

口緑～底部 工具痕あ り （パケ ？部分

‘的に黒変）、底部ナデ

ナデ ・部分的に黒変あり オリーブ黒、黒褐 粒

3 弥 生土器

口

S A 嚢 17．9 5．1 20 ．3 全 体的に風化、口縁調整 縦の工具痕、胴部炭化物 にぷい橙 にぷい黄橙

灰

良好 2m m 以下の褐色 ・軟質な茶褐色、
B C カキ 口縁～底部 不明、胴部斜ナデ ・煤付 付着 ・横 ・斜ナデ ・工具 にぷい褐 0．5 m m 以 下の黒色光沢 ・虹色透
Ⅳ層 着、底部指押さえ ・ナデ 痕 ・縦ナデ、指頭痕 Jヽヽヽ

明光沢砂粒
4 弥生土器

ロ

S A

C－カキⅣ層

棄

口縁～頚部

2 1．7 横 ナデ、口緑部横ナデ後指

頭による浅いナデ、ナデ

点チ

口縁部横パケ後指頭 によ

るナデ上げ、横 ・斜ナデ

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2．5m m 以下の茶褐色の砂粒 残存率1／9

5 弥生土器

口

S A 嚢

口緑～頸部

20．5 丁 等な横ナデ、摩耗 のた

め調整不明

丁寧な横ナデ、ナデ 橙 橙 良好 1．5 m m 以 下の茶褐色、0．5m m 以

下の黒色透明光沢砂粒

残存率1／12

6 弥生土器

口

S A 嚢　 ＿

口線～頚部

14．9 横 ナデ、斜パケ、煤付着 横ナデ、斜 ・横パケ 橙 にぷい黄橙 良好 2．5m m 以下の茶褐色 ・灰色、微

細な無色透明光沢砂粒
残存率1／15

7 弥生土器

口

S A 嚢 14．2 横 ナデ ・煤付着、ナデ ・横ナデ、斜パケ ・炭化物 にぷい橙 にぷい黄橙 良好 2m m 以 下の茶色 ・褐色、1m m 程 残存率1／8
B －カⅣ層 口縁～頸部 縦パケ 付着 の透明なガラス質の砂粒

8 弥生土器

口

S A

B －カ

Ⅳ層

嚢

口緑～頚部

17．8
推定

横ナデ、斜パケ、煤付着

′

風化著 しいため調整不 明

だが、指頭によるナデ上

げらしき痕跡あ り

橙 明黄褐 良好 1．5m m 以下の灰白色、1m m 以下

の無色透明光沢 ・軟質な茶色、

0．5m m 以 下の黒色光沢砂粒

残存率1／13

9 弥 生土器

ロ

S A

C － カキ

Ⅳ層

嚢

口緑～肩部

28．2 煤 付着、縦 ・斜 ナデ、工

具痕

風化の為調整不明 明赤褐

橙

灰黄褐

明褐 良好 5m m 以下の灰色、2m m 以下の軟

質な茶褐色、 1m m 以下の黒褐色

の砂粒

残存率1β

10 弥 生土器

口

S A 嚢 33．4 横 ナデ、斜パケ、横 ・斜 斜パケ、斜ナデ ・工具痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 5．5 m m 以 下の褐色、3m m 以下の 残存率1／5
C－キ・Ⅳ層口縁～肩部 パケ後横 ナデ、風化気味 風化気味 茶褐色の砂粒

11 弥生土器

ロ

S A 嚢

口線～肩部

24．3 ナデ、風化著 しい ナデ、風化著 しい 橙 明黄褐 良好 3m m 以下の透明、2m m 以 下の黒

色光沢 ・灰色、 1m m 以下の乳白

色 ・透明粒

残存率1／10

12 弥生土器

ロ

S A 襲

底　 部

4．7 ナ デ、一部パケ棟の工具

痕

ナデ、指押 さえか 橙 橙 良好 5m m 以 下の灰褐色、3m m 以下の

灰白色、0．5 m m 以 下の軟質な赤

茶色の砂粒

底部完形

13 弥生土器

弥生土器

ロ

S A 嚢 5．8 ナデ、指頭痕、底部 に植 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙

橙

良好 4m m 以 下の灰色、3m m 以 下の灰 底部に植
C －カⅣ層 底　 部 物痕

－P＋・引出‾

白色 ・褐色粒 物痕

14 S A 嚢

底　 部

5．0 ナァ、指頭痕、風化気味 ナデ、指頭痕、黒斑

風化気味

橙 にぷい黄橙

黒褐

良好 3m m 以 下の乳白色、1m m 以下 の

灰色 ・褐色 ・黒色光沢砂粒

15 土 師器

lコ

S A 嚢 2 1．0 24．4 3．9 風 化著 しく調整不 明、仝 風化著 しく調整不明、仝 にぷい橙 橙

にぷい黄橙

良好 4 m m 以 下の灰白色、2．5m m 以下
口緑～底部 体的にナデか、ケズ リも

見られる
体的にナデか、胴部にパ

ケの痕跡 と黒斑あ り

淡赤橙 の黒色 ・乳白色光沢粒

16 土 師器

ロ

S A

C －カⅣ層

賓

口緑～頚部

ナデ、風化著しい ナデ、風化著 しい にぷい黄橙 にぷい黄橙

褐灰

良好 1m m 以 下の透明光沢、0．5m m 以

下の灰色 ・褐色粒

17 土 師器

口

S A 嚢

口縁～頸部

風化著しいため調整不明

斜ナデか

斜パケ 橙

明赤褐

橙

明赤褐

良好 3m 叩以下の褐色 ・灰色、 1m m 以

下の灰白色 ・黒色光沢砂粒

18 土 師器

ロ

S A 嚢

胴部～底部

4．2 ナ デ、風化著しい ナデ、風化著 しい 橙 灰黄

橙

良好 2m m 以下の黒色 ・透明、 1m m 以

下の黒色 ・赤褐色 ・透明粒

19 土 師器

口

S A 嚢 3．8 風化著 しく調整不明、タ 風化著 しく調整不明、指 橙 橙

黒褐

にぷい褐

良好 2．5m m 以 下の褐色 ・黒色 ・乳白
底　 部 タキの痕跡か、指頭痕、

黒斑

′l

頭 痕 色 ・灰色 ・茶色、1m m 以 下の無

色透明 ・黒色光沢砂粒

20 土師器

ロ

S A

C －カ

Ⅳ ・Ⅴ層

棄

胴部～底部

5．3 縦 ・斜 パケ、底部ナデ 風化著しいため調整不明 にぷい橙 灰 ． 良好 4m m 以 下の茶褐色、2m m 以下の

灰白色 ・無色透明光沢、1m m 以

下の黒色光沢砂粒

残存率1β

2 1 土師器

ロ

S A 嚢 5．9 底 面 に植物の茎 ▼籾 の庄 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 3m m 以 下の褐色 ・灰色、1m m 以 底部に植
C －キ・ 胴部～底部 痕、ナデ

′l
下の褐色 ・黒色光沢 ・透明の粒 物姦

22 土師器

ロ

S A 嚢

胴部～底部

士

6．0 縦 ・斜のパケ、ナデ 縦 ・斜のナデ にぷい畢橙 にぷい黄橙

黄灰

良好 3m m 以 下の黒褐色 ・茶褐色、

1．5m m 以 下の灰白色の砂粒

残存率1〝

23 弥 生土器

ロ

S A 宣E 12 ．8 横 ナデ、タタキの後パケ 横ナデ、タタキの後パケ にぷい橙

灰

にぷい橙

灰

良好 4 m m 以 下の茶色 ・褐色 ・灰色、 残存率1β
C － カ

Ⅳ ・Ⅴ層

口緑～底部付近

・＝ヒ

風化気味 風化気味 0．5 m m 以 下の黒色光沢 ・無色光

沢の砂粒

24 弥生土器

ロ

S A 宣E 9．8 4．6 21．9 横 ナデ、 ミガキ、ていね 横 ナデ、指 ナデ、継 ぎ目 橙

灰

暗灰 良好 2m m 以 下の褐色、1．5m m 以下の 残存率1β
B C －キ

Ⅳ層

口緑～底部

・土．・

いなナデ、斜方向の工具

ナデ

斜方向の工具ナデ、指頭

痕
にぷい黄橙 軟質な赤褐色、0．5m m 以 下の無

色透明光沢の砂粒

25 弥生土器

口

S A

B キ Ⅳ層

Ⅱ層一括

笠
口縁～胴部

・＝ヒ

10．0

10．1

（11．2）

10．9

16．4

横 ナデ、斜 ・縦パケ 風化著しい、斜 ・横パケ

指頭ナデ上げ

明赤褐

橙

明赤褐 良好 1．5m m 以下の灰 自 ・黒色光沢、

1m m 以 下の灰 自 ・褐 ・軟質な赤
茶 ・無色透明光沢、0．5m m 以下

褐色の砂粒

残存率1／6

26

27

28

2 9

30

3 1

弥 生土器 S A 互E

6．1

6．0

櫛 措波状文、横 ・縦 ・斜 横 ・斜パケ、指頭痕 橙

にぷい橙

にぷい橙 良好

良好

良好

良好

良好

良好

2m m 以下の褐色、1．5m m 以 下の透 二重口縁
B C －キ

Ⅳ層

ロ緑～肩部 パケ、横ナデ 明光沢、1m m 以下の黒色光沢、0．5

ヽ

残存率囲

弥生土器
日
S A

C －カキ （

Ⅳ層

士宝E
頚 部～底部

横ナデ 、横 ・斜 の工具ナ

デ

工具ナデ、継 ぎ目、指頭

痕、指頭による横 ・縦ナ

．．・．‾1ト

にぷい橙 暗灰
m m 以下の軟質な赤茶色の砂粒

2．5m m 以下の褐色・軟質な茶褐色、

2m m 以下の灰白色、1m m 以 下の

　ヽ′　ヽ　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　」」

底部完形

弥生土器
Eヨ
S A 士宣E 風化 、横 ・斜パ ケ、横 ナ

フ‾．
風化、横 パケ、指頭痕、 にぷい黄橙

橙

にぷい黄橙

にぷい黄橙

橙

にぷい黄橙

黒色光沢 ・無色透明光沢砂粒

2m m 以 下の褐色、1．5m m 以下の 口縁残存率1！7
B C カ キ

Ⅳ ・Ⅴ層

口縁～底部 デ、 ミガキか 指’ナデ上げ 軟質な茶色、 1m m 以下の灰白色 ・

′ヽ　ヽ　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」」

底部残存率鍋

弥生土器 S A

B C － カ

Ⅳ層

・＝ヒ互E
口緑～肩部

横 ナデ、縦 ・斜方向のパ

ケ

横パケ、横 ・斜方向の工

具 ナデ後丁寧なナデ、指

一一〇　　　　　　や

黒色光沢 ・透明光沢の砂粒

2m m 以下の褐色、1．5m m 以下の

灰白色、0．5m 以下の黒色光沢 ・

　ヽ　　　　ヽ　′　ヽ　　　　　　′＿L

残存率1／6

残存率1β

弥生土器 S A

B －カ　　 く

士宝E
頚部～胴部

横ナデ、パケ後ナデ ナァ上げ

ナデ にぷい黄橙

灰黄褐

透明光沢の粒

0．5m m 以下の微細な褐色 ・茶色 ・
黒色光沢の粒

弥生土器
Ⅳ層

S A

C －カキ 月

Ⅴ層

士宝E 縦 方向のナデ、粗 いナデ ′縦方向のナデ、指ナデ、 明赤褐　　 暗灰 4m m 以 下の褐色、3m m 以 下の灰
同部～底部 粘土の溜 り、底部外面に

指頭痕

指頭痕 白色、 1m m 以下の軟質な赤褐色

の粒

ー104－



第11表　下星野遺跡A区　弥生土器・土師器観察表（2）

図番 ロ 種別 出土位置 器種 ・部位
法量 （cm ） 文 様及び調整 色調

焼成 胎土 備考
口径 底径 器高 外　　 面 内　　 面 外面 内面

32 弥 生土器 S A

B C カキⅣ層

士宣E

口縁 部

12．4 ナ デ、パケ パケ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 3m m 以 下の褐 色 ・乳白色、微細

な透明光沢の粒

残存率囲

33 弥 生土器 S A

C －キⅣ層

士宣E
底　 部

ナデ、風化気味 指頭痕、工具痕 橙

にぷい黄橙

にぷい橙 良好 2m m 以 下 の透 明 ・褐色、 1．5m m

以下 の黒色光沢の粒

残存率1！2

34 土師器 S A

C D カキ

Ⅲ ・Ⅳ層

・＝ヒ∃互
口縁～底部

12．0 ナデ

l

ナ デ、指頭痕 にぷい黄橙

灰

にぷい橙・良好 2m m 以 下 の透 明 ・灰色 ・黒色の

粒

35 土甲器 S A 士宣E

口縁 部

ナデ、煤付着、風化著 し

い

ナデ、風化著しい 橙 橙 良好 1m m 以下 の灰色 ・透明光沢の砂

粒

36 土 師器 S A ・＝ヒ宣E ナデ、縦 ・斜方向のパケ 指ナデ、指頭痕、ナデ、 にぷい橙 にぷい橙 良好 3m m 以下 の褐色、2m m 以下 の黒

C －キⅣ層 胴　 部 斜方向のパケ 暗灰 色の砂粒

37 土 師器 S A

C －キⅣ層

・＝ヒ宣E
頸部 ～底部

3．0 ナデ、風化気味 ナデ、風化気味 にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下 の茶 色 ・褐色 ・乳白色

の粒

3 8 土 師器 S A 士宣E
胴部 ～底部

4．4 ナデ ナデ、粘土継ぎ目 にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下 の褐 色 ・茶色 ・灰色の

砂粒

39 ° 土 師器 S A

C －キⅣ層

高　 杯

ゴ不部～脚部

2 0．8 ナデ、 ミガキ、風化気味 ナデ、風化気味 浅黄

にぷい黄橙

にぷい黄橙 良好 0．5 m m 以 下 の黒 色 ・灰 白色 ・透

明の粒

40 土 師器 S A

B C －オカキ

Ⅳ ・Ⅴ層

高　 ゴ不

ゴ不　 部

19．8 ナデ 、横方向のミガキ 横方向の ミガキ、黒斑、

ナデ

赤褐 赤褐

黒褐

良好 0．5m m 以 下の茶色 ・黒褐色の粒 残存率1／9

4 1 土 師器 S A

B C － カ

Ⅳ ・Ⅴ層

高　 杯

杯　 部

20．4 ナ デ、 煤付着、風化著 し

い

風化気味 にぷい赤褐 橙

灰黄褐

良好 1m m 以 下の褐 色 ・灰色 ・透明、

0．5m m 以 下の透 明光沢の粒

残存率1！5

42 土 師器 S A 高　 杯 18．8 ナデ、横方向のミガキ、風化気 横方向の ミガキ、黒斑、 橙

明赤褐

橙

明褐

良好 1m m 程 の茶色 ・乳 白色 ・褐色の 残存率1！4

C －キⅣ層． ゴ不　 部 味、先端の丸い工具による押圧 風化気味 砂粒

4 3 土 師器 S A 高　 ゴ不 横ナデ、パケ後 ナデ、パ

ケ

絞 り痕、パケ、工具痕、 にぷい橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以 下 の褐色 ・黒色、0．5m m

BC D －カキク

Ⅳ ・Ⅴ層

杯部～脚部 ナデ 浅黄

黄灰

浅黄 ＿

黄灰

以下の黒色光沢、0．2 m m 以 下 の

透明光沢の粒

∠国 土師器 S A

C －キⅣ層

高　 杯

基　 部

4．0 ナ デ、粘土の継ぎ目 ナデ、工具痕あり 橙・にぷい黄橙

黄灰

灰

オリーブ黒

良好 1m m 以下 の褐色、 0．5m m 以 下 の

黒色 ・黄白色 ・透明の粒

45 土師器 S A 高　 杯

裾　 部

12．8 横 方向 のミガキ、磨耗 ナデ、黒変 橙

明赤褐

橙 良好 1m m 以下 の灰 白色、0．5 m m 以 下

の茶 褐色 ・軟質な茶色の粒

裾部残存率

1〝

46 土師器 S A 高　 ゴ不

裾　 部

13．5 風化 著 しいため調整不明 風化著しいため調整不明 橙 褐灰 良好 2m m 以下 の茶色 ・灰色 ・乳白色 ・

褐色、微細な透明光沢 ・黒色の

粒

裾部残存率

1／3

47 土師器 S A 高　 杯

裾　 部

横ナデ後 ミガキ 横方向のミガキ 橙 橙 良好 1m m 以下 の茶褐色 ・灰白色 ・軟

質な茶色、0．5m m 以 下 の透 明光

沢の粒

4 8 土 師器 S A

C －キⅣ層

高　 ゴ不

ゴ不　 部

横 ナデ、横方向のパケ後

ミガキ

横 ・縦方向のパケ、黒斑 橙 黒褐 良好 2m m 以下 の乳 白色 ・黒茶色 ・灰

色の粒

49 土 師器 S A 高 i不 横 ナ デ、横 ナデ後横方向 横方向のミガキ、煤付着 にぷい赤褐 にぷい橙

黒

良好 1m m 以下 の茶 色 ・乳白色 ・褐色

C－カⅣ層 杯　 部 のミガキ、煤付着 赤黒 の粒

＿1＿5 0 土 師器 S A 高　 杯

杯　 部

ナデ、横方向のパケ 黒斑、横方向のミガキ 橙 黒 良好 0．5m m 以 下の褐色 ・乳白色の粒

5 1 土 師器 S A 高　 ゴ不 横方向のナデ後斜方向の 横方向のナデ後横 ・斜方 明赤褐 黒褐 良好 1m m 以 下の灰 色 ・茶色 ・黒色 ・

ゴ不　 部 ヘラミガキ 向のヘラミガキ、黒斑 乳白色の粒

52 土 師器 S A ミニチ ュア 17．0 縦 方 向 のパケ、ナデ、黒

変

ひび割れあ り、指ナデ、 橙 橙 良好 2 m m 以 下の灰 黄色、 1m m 以 下 の 底部残存率

B C －キク

Ⅳ ・Ⅴ層

口縁～底部 指頭痕 にぷい黄橙 軟質な茶色の砂粒 2／3

53 土 師器 S A

C －キⅣ層

－こ量ゴー互E
胴　 部

ナデ 縦 ・斜のパケ にぷい橙 黄灰 良好 1m m 以下 の褐 色 ・0．5m m 以 下 の

乳 白色 ・透明な粒

54 土 師器 S A 脚台付 鉢 16．3 10．3 12．8 横ナデ、ナデ、縦方向のハケ 横方向のパケ、ナデ、工 にぷい黄橙 黒褐 良好 1m m 以下 の黒 色 ・透明、0．5m m 口縁残存率

C － キ 口縁～底部 後ナデ、横 ・斜方向のパケ 具痕あり、炭化物付着 淡い赤橙 以下の灰白色の粒 2！3

55 土師器 S A

B C カキ

Ⅳ ・Ⅴ層

浅　 鉢▼

口縁 ・底部

17．0 3．6 磨耗 の ため調整不明 ナデ、斜方向の工具ナデ 橙 橙 良好 3m m 以 下 の 黄 灰色 ・灰 白色 、

1．5Im 以下 の軟質な赤茶色の粒

56 弥生土 器 C －エ

Ⅴ層

嚢

口縁部

20．1 風 化 著 しいため調整不明

横 ナデか、横方向の細沈

線

風化著しいため調整不明 橙 橙 良好 2．5m m 以 下の 茶色 ・灰褐色の砂

粒、1m m 以 下 の黒色光沢 ・無色

透明光沢の粒

残存率1〝

57 弥生土 器 B －キ 聾 2 6．0 横 ナデ 、突帯、キザミ、 風化のため調整不明、横 ・橙

黒

橙 良好 3m m 以下 の褐色 ・灰色 ・黒色 ・残存率1！8

Ⅳ ・Ⅴ層 口緑～胴部 斜方向のパケ、煤付着 斜方向のパケ にぷい黄褐 茶色 ・乳白色の砂粒

5 8 弥生土 器 B －カ 嚢

J　立

横 ナデ、風化気味 ナデ、粘土の折 り返 し にぷい黄橙 にぷい黄褐 良好 微 細 な暗 青 灰色 ・灰 白色 、

1 5　 以下 の昔橙色の砂粒
Ⅳ層 ． 口′　ロ ．m m　　　　　 ノ、鼠　　　　 Lプ

59

6 0

弥生 土器

弥生土器

S E 2

S C 2

嚢

口縁部

嚢

J　立

横 ナデ、横方向のパケ、

ナデか、一部赤変

横ナデ、横方向の指頭痕

横方向のパケかナデ

ナデ

にぷい黄橙

にぷい黄橙

にぷい黄橙

にぷい黄橙

良好

良好

2m m 以下 の灰 白色、 1．8m m 以 下

の淡 い黄色 ・橙色 ・黒色 ・窯褐

色光沢 ・金色の砂粒

3．5 m m 以 下 の灰褐色、2m m 以下

の灰 白色の砂粒

61

62

弥生 土器

弥生土器

．C －カ

Ⅳ層

C －カ

口緑郡

棄

口縁～頸部

嚢

虫黒㌧－」くく　立

横ナデ

横ナデ、煤付着、パケ

パケか、風化著しい

横方向の強いパケ、パケ

ノJ　ヒl　　　　ゝ

にぷい橙

橙

にぷい橙

にぷい黄橙

灰

良好

良好

火　　　　 γ址

4 m m 以 下 の灰褐色、1．5m m 以下

の灰 白色、1m m 以 下 の軟質な赤
茶色 ・黒色透明光沢砂粒

2 m m 以 下 の灰 褐色 ・灰 白色 、

1　 以下 の軟質な赤茶色の砂粒Ⅳ層 口縁～頚部 の後指押さぇ m m　　　　　　　　　　　 ′　ヽ／ヽ 　　　　Lプ

2m m 以 下の灰 白色 ・黒色光沢、

1．5m m 以下 の灰 白色 ・赤褐色 ・

透明光沢、 1m m 以下 の赤褐色砂

粒

63 弥 生土器 C －オ

Ⅳ層

嚢

口縁～頚部

横ナデ、パケ 横 ・斜ナデ、パケ 明赤褐　　 明赤褐

にぷい褐

良好
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第12表　下星野遺跡A区　弥生土器・土師器観察表（3）

図番号 種別 出土位置 器種 ・部位
法量 （cm ） 文様及び調整 色調

焼成 胎土 備考口径 底径 器高 外　　 面 内　　 面 外面 内面

64 弥生土器 B C －カ

Ⅳ層

嚢

口縁～頚部

24．6 横 ナデ、パケ目 横パケの後ナデ、パケ 橙

暗灰黄

にぷい橙 良好 3m m 以 下の褐色 ・灰褐色、 1m m

以下の軟質な赤茶色の砂粒
65 弥生土器 S E 2 嚢

頚　 部

貼付突帯に斜方向のキザ

ミ、風化気味、横ナデ

斜方向の横ナデ にぷい黄橙 浅黄 良好 3．5m 以下の褐色、2m 以下の茶褐

色、‘15 m m 以下の黒色光沢、1m m 以

下の灰白 ・無色透明光沢の砂粒
66 弥 生土器 C －カ

Ⅳ層

襲

頚　 部

貼付突帯、風化著 しい、

斜方向のキザミ、横 ナデ

斜方向のパケ、ナデか にぷい黄橙 灰黄褐 良好 3m m 以 下の褐色、 1m m 以下の灰

白色 ・無色透明光沢の砂粒

67 弥 生土器 C －エ

Ⅳ層

裏

口緑部

2 1．3 ナデ、風化気味 ナデ、風化気味 にぷい褐 明褐 良好 2m m 以下の黒色光沢 ・透明光沢 ・

白色の砂粒

残存率1／9

68 弥 生土器 S E 2

D －カⅣ層

聾

口縁～胴部

23．9 風化著しい為調整不明 風化著 しい為調整不明． 橙 橙 良好 3．5m m 以 下の茶色 ・灰色 ・褐色

の砂粒

残存率1／10

69 弥生土器 B － カ

Ⅳ層

襲

口縁部

14．4 風化著しい為調整不明 風化著 しい為調整不 明、

一部ナデ

にぷい橙 にぷい橙 良好 4m m 以下の青灰色、 3m m 以下の

灰褐色、 1m m 以下の明灰褐色の

砂粒

残存率1！9

7 0 弥生土器 B C － カ

Ⅳ層

嚢

口緑部

13．9 風化著 しい為調整不明、

横方向のパケ

風化著 しい、一部指ナデ 橙 橙 良好 3m m 以下のにぷい赤褐色 ・灰褐

色の砂粒

残存率1／6

7 1 弥生土器 C －カ

Ⅳ ・Ⅴ層

嚢

口線～胴部

16．5 風 化著 しい為調整不明 斜ナデ 赤灰 にぷい橙 良好 3m m 以下の灰色 ・褐色 ・黒色の

砂粒

残存率1／8

72 弥生土器 D －カ

Ⅳ層
嚢

底　 部

7．6 底面 に藁 ・籾の圧痕、指

頭 ・工具によるナデ

残存部なし にぷい橙 浅黄橙 良好 3 m m 以 下の赤灰色 ・灰 白色、

2m m 以下の黒色の粒

残存率囲

73 弥生土器 B －カ

Ⅳ層
聾

底　 部

7．2 強い横ナデ 風化著 しい為調整不明、

ナデ

にぷい褐 にぷい褐 良好 3m m 以 下の赤褐色 ・褐色 ・灰色

の砂粒、2m m 以 下の透明粒

残存率1／2

74 弥生土器 B C －エ 嚢 5．6 風 化著 しい為調整不明 風化著しい為調整不明 にぷい橙 暗灰 良好 4．5m m 以 下の褐灰色、3．3 m m 以
オカ

Ⅳ ・Ⅴ層

胴部～底部 指頭痕、ナデか にぷい褐

にぷい黄橙

灰黄

にぷい黄橙

下の黒褐色、 1．7 m m 以 下の黒色

の砂粒
75 弥生土器 C －オカ 嚢 6．1 ナデ、縦 ・横方向のパケ ナデ、風化気味 にぷい黄褐 橙 良好 4m m 以 下の灰色 ・褐色、2m m 以 底部完形

Ⅳ層 胴部～底部 指頭痕 にぷい橙 下の乳白色 ・半透明の粒

76 弥生土器 C － オカ 鉢 横方向のナデ、横 ・斜方 横 ・斜方向のナデ、横 ・明赤褐 明赤褐 良好 3m m 以 下の黒色 ・灰色 ・褐色 ・
Ⅳ ・Ⅴ層 口緑～胴部 向のパケ後ナデ 斜方向のパケ、黒斑 赤褐 黒褐 黒色光沢 ・無色透明光沢粒

77 弥 生土器 C D －カ ・＝上ゴ・互E 9．8 24 ．6 縦 ・斜 ・横方向のパケ、 パケ ・工具ナデ後指ナデ 橙

にぷい黄橙

黒

橙 ．

にぷい黄橙

灰黄・オリーブ黒

良好 3m m 以下の褐色 ・灰色、2m m 以 残存率1β
Ⅳ層 口緑～底部 指ナデ、縦 ・斜方向の工

具痕

横 ・斜方向のパケ 下の黒色の砂粒

7 8 弥 生土器 B － カ

Ⅳ層

小型壷

口綾部

9．4 横 ナデ 斜 ・横方向のナデ、指頭

痕か

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1．8m m 以下の褐灰色、 1．2m m 以

下の黒褐色 ・灰褐色の砂粒

残存率1／7

7 9 弥生土器 D －キク

Ⅴ層

小型壷

口縁部

2．8 風化著 しい、横ナデか 横ナデ、風化気味 橙 橙

にぷい黄橙

良好 2m m 以 下の赤褐色、 1．3m m 以 下

の黒色光沢、 1m m 以 下の褐灰色

の砂粒

残存率1β

80 弥生土器 C －オカ ・＝土ご互E 横 ナデ、ナデ、パケの側 指のナデ上げ にぷい黄橙

橙

にぷい黄橙 良好 5m m 以下の褐色、4m m 以 下の灰
Ⅳ層 口緑～胴部 緑部、風化気味 灰黄褐 白色、 3m m 以 下の半透明灰色 ・

赤褐色、2m m 以下の灰色の粒
8 1 弥生土器 S E 2 ・七宝E

口綾部

14．4 横 ナデ、斜方向のナデ 風化著 しい、斜方向のナ

デ

にぷい橙 にぷい黄橙 良好 2m m 以下の灰黄色 ・黒色光沢、

1m m 以 下の赤茶色の砂粒

残存率1！5

82 弥生土器 S E 2 士宝E 14 ．6 横 ナデ、縦 ・横方向の工 ナデ、斜方向のパ ケ後指 橙 橙 良好 3．5 m m 以 下の茶褐色、 1．．5m m 以 残存率1／9
口緑部 具痕 ・パケ ナデ 下の黒褐色の砂粒

83 弥生土器 B －キ

C －オカ

Ⅳ層

士∃互
口緑部

15．4 横 ナデ、ナデ 風化気味、横ナデ、横方

向のパケ、ナデ

橙

にぷい黄橙

浅黄

橙

良好 2．5m m 以下の茶色 ・褐色 ・灰色、

2m m 以下の灰褐色、 1．5m m 以 下

の褐灰色 ・黒褐色の砂粒

残存率1／7

84 弥生土器 S E 2 小 型壷

頚部～胴部

風化著 しく調整不明 風化著しく調整不明 橙 橙 良好 2．9m m 以下の灰 白色 ・褐灰色 ・

黄灰色 ・にぷい褐色、 1．7 m m 以

下の赤褐色の砂粒

85 弥生土器 C －オキ

Ⅳ層

－＝土ご互E
肩部～胴部

煤付着、風化著 しく調整

不明

風化著しく調整不明 橙 灰 良好 3．8m m 以下の褐灰色 ・にぷい黄

橙色 ・灰白色 ・褐色の砂粒
86 弥 生土器 C － カ 小型丸底壷 2．6 斜 ・横 ・縦方向のパケ、 指頭によるナデ、・指頭痕 橙

明黄褐

橙

にぷい黄橙

良好 2m m 以 下の茶褐色 ・灰褐色 ・無 底部残存鍋
Ⅳ ・Ⅴ層 胴部 ・底部 横ナデ、風化 横 ・縦方向のパケ、横 ナ

デ、底部内面凹凸著 しい

色透明光沢、1m m 以下の灰白色 ・

黒色光沢 ・軟質な赤茶色の砂粒
87 弥 生土器

口

C －キ

Ⅳ層

小型壷

胴　 部

・＝上ご・

ナデ、黒変、炭化物付着

風化気味、線刻

ナデ、横方向の工具痕 黒褐

にぷい黄橙

灰黄 良好 0．5m m 以 下の黒色 ・褐色の粒 線刻

88 弥生土器 C －エ

Ⅳ層

∃互
底　 部

4．5 横 ナデ、指頭 によるナデ

指頭痕、風化気味

風化著 しい、斜方向のパ

ケ

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2m 以下の灰色、1．5m m 以下の褐色、

0．5m 以下の無色透明光沢、1m m以
下の灰自・軟質赤茶色の砂粒

89 弥生土器 C －キ 士互E 8．0 縦方向のパケ、横 ・斜の ナデ、風化著 しいために にぷい赤褐 にぷい褐 良好 3m m 以下の褐色 ・灰白色、 2m m 残存率1何
Ⅲ層 底　 部 ナデ、底面に紐状の庄痕 調整不明 以下の灰 白色のガラス質、 1m m

以 下の黒色光沢砂粒
90 弥生土器 C －オカ 士∃互 7．8 斜 パケ、斜 ・横ナデ、指 横 ・縦のパケ、風化著 し

い

明赤褐 明赤褐 良好 2．5m m 以下の灰白色 ・黒色光沢、
Ⅳ ・Ⅴ層

S C 2

底　 部 ナデ、指頭痕、工具等の

圧痕による凹

暗灰 4m m 以下の灰褐色、 1．5m m 以下

の赤褐色の砂粒．
9 1

92

弥生土器 C －カ 高　 杯

17．0

8．5

5．6

4．4

風 化著 しい為調整不明、 風化著 しい為調整不明、 にぷい橙 にぷい橙

橙

良好 2m m 以下の褐色、 1．2m m 以 下の

残存率1β

Ⅳ層 口緑～杯部 ナデか ナデか、指押 さえか 浅黄橙

橙

にぷい黄橙

灰色 ・乳白色、1m m 以 下の黒色

土師器 C －カキ

Ⅳ層

士宝E
口緑部

風化著 しい、パケか 風化気味、ナデ にぷい黄橙 良好

の砂粒

1m m 以 下の灰色 ・茶色 ・褐色の

　ヽJL
93

94

土師器 －
日
C － カキ

Ⅳ層

Ⅲ層－括

／、　ロ
嚢

口緑部

横方向のナデ 横方向のナデ にぷい黄橙

浅黄橙．

良好
砂粒

4 m m 以 下のにぷい黄褐色、2m m
以下の灰黄褐色 ・暗褐色 ・褐色、

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll⊥

残存率1／11

土 師器
E∃
D － オ

Ⅳ層

嚢

底　 部

風化気味、工具の圧痕、

‾。 指　　 ゝ

ナデ、風化著 しい にぷい黄橙 にぷい黄橙

橙　　　　 橙

橙　　　　 橙

黒

良好
1．8m m 以 下の黒褐色の砂粒

2 m m 以 下の透明光沢 ・半透明光

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ヽ」＿

底部残存囲

95

96

土 師器
I≡】
A 区－括 氏　 口

鉢

口緑～胴部

ナァ、 日押 さぇ

風化気味、ナデ
丁寧なナデ 良好

沢、 1m m 以 下の黄白色 ・黒色粒

3．2m m 以下のにぷい黄橙色、2m m 以

下の褐灰色 ・黒色、1．3m 以下の灰

残存率1／8

弥生土器 C －オカ

Ⅳ層

士宝E
底　 部

丁寧なへラミガキ、黒斑 ナデ、剥離が多い 良好

白色、0．8m 以下の赤褐色の砂粒

3m m 以下の茶色 ・褐色 ・灰色の

砂粒
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5　古代以降の遺構

（1）古代の土坑

古代の土坑は、調査区の中央部（C

－オ・カグリッド）で1基検出された。

長軸210cm・短軸202cmのほぼ円形を

呈する。断面形は摺鉢状を呈し、底面

は長軸95cm・短軸90cmのほぼ平坦な

円形を呈する。検出面からの深さは72

cmを測るが、埋土の状況から当時の生

活面はさらに上層にあり、もっと深い

土坑であったと考えられる。出土遣物

には弥生土器等があるが流れ込みのた

め一括資料とした。埋土には高原スコ

リアが混入し、特に第3層はスコリア

の堆積層となっていることからこの土

坑の時期を古代と判断した。しかし、

土坑内出土の遺物量が少なく流れ込み

のため遺構の時期は慎重を要する。埋

土4層から炭化材が出土したが、放射

性炭素年代測定によると13Cの年代が　サ

与えられた。

また、Ⅳ層と溝状遺構埋土からは古

代の布目痕土器も出土している。

1層　暗オリーブ褐色土　　　2．5Y3！3

高原スコリア混入。締まっている。下部は高原スコリアが
少ない。炭化物が所々に混入している。

2　層　黒色土　　　　　　　　10YR2／1
高原スコリア混入。締まりはゆるい。1層に比べ黒い。

3　層　黒褐色土　　　　　　　10YR2／2
高原スコリア層。締まりはややゆるい。褐色・白色の軽石

が混入している。

4　層　黒色土　　　　　　　　7．5YR2／1
高原スコリアわずかに混入。大きな炭化物が多い。締まり

はややゆるい。

10m

」　　　　　　」
（S＝1／400）

第32図　古代以降の遺構分布図・土坑実測図
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（2）中世・近世の溝状遺構

溝状遺構は、調査区の中央部から北部にかけて表土を除去すると3条検出された。いずれも西か

ら東に流れていたと思われるが、背後の丘陵地帯には溜池などの水源がないため雨等による流水が

主であったと思われる。時期は中世1条と近世2条である。

1号溝状遺構（SEl）は西から東にほぼ直線的に流れ、長さ12．5m・幅2．75m・検出面からの

深さ約0．75mを測る。埋土中に1717年噴出の霧島新燃享保軽石（新燃岳スコリア）が堆積している

ことから近世の溝状遺構と思われる。遺物は弥生土器等が出土している。

2号溝状遺構（SE2）は同じく西から東へやや曲がりながら流れ、長さ16m・幅3．75m・検出

面からの深さ約0．9mを測る。下流部には段差の部分がある。埋土中に1471年噴出の桜島文明軽石が

堆積していることから中世の溝状遺構と思われる。遺物は弥生土器・古代の布目痕土器等が出土し

ている。

3号溝状遺構（SE3）は直線的に西から東へ流れ、長さ6m、幅1．4mを測る。近世の溝である。

調査の都合上、溝の分布を記録するのみで終わった。

SEl b－b’

1層　暗オリーブ褐色土2．5Y3／3　表土。砂粒・アカホヤ・土器などが混入。

2層　黒褐色土　　　　5YR2／2　締まりはゆるい。下部は黒色土に砂粒が少量混じる。

3層　暗褐色土　　　10YR3／3　やや締まっている。砂粒が多く混じる。

4層　赤褐色土　　　　5YR4／5　硬い。1～3mmの砂粒が堆積。新燃岳スコリア混入。

5層　暗オリーブ褐色土2．5Y3／3　締まりはゆるい。黄褐色のブロック土混入。上部に砂粒が少量混入。

6層　黒褐色土　　　　5YR2／1　2層の黒色土よりやや黒い。締まりはゆるい。

SE2　C－C’

1層　黒褐色土10YR2／2　表土。赤色・白色の粒混入。締まりはゆるい。

2層　黒色土　10YR2／1　赤色・白色の粒少量混入。締まりはゆるい。

3層　黒色土　10YRl．7／1赤色・白色の粒混入。締まりはゆるい。

4層　赤褐色土5YR4／6　1～2mmの砂粒層。上部に5mmほどの粒が少量混じる。やや締まっている。

2m

（S＝1／40）

新燃岳スコリア混入。

層　黒色土　10YR17／1赤色粒少量混入。やや締まっている。

層　黒色土　10YRl．7／1硬い。1～2mmの白斑粒が多量に混入。

層　黒色土　10YR17／15層と同じ。

層　黒褐色土10YR2／3　白斑粒が多量に混入し、下部ほど密集している。上部には赤色粒が混入。締まっ

ている。文明軽石混入。

第33図　溝状遺構実測図
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第3節　C区の調査

1　C区の層序

C区の基本層序は右のとおりであるが、C区の北側と西側は表土を

除去した時点でⅢa層黒色土が現れ、それ以上の地層は削平されてい

たが、東側と南側の一部にはアカホヤ火山灰の二次堆積層が残ってい

た。旧地形は北東から南西の谷に向かって緩やかに傾斜しているもの

と思われる。各層の特徴を簡単に示すと、I層は耕作土で柔らかい。

Ⅱ層はアカホヤ火山灰の二次堆積層である。Ⅲ層は縄文早期の包含層

で、桜島パミスでa・b層に分けた。Ⅲa層は黒色土でとても硬く、

微細なガラス質・白色粒・黄色粒が多く混入している。Ⅲb層は黒褐

色土で桜島薩摩軽石（桜島パミス）や炭化物粒を含み、微細なガラス

質・白色粒・黄色粒も少量混入している。Ⅳ層は霧島小林軽石を含む

層で、土色の違いによりa・b層に分けた。Ⅳa層は軟質な暗褐色土

にブロック状に霧島小林軽石を含む硬質土が混入しており、微細なガ

ラス質・白色粒・黄色粒を含んでいる。細石刃文化期の包含層である。

Ⅳb層は黒褐色土でⅣa層と同様であるが黄色粒は含まれていない。

I　層　表土（耕作土）

Ⅱ　層　琳ヤ火山灰二次堆積層

Ⅲa層　黒色土

Ⅲb層　黒褐色土

Ⅳa層　暗褐色土

Ⅳb層　黒褐色土

Ⅴ層　暗褐色土

Ⅵ層　褐色土

Ⅶ層　褐色土

Ⅷ層　褐色土

Ⅸ層　褐色土

Ⅹ層　にぷい黄褐色土

Ⅲ層　礫層

Ⅴ層は暗褐色土で柔らかい。Ⅵ層は褐色土で小礫を含む層である。Ⅶ層は褐色土で上層より柔らか

くシラス・小礫が混入している。Ⅷ層は粘質の褐色土である。Ⅸ層は褐色土で上層より硬いシラス

である。Ⅹ層はにぷい黄褐色土でシラスである。．Ⅲ層は礫層である。

トレンチ1（Tl）

a，

－67．5m

トレンチ1（Tl）a－a’

I　層　表土

Ⅲa層　黒色土　　75YR2／1

Ⅲb層　黒褐色土　7．5YR3／2

Ⅳa層　暗褐色土　75YR3／3

Ⅳb層　黒褐色土　75YR2／2

V　層　暗褐色土　7．5YR3／3

Ⅵ　層　褐色土　　7．5YR4／4

Ⅶ　層　褐色土　10YR4！4

Ⅷ　層　褐色土　10YR4！4

Ⅸ　層　褐色土　10YR4／6

Ⅹ　層　にぷい黄褐色土10YR5／4

ⅩI層　礫層

硬い。白糠・黄粒・ガラス質粒を多く含む。

硬い。自粒・黄粒を少し含む。桜島パミスの粒を含む。微細

な炭化物粒を含む。

柔らかい。小林軽石を含む。自粒・黄粒・ガラス質粒を含む

硬いブロック状の黒褐色土（7．5YR2／2）を含む。

柔らかい。小林軽石を少量含む。白粒を少量・ガラス質粒を

含む硬いブロック状の黒褐色土（7．5YR2／2）を含む。

上層より柔らかい。

上層と同じ硬さ。小礫が混入。

上層より柔らかい。小礫・シラスが混入。

粘質土。上層と同じ硬さ。

シラス。上層より少し硬くなる。

シラス。上層と同じ硬さ。

Ⅱb

b’

－68．0m

トレンチ2（T2）

一一一一一一一一一一一一一一一一‾‾‾‾‾‾‾‾‾　　　　0 1m」
トレンチ2（T2）b－b’

I　層　表土

Ⅱa層　褐色土　10YR4／4　柔らかい。アカホヤ火山灰二次堆積層。

Ⅱb層　褐色土　10YR4／6　硬く締まっている。アカホヤ火山灰のブロック。

Ⅲa層　暗褐色土　10YR3／3

Ⅲb層　暗褐色土　10YR3／4

Ⅳa層　黒褐色土　10YR3／2

Ⅳb層　にぷい黄褐色土10YR4／3

Ⅶ　層　にぷい黄褐色土10YR5／4

Ⅹ　層　にぷい黄褐色土10YR5／4

第34図　土層断面図
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硬く締まっている。アカホヤの粒・炭水化物が混入。

柔らかい。

硬く締まっている。小林軽石を含む。自粒・黄粒・ガラス質

粒を含む硬いブロック状の黒褐色土を含む。

柔らかい。小林軽石を少量含む。硬いブロック状の黒褐

色土を含むが白粒・黄粒は含まれていない。

粘質でとても柔らかい。

柔らかいシラス。



2　細石刃文化期の遺構と遺物

（1）集石遺構

集石遺構は、調査区の中央部と南端でⅣa層から3基検出された。いずれも掘込みはなく所々石

が集中するタイプである。遺物はいずれの集石遺構からも出土しなかった。

SIl（B－カグリッド）は少量の石が赤変しているが、中心部の変色土はなく炭化物もほとん

ど混入していない。底面はⅣb層である。180cmX170cmの範囲で石が集中している。石数は262

個である。

SI2（C－オグリッド）はほとんどの石が赤変しており破断した石が多い。石の範囲は170cm

X130cmで、石数は81個である。

SI3（B－コグリッド）は少量の石が赤変しており、集石遺構周辺の明褐色土に比して黒色に

変色している範囲（134cmX133cm）があり炭化物も多い。石の範囲は180cmX135cmで、石数は

108個である。

（2）土坑

土坑は、調査区の中央部でⅣa層から3基検出された。

SCl（C－エグリッド）は、平面が円形プランで皿状の断面を呈する。埋土はⅢb層の黒褐色

土で遺物はなく、底面は検出面と同じⅣa層である。長軸59cm・短軸50cm・検出面からの深さ

10cmを測る。

SC2（Dqエグリッド・北）はⅣa層の上部面で検出された。底面は検出面と同じⅣa層であ

る。平面は楕円形プランで底面は2段になっている。長軸139cm・短軸71cm・検出面からの上段の

深さ17cm・下段の深さ24cmを測る。埋土には炭化物粒が混入している。

SC3（D－エグリッド・南）はⅣa層の上部面で検出された。平面は円形プランで箱状の断面

を呈する。長軸69cm・短軸54cm・検出面からの深さ17cmを測る。底面から焼け石が2点出土した。

埋土には炭化物粒が混入している。
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第35図　細石刃文化期集石遺構実測図（1）
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第36図　細石刃文化期集石遺構実測図（2）・土坑実測図
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（3）遺物

C区のⅣ層は小林軽石を含む層であるが、自然堆積の状態は残存せず上下に激しく移動している層

である。また、調査区も谷への傾斜地になっていることから遺物の移動もあるものと思われる。遺物

の出土状況は第37図に示した。

石器はⅣa層から185点出土した。1～13は細石核である。Ⅲa層出土が1点、Ⅲb層出土が4点

含まれるが（縄文早期層）、土層の乱れや遺物の移動を考慮して細石刃文化期の遺物として取り扱っ

た。本遺跡の細石核は野岳型もしくはそれに類似するタイプで占められている。14～23は細石刃であ

る。Ⅲb層出土が2点含まれる。細石核の石材は黒曜石のみであるが、細石刃には黒曜石の他に砂岩

1点と頁岩1点が含まれる。なかでも23は大きいものである。24・25はスクレイパーである。26～

36は使用痕剥片である。石材は頁岩が多いが黒曜石・流紋岩・砂岩なども含まれている。37は二次加

工剥片である。その他、剥片・砕片が148点出土している。石材は、黒曜石111点（60．0％）、頁岩40

点（21．6％）、流紋岩15点（8．1％）、砂岩12点（6．5％）、チャート7点（3．8％）である。

土器はⅣa層から3点出土している。実測図は載せていないがいずれも細片である。1点の表面に

は貝殻条痕文が見られる。

励

感

参
圃　　圃

第38図　細石刃文化期石器実測図（1）
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第13表　下星野遺跡C区　細石刃文化期石器計測表
図番号 種　 別 出 土位 置 最大長 （cm ） 最大幅 （cm ） 最大厚 （cm ） 重量 （g） 石 材 備　 考

1 細 石 核 Ⅳ a 層 ・C ク 1 ．8 0 1 ．3 0 1 ．2 0 3 ．0 黒 曜 石

2 細 石核 Ⅳ a 層 ・D キ 2 ．0 0 2 ．1 0 1 ．0 0 3 ．0 黒 曜 石 打 面調 整 ・野 岳 型

3 細 石核 Ⅳ a 層 ・B ク 1 ．5 0 1 ．1 5 1 ．5 5 3 ．0 黒 曜 石 打 面調 整 ・野 岳 型

4 細 石核 Ⅳ a 層 ・D キ 1 ．7 1 1 ．3 1 1 ．0 5 2 ．1 黒 曜 石 打 面調 整

5 細 石核 Ⅳ a 層 ・D キ 1 ．6 0 1 ．5 0 1 ．7．0 2 ．4 黒 曜 石

6 細 石核 Ⅳ a 層 ．・B ク 1 ．9 5 1 ．2 5 1 ．7 0 3 ．6 黒 曜石 打面 調 整

7 細 石核 Ⅳ a 層 ・B キ 2 ．5 0 1 ．6 5 1 ．5 0 5 ．8 黒 曜石 打 面 調 整 ・野岳 型

8 細 石核 Ⅳ a 層 ・D オ 2 ．1 0 0 ．9 5 2 ．4 0 4 ．9 黒 曜石

9 細 石 核 Ⅲ b 層 ・B オ 1 ．5 5 1 ．5 0 1 ．3 0 2 ．3 黒 曜石

10 細 石 核 Ⅲ b 層 ・B コ 1 ．1 0 1 ．4 0 1 ．0 0 1 ．8 黒 曜石

11 細 石 核 Ⅲ b 層 ・D エ 1 ．9 0 1 ．2 5 1 ．0 5 2 ．5 黒 曜石

12 細 石 核 Ⅲ b 層 ・D オ 2 ．5 0 2 ．4 0 1 ．4 5 6 ．9 黒 曜石

13 細 石 核 Ⅲ a 層 ・B オ 2 ．1 0 2 ．1 0 1 ．3 5 5 ．3 黒 曜石

r14 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・D カ 1 ．6 6 0 ．4 8 0 ．1 5 0 ．1 黒 曜石

15 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・C ク 1 ．9 0 0 ．7 5 0 ．2 4 0 ．4 砂 岩

16 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・C ク 1 ．7 5 0 ．7 5 0 ．1 7 0 ．1 黒 曜 石

17 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・D カ 1 ．4 8 0 ．5 8 0 ．2 3 0 ．1 黒 曜 石

18 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・B カ 1 ．4 6 0 ．6 7 0 ．1 8 0 ．2 頁 岩

19 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・D カ 1 ．0 8 0 ．9 0 1 ．6 7 0 ．1 黒 曜 石 打 面 調整 痕

20 細 石 刃 Ⅳ a・層 ・C キ 1 ．2 3 0 ．4 0 0 ．1 5 0 ．1 黒 曜 石

2 1 細 石 刃 Ⅳ a 層 ・C キ 1 ．4 6 0 ．5 4 0 ．2 3 0 ．1 黒 曜 石

22 細 石刃 Ⅲ b 層 ・C キ 1 ．1 2 0 ．8 0 1 ．7 8 0 ．1 黒 曜 石 使用 痕

23 細 石刃 Ⅲ b 層 ・B ク 2 ．8 5 0 ．9 7 0 ．4 1 1 ．0 黒 曜 石

24 ス ク レイパ ー Ⅳ a 層 ・B カ 8 ．1 0 3 ．6 2 0 ．8 2 2 6 ．1 頁 岩

25 ス ク レイパ ー Ⅳ a 層 ・D カ 2 ．8 5 3 ．1 5 0 ．8 6 6 ．5 黒 曜 石 不 純 物 が 多 い

26 使用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・D カ 4 ．7 0 2 ．8 0 1 ．7 4 1 6 ．6 頁 岩

27 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・C オ 7 ．4 5 5 ．2 0 0 ．9 5 3 6 ．0 頁 岩

28 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・B コ 5 ．7 0 3 ．6 0 1 ．4 5 2 0 ．8 頁 岩

29 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・C ク 6 ．3 0 4 ．2 5 1 ．1 0 2 6 ．4 頁岩

30 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・D カ 8 ．9 5 6 ．5 0 2 ．1 3 1 0 6 ．6 砂 岩

31 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・C ウ 3 ．0 0 1 ．5 5 ‘0 ．3 5 2 ．2 頁岩

32 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・B ケ 3 ．5 1 2 ．0 8 9 ．0 3 5 ．9 黒 曜石

33 使 用 痕 剥 片 Ⅳ a 層 ・C ク 1 0 ．9 5 5 ．4 5 1 ．7 4 8 3 ．5 流紋 岩 刃 部 調 整後 使 用 痕

34 使 用 痕 剥片 Ⅳ a 層 ・B ケ 4 ．3 5 1 ．9 0 0 ．8 0 6 ．6 頁 岩 、下 位 の 端 部欠 損

35 使 用 痕 剥片 Ⅳ a 層 ・C ク 5 ．0 5 2 ．2 4 0 ．8 1 8 ．9・ 頁 岩

36 使 用 痕 剥片 Ⅳ a 層 ・C キ 2 ．7 0 2 ．5 0 ・1 ．1 6 ・7 ．4 黒 曜 石 不 純 物 が 多 い

37 二 次 加 工剥 片 Ⅳ a 層 ・B オ 6 ．3 0 ．4 ．3 0 2 ．1 7 4 1 ．7 頁 岩

3　縄文早期の遺構と遺物

（1）集石遺構

集石遺構は、調査区の北東部と南部でⅢa層から2基・Ⅲb層から8基検出された。どちらも谷

へ傾斜し始めた場所である。SI6の他は全て円形の掘込みを持つタイプで石が密集している。

SI4は、

SI5は、

SI6は、

SI7は、

SI8は、

SI9は、

石の間に炭化物が混入し埋土は黒く変色している。遺物はなし。

礫群の中から検出され、周りには多数の礫が散在していた。

所々石が集中している集石である。掘込みはなく遺物もなし。

遺物はなし。

遺物はなし。下部の石は赤変していない。

掘込みの底部に敷石を持つものである。底面には多くの炭化物が混じり黒色土が堆積

している。遺物はなし。

SIlOは、掘込みの底部に敷石を持つものである。遺物はなし。

SIllは、掘込みの底部に敷石を持つものである。遺物はなし。

SI12は、掘込みの底部に敷石を持つものである。遺物はなし。

SI13は、石はあまり密集していない。中心部は炭化物が混じり埋土は黒く固くなっていた。遺

物はなし。
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第41図　縄文早期集石遺構実測図（1）
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第42図　縄文早期集石遺構実測図（2）

ー118－



肝椋1．．1、卜一㍉ゝ
朴－岨

ゝ

1m
I

（S＝1／20）

第43図　縄文早期集石遺構実測図（3）
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第44図　縄文早期集石遺構実測図（4）

第14表　下星野遺跡C区　縄文早期集石遺構計測表

（S＝1／20）

検出位置・層 礫の範囲 （cm ）土坑の大きさ（cm ）土坑の深さ （cm）敷石の有無 石数 備　 考
S I 4 D l－エ ・Ⅲa層 1 2 0 ×1 0 5 1 1 2 ×9 7 2 3 なし 約2 5 0

S I 5 D －エ ・Ⅲa層 1 8 0 ×1 5 5 1 0 7 ×9 8 1 4 あり 4 4 4 ＋α 敷石は環状に敷かれている

S I 6 D －エ ・Ⅲb層 1 8 5 ×1 5 1 土坑なし 土坑なし なし 約1 8 8

S I 7 C －オ・Ⅲb層 9 5 ×8 5 8 3 ×7 7 1 0 なし 約1 6 0

S I 8 D －オ・Ⅲb層 1 1 0 ×1 1 0 1 0 7 ×1 0 7 1 2 なし 1 4 8 ＋α
S I 9 D －オ・Ⅲb層 1 0 5 ×9 7 1 0 0 ×9 4 2 1 あり 約2 9 5 敷石は底面の中心部に16個

S I lO D －オ・Ⅲb層 1 1 0 ×1 1 0 1 1 7 ×1 0 9 1 2 あり 約2 8 0 敷石は底面の中心部に17個

S I ll B －ケ ・Ⅲb層 1 0 9 ×9 8 9 9 ×9 6 1 8 あり 約4 9 0 敷石は底面の中心部に8個

S I 12 B －ケ ・Ⅲb層 1 3 0 ×1 2 0 1 2 1×1 0 6 3　5 あり 約2 1 0 敷石は底面の中心部に7個

S I 13 B －コ・Ⅲb層 2 2 0 ×2 4 0 5 2 ×4 6 ・1 5 なし 1 9 6

－120－



（2）土坑

土坑は、調査区の中央部東端でⅢa層から1基、Ⅲb層から2基検出された。いずれの土坑から

も遺物の出土はなかった。

SC4（D－カグリッド・南）は、Ⅲa層で検出された。平面は楕円形プランで皿状の断面を呈

する。埋土は粒子状のさらさらとした黒色土で微細な炭化物粒が混入している。長軸97cm・短軸

69cm・検出面からの深さ10cmを測る。

SC5（D－カグリッド・北）は、Ⅲb層上部面で検出された。平面は隅丸三角形プランで断面

は3段の平坦部を持つ。埋土は黄色粒を多く含む硬い土である。長軸95cm・短軸66cm・検出面か

ら上段の平坦面までの深さ11cm・中段までの深さ18cm・底面までの深さ32cmを測る。

SC6（C－キグリッド）は、Ⅲb層で検出された。平面は円形プランで断面は皿状を呈し、底

面はⅣa層に達する。埋土は大きい粒子状のさらさらとした黒色土である。長軸49cm・短軸43cm・

検出面からの深さ17cmを測る。炭化

物なし。掘込みの周辺部は黄色に変

色していた。

第45図　縄文早期土坑実測図

ー121－

∋さ」＿∈

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

仁一7－「Trl十一一一二二二二二二二二∃

（S＝1／20）



●
●

Ol′．

・。巌①芸00守・・言。。予。十時年。。
●　　　　　　○

第46図　縄文早期遺構・遺物分布図（1）［Ⅲa層］

ー122－



」
（S＝1／4，000）

■　　　23

】。‘・■．完。田

口コ

□　□

SC6
C）

■

ロ　ロロロ　ロロロ　■

lコ

ロ

D　　　　　　ロロ

ロ

n
D

ロ・ロ

Dロ

一　H SI10

ロ・D！ロ⑳口0．

1

12

．　　　　SC5　。

口■　　　（）．ロ

■　土器
□　石器・

数字は細石刃文化期の遺物番号

9

」　　　。D臼

ロ　ロざ・。旦
口　　　　　　も

ロ

ロ　　　　ロ　　ロ　ロ

ロ

ロ　■　　　　Dl

■

盛　■
SI6。ロ。

【コ

ロ

◎〉SI

C

qL

0　　　　　　　　　10m」
（S＝1／400）

【】

■　■

■・10　□。。

＝二二＝㍉∴三‘
【コ

エ　　　　　　　　ロ　ロ

第47図　縄文早期遺構・遺物分布図（2）［Ⅲb層］

－123－



（3）土器

土器は、Ⅲa層とⅢb層から出土した。いずれも縄文早期の土器のためⅢ層として報告するが、

土層が不安定なために遺物も移動していることが予想される。文様や形態から4類に分類した。

I類　貝殻条痕文を施すもの（1～5）。

1はⅢa層とⅢb層から出土している。口唇部に連続の刻みが施され口綾部には連続の押

庄文が施される。2は口唇部に連続の刻みが施してあるが風化のため不明瞭で確認できな

い。3は口緑部まで貝殻条痕文が施されている。4は斜方向の貝殻条痕文である。5は縦方

向の貝殻刺突文が横方向にめぐる。

Ⅱ類　貝殻刺突文を施すもの（6～8）。

6は横方向の貝殻刺突文が施されやや内湾する。7は斜方向の貝殻刺突文が施される。8は

底部付近の胴部で、縦方向の貝殻刺突文が施され、底部付近には縦方向の刺突文が横方向

にめぐる。

Ⅲ類　沈線文と撚糸文と刺突文を施すもの（9～16）。

9は口唇部に刻みを持ち3条の沈線文が施してある。10は口唇部に刻みが施され丁寧にナ

デられている。11・12・13は3条の沈線文の下位に網目状の撚糸文が施される。15は縄文

と沈線文が施してある。16は沈線文と刺突文が施してある。

Ⅳ類　土器表面に文様のないもの（17）。

17は口綾部がやや厚みを持ち口唇部が丸みを帯びている。

砲冠担症　　　　　　　　　　　　　撃喧嘩囲

第48図　縄文早期土器実測図（1）
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第49図　縄文早期土器実測図（2）

第15表　下星野遺跡C区　縄文早期土器観察表

♂

〟2

カ14

図 番 口 種 別 出 土 位 置 器 嘩 ・部 位
文 様 及 び 調 整 色 調

焼 成 胎 土 備 考
外　　 面 内　　 面 外 面 内 面

1 縄 文 土 器 Ⅲa ・b 層 深　 鉢 口 唇 部 斜 の 連 続 刻 み 、 横 方 向 の 斜 方 向 の 貝 殻 条 痕 文 に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙 良 好 3 m m 以 下 の 淡 黄 色 、 2 m m 以 下 の 前 平 式

A －エ・B －オ・

D －オ・D －カ

口 縁 ～ 胴 部 連 続 押 庄 文 、 横 方 向 の 貝 殻 条 痕

文 、 黒 変

黒 褐 褐 色 ・黄 灰 色 ・黒 色 光 沢 ・ 透 明 光

沢 の 砂 粒

2 縄 文 土 器 Ⅲ b 層 探　 鉢 － ナ デ 、 ナ デ の 後 横 方 向 の 連 続 押 斜 方 向 の ナ デ に ぷ い 黄 橙 橙 良 好 2 m m 以 下 の 灰 白 色 、 0 ．8 m m 以 下 の 前 平 式

D － カ 口 縁 部 庄 文 、 横 方 向 の 条 痕 文 金 色 光 沢 砂 粒

3 縄 文 土 器 Ⅲ a 膚 深　 鉢 横 方 向 の ミ ガ キ 、 横 方 向 の 貝 殻 ナ デ に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙 良 好 2 m m 以 下 の ガ ラ ス 質 ・ 乳 白 色 の

C － オ ロ 縁 部 条 痕 文 砂 粒

4 縄 文 土 器 Ⅲ a 層

D － オ

深　 鉢

胴　 部

斜 方 向 の 条 痕 文 ナ デ に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙 良 好 3 m m 以 下 の 黒 褐 色 、 1．2 m m 以 下 の

灰 白 色 、 1 m m 以 下 の ガ ラ ス 質 の

砂 粒

前 平 式

5 縄 文 土 器 Ⅲ a 層 深　 鉢 ナ デ 、 ナ デ の 後 横 方 向 に 縦 位 の ナ デ 浅 黄 橙 灰 黄 褐 良 好 3 m m 以 下 の 白 色 透 明 、 1 m m 以 下 前 平 式

D － カ ‘ 口 縁 部 貝 殻 腹 緑 刺 突 文 黒 褐 の 無 色 透 明 光 沢 ・黒 色 光 沢 ・浅 黄

橙 色 粒

6 縄 文 土 器 Ⅲ a 層 深　 鉢 ナ デ 、 ナ デ の 後 横 位 の 貝 殻 腹 縁 ナ デ 黄 橙 暗 灰 黄 良 好 2 m m 以 下 の 白 色 ・灰 色 ・半 透 明 下 剥 峰 式

B － ク 口 縁 部 刺 突 文 光 沢 ・金 色 の 粒

7 縄 文 土 器 Ⅲ b 層

D － カ

深　 鉢

胴　 部

斜 方 向 の ナ デ 、 貝 殻 腹 縁 刺 突 文 横 ナ デ に ぷ い 黄 褐 明 黄 褐 良 好 2 m m 以 下 の 白 色 ，・黄 褐 色 の 粒 が

多 い

下 剥 峰 式

8 縄 文 土 器 Ⅲ a 層

B － ク

躇 鉢

胴 部 ～底部 付近

貝 殻 腹 縁 刺 突 文 、 刺 突 文 横 ナ デ 明 赤 褐 明 褐 良 好 2 m m 以 下 の 白 色 透 明 の 粒 下 剥 峰 式

9 縄 文 土 器 Ⅲ b 層 探　 鉢 ． 口 唇 部 に 刻 み 、 横 ・斜 方 向 の ナ 横 ナ デ に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙 良 好 1 m m 以 下 の 乳 白 色 ・黒 色 ・黒 色 塞 ノ 神 式

A － ケ 口 縁 ～ 頸 部 デ 、 3 条 の 沈 線 文 光 沢 の 粒

1 0 縄 文 土 器 Ⅲ b 層 深　 鉢 3 条 の 沈 線 文 、 横 ナ デ 、 両 側 に 丁 寧 な ナ デ 、 粗 い 横 ナ デ 橙 に ぷ い 黄 橙 良 好 1 m m 以 下 の 赤 茶 色 の 粒 と 黒 色 光 塞 ノ 神 式

B － ク 胴　 部 網 目 状 撚 糸 文 灰 黄 褐 沢 柱 状 の 粒

1 1 ．縄 文 土 器 Ⅲ b 層

B － ク

深　 鉢

胴　 部

縦 方 向 の 撚 糸 文 、 横 方 向 の 2 条

の 沈 線 文 、 縦 方 向 の 網 目 状 撚 糸
文

丁 寧 な ナ デ 浅 黄 浅 黄 良 好 2 m m 以 下 の 褐 色 ・ガ ラ ス 質 の 粒 塞 ノ 神 式

1 2 縄 文 土 器 Ⅲ b 層

A － ク

深　 鉢

胴　 部

縦 方 向 の 網 目 状 撚 糸 文 丁 寧 な 横 ナ デ 明 黄 褐 浅 黄 良 好 2 Im 以 下 の 褐 色 ・ ガ ラ ス 質 の 粒 塞 ノ 神 式

1 3 縄 文 土 器 Ⅲ b 層 探　 鉢 斜 め 方 向 の 網 目 状 撚 糸 文 、 風 化 横 ナ デ に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙 良 好 3 m m 以 下 の ガ ラ ス 質 の 粒 、 2 m m 塞 ノ 神 式

B － コ 胴　 部 気 味 以 下 の 褐 色 の 粒

1 4 縄 文 土 器 Ⅲ b 層 深　 鉢 口 唇 部 に 刻 み 、 丁 寧 な ナ デ 、 沈 丁 寧 な ナ デ 浅 黄 に ぷ い 黄 良 好 ．2 m m 以 下 の 柱 状 黒 色 光 沢 ・ 乳 白 塞 ノ 神 式

B － ク 口 縁 ～ 頚 部 線 文 、 煤 付 着 暗 灰 黄 色 の 粒

1 5 縄 文 土 器 Ⅲ b 層 深　 鉢 縄 文 、 ナ デ 、 沈 線 文 、 ナ デ 、 斜 横 ナ デ に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 橙 良 好 1 m m 以 下 の ガ ラ ス 質 ・黒 色 ・灰 塞 ノ 神 式

B － ケ 胴　 部 方 向 の 沈 線 文 白 色 砂 粒

1 6 縄 文 土 器 Ⅲ a 層 深　 鉢 2 条 の 沈 線 文 、 刺 突 列 点 文 、 ナ 横 ナ デ 橙 橙 良 好 金 色 に 光 る 微 細 な 粒 、 細 か な 黒 い 塞 ノ 神 式

B － ク 胴　 部 デ 粒 、 灰 白 色 の 微 細 な 粒

1 7 縄 文 土 器 Ⅲ a 層

D － エ

深　 鉢

口 縁 部

丁 寧 な ナ デ 、 煤 付 着 丁 寧 な ナ デ 、 指 頭 痕 あ り に ぷ い 黄 橙 暗 灰 黄

に ぷ い 黄 橙

良 好 2 m m 以 下 の ガ ラ ス 質 ・ 乳 白 色 の

砂 粒
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（4）石器

石器は、Ⅲa層から114点、Ⅲb層から142点、Ⅳa層から1点（石鉄）出土した。Ⅳa層出土の石

鉄はⅣa層とⅢb層の境界が乱れていることから縄文早期の石器として報告した。

石鉄（1～15）は、Ⅲa層から10点、Ⅲb層から4点、Ⅳa層から1点出土した。石材は砂岩が1

点、黒曜石が3点、他はチャートである。全体の形状は二等辺三角形を呈する無茎鉄で、基部の決り

が浅い凹基無茎鉄（1～9・13）、決りが深い凹基無茎鉄（10～12・14）、挟りのない平基無茎鉄

（15）に分類できる。1は局部磨製石鉄、4はⅣa層出土の砂岩の石鉄、6は姫島産の黒曜石でつく

られている。11は節理面を使用している石鉄である。14は大型の石鉄である。石銀以外の石器は、スク

レイパー（16・17）、使用痕剥片（18・19・20）、二次加工剥片（21）、剥片（22）が出土している。

石材は、チャートがⅢa層のみ（33点）の出土で、黒曜石は、Ⅳa層（29点）・Ⅲb層（28点）ほ

ど出土している。その他は、頁岩と流紋岩でほとんど占められ、砂岩は僅かである。
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第50図　縄文早期石器実測図（1）
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第51図　縄文早期石器実測図（2）

第16表　下星野遺跡C区　縄文早期石器計測表

1日　目：　　　！

（S＝2／3）

図番号 種　 別 出土位 置 最大長 （cm ）－ 最大幅 （cm ） 最大厚 （cm） 重量 （g） 石材 備　 考

1 石鉄 B －オ ・Ⅲ a 層 2 ．7 5 1．7 9 0 ．3 7 1 ．6 頁岩

2 石鉄 D －オ ・Ⅲa 層 1．5 0 1 ．8 0 0 ．3 0 0 ．9 チ ャー ト

3 石鉄 D －キ ・Ⅲa 層 1．6 0 1 ．5 9 0 ．2 7 0 ．4 チ ャー ト

4 石鉄 D －カ ・Ⅳ a 層 1．8 ＋α 2 ．1 0 0 ．5 0 1 ．0 砂岩 欠損

5 石鉄 C －ウ ・Ⅲb 層 1．6 ＋α 1 ．0 ＋α 0 ．3 0 0 ．4 チ ャー ト 欠損

6 石鉄 D －オ ・Ⅲb 層・ 2．0 0 1 ．5 ＋α 0．3 0 ． 0 ．7 黒曜石 欠損 ・姫島産 ・折 断による成形

7 石鉄 B －オ ・Ⅲ a層 1．7 0 1 ．2 0 0 ．5 0 0 ．6 黒曜石

8 石鉄 B －コ ・Ⅲb 層 1．9 ＋α 1 ．3 ＋α 0．6 0 1．0 チ ャー ト 欠損

9 石鉄 B －エ ・Ⅲ a層 2．4 ＋α 1 ．5 ＋α 0．4 5 1．2 チ ャー ト 欠損 ・

10 石鉄 C －キ ・Ⅲ a層 2．4 ＋α 1 ．3 ＋α 0．4 0 0．9 チ ヤ．－ ト 欠損

11 石鉄 C －キ ・Ⅲ a層 2．6 0 1 ．7 ＋α 0．5 0 1．1 チ ャー ト 欠損 ・節理面あ り

12 石鉄 C －ク ・Ⅲ a層 1．9 0 1 ．6 0 0 ．3 0 0 ．4 チ ャー ト 欠損

13 石鉄 B －ケ ・Ⅲb 層 1．9 ＋α 1．6 ＋α 0．5 0 1．1 チャー ト 欠損

14 石鉄 C －ク ・Ⅲ a層 1．5 ＋α 1．2 ＋α 0．4 0 0．7 黒曜石 欠損 ・大型 の石鉄 と思 われる

15 石鉄 C －キ ・Ⅲ a層 2．5 0 2 ．2 0 0 ．4 0 1 ．8 チャー ト 欠損

16 スクレイパー C －カ ・Ⅲb 層 6．8 0 3 ．6 0 1 ．3 5 3 5 ．9 流紋岩

17 スクレイパー B －オ ・Ⅲb 層 4．3 5 2 ．4 0 0 ．6 3 5 ．4 黒曜石

18 使用痕剥片 B －エ ・Ⅲb 層 6．8 8 2 ．6 2 0 ．8 5 1 4 ．3 流紋岩

19 使用痕剥片 C －カ ・Ⅲb 層 3．2．0 3 ．4 2 0 ．5 8 7 ．4 流紋岩

20 使用痕剥片 C －エ ・Ⅲb 層 4．9 0 3 ．2 0 0 ．8 5 1 2 ．1 流紋岩

21 二次加工剥片 C －オ ・Ⅲb 層 8．9 0 3 ．5 0 1 ．6 0 4 7 ．0 流紋岩

22 剥片 C －オ ・Ⅲb 層 3．6 ・5 1．9 5 0 ．7 0 5 ．7 流紋岩 意識的 に折 ってい る
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第4節　まとめ

下星野遺跡は、細石刃文化期、縄文時代早期・後期・晩期、弥生時代、古墳時代、古代、中世、

近世にまたがり人々の生活文化に触れることができる遺跡である。本遺跡の遺構としては、細石刃

文化期の集石遺構・土坑、縄文時代早期の集石遺構・土坑、縄文時代後期の土坑、弥生から古墳時

代の竪穴住居跡、古代の土坑、中世・近世の溝状遺構が検出されている。また、遺物としては細石

刃文化期の細石核・細石刃・スクレイパー等の石器類や縄文時代の早期・後期の土器・石鉄等の石

器類、弥生から古墳時代の棄・壷等の土器類が多数出土している。また、調査区内の火山灰を自然

科学分析で同定したところ、霧島小林軽石（1，5万年前）・霧島薩摩テフラ（1，05万年前）・

桜島火山起源の末吉軽石（7，500年前）・鬼界アカホヤ火山灰（6，300年前）・霧島御池

軽石（3，000年前）・桜島文明軽石（1，471年）・霧島新燃享保軽石（1，717年）等の示標テフラが検

出された。以下それぞれの時代について簡単にまとめてみたい。

1　細石刃文化期

この期の遺構としては、C区で集石遺構が3基・土坑が3基確認された。集石遺構は、いずれも

掘込みを持たず所々礫が集中する集石であるが、明かに石が赤変しており火の使用が伺える。検出

層は小林軽石を含む層であり、この期の石器類と共伴している。特にSI3は、石の集石状況は疎

であるが、明らかに黒色に変色した炭化物粒を含む土層が検出された。おそらくは火を使う段階で

は密集させていた石を使用後に散在させたものと思われる。また、集石の周辺には石器類の遣物が

他の区画より多く出土していることも検討を要する。本遺跡の縄文早期の集石遺構とは形態を異に

することは明らかである。土坑は3基検出されたが、隣接している2基の土坑SC2・3の埋土中

には炭化物粒が含まれており火の使用が考えられる。また、調査時は別々の土坑として考えたが形

状から炉穴の可能性も否定できない。

この期の遺物としては土器と石器が出土している。土器は3点出土し貝殻条痕文が施されている

が、出土層のⅣa層が上層と不安定な境界を示しているため他の石器類と共伴するとは断定できな

い。石器は細石核13点・細石刃10点・スクレイパー2点・使用痕剥片11点・二次加工剥片1点・そ

の他剥片類が出土している。石器全体の出土位置は、調査区中央部・南端部・南東部に分けること

ができ、さらに南東部も3ブロックに分けることができる。D－キグリッドの壁際に特に集中して

おりその中には細石核も3点含まれる。細石核は全て黒曜石製で野岳タイプであるが、細石刃には

砂岩と頁岩が含まれている。出土位置は南東部の台地縁辺部に多く集中しており、黒曜石以外の頁

岩・砂岩等も利用しながら石器の加工場として考えることができる。

2　縄文時代早期

縄文時代早期の遺構としては、大小の礫を用いた集石遺構がみられた。A区4基・C区10基であ

る。C区の集石遺構は明確な掘込みを持つタイプであるが、A区の集石遺構にはC区のような掘込

みを持つタイプはない。しかし、早期の出土土器を比較すると前平式土器・塞ノ神式土器がどちら

の集石遺構検出層からも出土していることから、時期的には大きな時代差はないように思える。C

区の集石遺構であるが、礫群的広がりを見せる1基を除いて石の密な集積状況と掘込みをもつとい

うほぼ共通した構造になっている。調査区の中央部には集石遺構のための準備礫か使用後の廃棄
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礫かどちらともいえない赤変した礫群が広がっている。石の大きさは、底石に両手で抱えるくらい

の大きなものがあるが、ほとんどは片手で持ち運びができるほどの大きさ・重さである。おそらく

地盤の礫層が付近の斜面に露呈していたものか、谷から持ち運んだものだと推定される。特に使用

後に近い状態の集石遺構がSI8・9であろう。円形を呈し中央部は窪む断面をしており、使用し

た廃棄礫は周辺にあまり広がっていない。平坦面のB区では集石遺構・礫群ともに検出されなかっ

たことから、立地的には谷を望む様な緩やかな傾斜地の周辺に作られるようである。

縄文時代早期の遺物としては、土器と石器が出土しているが縄文後期の遺物量と比べると少ない。

土器は文様や形態から分類した。I類はヘラ状工具による斜め方向の連続刺突文や斜め方向の貝殻

条痕文を持つものでいわゆる前平式土器である。Ⅱ類は底部に櫛歯状工具による縦位の連続刺突文・

貝殻腹緑による縦位や斜位の連続刺突文を持つもので下剥峰式土器に相当する。Ⅲ類は、棒状工具・

へラ状工具による凹線文や沈線文または網目状の撚糸文などが施されているもので、塞ノ神式土器

に相当する。Ⅳ類は無文の土器である。また、A区からは前平式土器・塞ノ神式土器が出土してい

る。下星野遺跡の早期土器はA区とC区で同時代の土器が出土している。また、隣接する杉木原遺

跡や竹ノ内遺跡でも同様の時期の土器が出土していることから、早期の時代には住環境に適してい

る地域であったと思われる。

3　縄文時代後期から晩期

縄文時代後期から晩期の本遺跡は、C区には遺物・遺構が検出されていないためA区の遺構と遣

物が全てである。特に包含層から出土した後期の土器は、市来式を中心とし多数出土した。分類の

I類は、口縁部を肥厚させ断面が三角形または逆くの字形に成形し、文様として貝殻腹縁刺突文や、

沈線文や凹線文を施すもので、市来式土器である。Ⅱ類は、市来式土器に比較すると口縁部形態に

大きな変化が見られ、断面三角形の肥厚口緑がほとんどなく、くの字口縁か外反口緑と変化してい

るもので、文様は口縁部屈曲の上下に斜位の貝殻腹緑刺突文や短沈線文を巡らすものを基本とする、

丸尾式土器である。Ⅲ類は、市来式の特徴である口緑部文様帯の肥厚や逆くの字形の屈曲が全く見

られないもので、外面のくびれ付近から口縁部が外傾または外反し文様はこの付近に貝殻腹緑刺突

文などが施され、口唇部が丸みを帯びているのも特徴となっている草野式土器である。後期の土器

はこの3タイプの出土量が多いことから後期の中心を成している。同じ台地上の竹ノ内遺跡でも同

様の時期の土器が多く出土していることから、本遺跡との関連性が考えられる。

4　弥生時代から古墳時代

この時期の本遺跡はC区に遺構・遣物がなく、A区のみの検出となった。遺構としては住居跡が

複数軒、遺物としては弥生中期から古墳中期までの土器が出土した。床面と想定されるレベルが3

面あることから切り合いを3軒（3時期）と判断し、中央部の低い床面に対するプランが約3．6

mx2．8mの長方形プラン。東側トレンチ2の断面床面に対するのが2．4mX3．6mの長方形プラン。

南側の高い床面に対するプランが3．8mX4．0mのほぼ正方形のプランであることが推定できる。また、

整理作業時に、北に柱穴らしき変色部分があることなどから、この地では永続的に生活していたも

のと思われる。小さな谷に画し背後は緩やかな丘陵地帯がひかえたA区では縄文後期の時代から生

活の場として住みやすい環境であったと思われる。
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A区　集石遺構・住居跡
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トレンチ2　土層断面


